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本にふれる乙の
問題について思索をすすめ、
両方を包括しうる(と
私には思える)高次の
視点が得られたQ
乙の視点から口の全体を再
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発 表
する乙とにした
第 一 章
人 間 生 成 の 課 題 と 基 底
序章の最後にか
か げ た 表 を ふ り
か え っ て み よ う 。
「人間生成論」
は、
人類生物学をはじめ人間諸学F
E 自 由 ロ 巴 芯 5 2 の 認
識と社会話
学問。己主回丘町ロ円何回の認識を媒介とし、
哲学的思索によって、
人間
の生成について研究する。
研 究 は 、
生命と自覚の両極におよび、
生
命的存在から自覚的存在
に い た る 生 成 に 向 け ら れ て い る 。
乙の人間
生成の過程を、
例えば、
田辺博士のいう生命存在論と自覚存在論と
を生成論的に媒介しようとする方向に追求するならば、
そ乙に「哲
学 的 人 間 学 」 が 展 開 さ れ る で あ ろ う c
「 教 育 人 間 学 」 は 、
そのよう
な哲学的追求を中軸として、
自然的・窓図的教育が人聞から作りだ
し得るもの、
また作りだす可きものについて研究しようとする。
教
育的人間学は、
哲学的人間学とともに人間生成論に所属するが、
同
時に、
教育学にも帰属する。
もっとも、
そ れ が 教 育 学 的
℃以内回目出向。.
mFRUな性格をつよく帯
びるか否かは研究のすすめ方にもよるであ
ろ う G
私は可能なかぎり、
教育学的な方向へ研究をすすめてゆ
きた
い。
H哲学ω
の立場からみれば、
わずらわしい問題や、
さして重要
とは思えない現象が、
教育学 的 人 間 学 で は と り あ げ ら
れる
で あ ろ
う
cだ
が、
「 我 れ 考 う 、
故に我れ在り」といいうる自覚的人間も実
第 一 章
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{まと い う 、
発 達 の 段 階
を経過した事実
に 目 を 聞 く な ら ば 、
人は、
教 育
「我れ歩む故に、
我れ語る故に、
我れ欲する故に
、
人 と 成 る 」
知 る で あ ろ う 。 人間学が実は、
哲学的人間学の基礎学という立味をも有する乙とを
(ー〉
ニ次的人間生成の概観と課題
〈
梗
概
〉
凶
発 達 段 階 の 区 分) 1( 
身体
発 育 の 充 実 と 伸 長
(2) 
窓 識 の 主 観 化 と 客 観 化
(3) 
感 情 生 活 の 高 揚 と 安 定
(4) 
精神分析学的段階区分
(5) 
社会心理学的段階区分
(B) 
人 間 生 成 の 課 題) -( 
自然的発達課題
(2) 
発達的社会課題
(3) 
歴 史 的 社 会 課 題
(4) 
人格的生成課題
(c) 
発 達 と 人 間 生 成) 1 (
成熟的条件と学河の進行
九
(八九)
教育の人間学的攻究
(2) 
行動・立識と習慣・記憶
(3) 
企投的活動と創造的活動
教 育 的 な 見 方
旬以品目問。
mF由AUF
O ω - n y H
の基本的特長は、
人 聞 が 変
化し生成する存在であり、
人間の生成には順序と段階
があ
る乙
と
を 、
前提とし
ている点にある。
集合体としての人間(人類・民族)
については歴史学が、
個体としての人間(伺人)については心理学
が 、
それと似た
見方をつちか
つてきた。
前 者 が 歴 史 的 ・ 発 展 的 な 見
方主明言ユ明白宮盟nEであるとすれば、
後 者 ば 発 生 的 ・ 発 達 的 な 見 方
mgz-Evmω-n伊丹である。に、
生 成 論 的 な 見 方 の 三 つ の 柱 を な し て い る 。
教 育 的 な 見 方
(或は
これらは、
さ き の 教 育 的 な 見 方 と と も
教 育 人 間 学 的 な 見 方 ) は 、 発 達 的 な 見 方 と 歴 史 的 な 見 方 を 、 特 有 の 仕方で綜合すると乙ろに成立する。
両者の生成哲学的綜合については
別の機会に論ずることとして、
いまは、
人 間 の 発 達 段 階 に 視 線 を む
け 、
発達心理学の研究成果を教育人間学
の 休 系 に 吸 収 す る乙とを試
みるであろうc
人 間 も ま た
他の動物と同じように、
生殖活動以前の幼少期、
生 殖
活 動 を い と な む 成 熟 期 、
そ れ が 衰 退 ・ 終 止 す る 老 化 期 の 、
三つの段
階 を 経 過 す る 。
人聞
における生理的
発 達 段 階 は 、
一方でフィスクが
指摘したように
「幼少期が著し
く長
いこと」gR目。5
( 注 ご
。 同
-口
同 白
ロ ロ 司
、
門田ロ円
白色。ロ
他方では成年式ZEE-。ロ
円 四 円
四同国。ロ可などが物語る
O 
(九O)
よ・つに、
そ れ が な ん ら か の 社 会 的 意 味 を も
っている点に、
大 き な 特
長があ
る 。
国・国立Nm円はいう。
ヘ ッ ツ ア |
「人間生活のあらゆる
永 続 的 な 秩 序 は
各 人 に
年 令
すなわ
ち
発達段階に応ずる位置
EEN
と意義の21nE
をあたえる乙とによって、
存続するのであ
〔 注 二 )る 。
」位置と意義は、
社 会 的 地 位 己 主 5 ・
役 割 B Z
といいかえ
てよい。
しかもそれらは、
同時に、
発達の主体に対して、
人格的な
立 味 を も っ て い る 。
以 上 は 、
全 休 と し て 、
次のように
い う乙とがで
きるであろう。
「 人 間 は 、
発 達 の 段 階 と 程 度 に 応 じ て 、
発 達 的 ・ 社
会的・人格的な課題の前に置か
れる。」
乙れが、
発達段階区分に
対
す る 教 育 人 間 学 の 見 方 で あ る 。
(A) 
発達段階の区分
人間の発達段階については、
さまざまの視点から、
いくた
の 区 分
がおこなわれてき
たQ
私 の 印象では、
ドイツ系の学者が乙の問題に
つよ
い 関 心 を も っ て い
るようにみえる。
歴史的時代区分
同M 巾 円 F O 門田 ナ
国-2ロロ
m に 対 す る 関 心 が 、
人間発達の段階区分においても、
姿 を か
え て現われている の か も 知 れ な い 。
) 1( 
身体
発育
の充
実
と伸長。
例えばシュトラッツ
mu.国.
ω 可 白 骨 N
は人体
測 定 学 の 視 点 か ら 、
身体の容積増加〈。-zB842nZZ自の
リ ズ ム に 着 目 し 、
体重
のとくに増加する充実期と、
身長
の と く に 増
〔注三}
加する伸長
期 と の 交 替 と し て 、
発達段階を区分した
。彼
とツエラi
スキァモン同・開・ωgBBOロが分析した身
体発達
の四系統
のうちで、
とくに一般型について研究したといえる。
スキ
アモンは、
い っ そ う
包括的な視点
から
四つの系統
(一般型、
神経型、
生 殖 型 、
巴淋型)が、
それぞれ、
独 自 の 発 達 曲 線 を 描 く乙とを明か
( 注 附 )
にした。
これ
らの研究は、
「有機的」Rm白己円
という概念を漠然
と
「調和的」F
250EO
E P
匂円
0 3 2 E ロ 包 と 閉 じ 意 味 に 解 し て き た 常
識にたいす
る 挑 戦 と い っ て よ い 。
また、
久しく教育の目的とされて
きた人間の調和
的完成FREE-閉門官〉5EEロロぬという有機休論
的 2 m ω ロ O H O E 2 F
な理念についても、
根本的修正をもとめているc
( 五 O 頁 参 照 ) ゎ・ 〉 ・ N
O ロ O 円 は 、
(2) 
意識の
主観化
と客観化
右に示唆したように、
有機体論的視
点だけでは、
それに代
っ て
、
発達段階を満足に区分する乙とはできない。
いわゆる弁証法的
門田 仲
白 -ow昨日田nv
区分が提出されている
。
えばトゥムリルツによれば、
シュトラッツの充実期と伸長期に対応
し て 、
心的発達においても、
比 較 的 停 滞 の 時 期 と 、
比較的急速に進
{ 注 五 』
展する時期が交替する。
さらにビュ1ラl夫人ば、
「意識の生成」
。 。 ロ O 凹 巾 会話 回 巾 当 E E H 白 色 ロ
印を中心に発達を研究し、
人 間 と 世 界 の
関 係 、
E'凶と客閣の関係に、
弁証法的律動のある乙とを証明しよう
( 注 六 )
〔仲間七)
としたc牛島氏も・それを採用し、
「 発 達 弁 証 法 」 と 名 づ け て い る e
(3) 
感情生
活の高
揚
と安定
ジ ァ ン ・ パ ウ ル
】巾白ロ司白巳の小泊
『生立気盛り』
司]omocω『円。(H∞。AH)
の 影 響 で あ ろ う か 、
或 は 、
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れを生んだ浪漫的な気
分 の ゆ え で あ ろ う か 、
ド イ ツ の
発達心理学に
{注八)
おいては「反抗期」吋BR包古門がよく問題になる。
プ!ゼマンは、
包括的な視点から、
第一・第二の反抗をふくむ六つの、
情動的位相
mBozoロ白】巾司ぽ白田巾(興奮)の現われる時期に注目し、
そして、
情
動的位相と志向的位相
E Z 己 -
oロ白
Z ES 由 。 ( 安 定
」の交替的出現
同ν一宮白白白ロ当巾nV由巳
m位相交替)
の視点から、
発達段階を区分してい
一見乙れも弁証法的のようであるが、
実は、
ドイツ人間学の有
〔注九)
力な
一 派 で あ る 階 層 理
論に立っているのである。
乙の
立味
で階層
る
。
論的田nEnzoEZ225nv
な 区 分 と い う乙とができる 。
( 詳 し い
解 説
と批判は別の機会にゆずる乙とにする)。(4) 
周知のようにフロイトは、
独自の精
精神分析学的段階区分
例
口暦期、
匹門期、
性器期、
潜伏期、
思 春 期 の
神 分 析 に も と づ い て 、段階区分を提出したc
開・回開
ユW由
。ロ
は、
それに立脚
エ リ ク ス ン
しかしより包括的な視点
から、
健康な人格発達の段階につ
〔注一{})
いて、
興 味 あ る 見 解
を提出している。
とくに彼がそ
れ ぞ れ の 発 達 段
しつ
つ、
階 に 解 決 さ る
べき中心的な問題
のある乙とに着目した点は、
あとに
述べる理由によって注目されてよいc
社会心理学的段階区分
人間の発達
(5) 
はじめに述べたように
段階は、
発 達 主 体 の 生 理
的・心理的条件に規定される反面、
社 会 的
乙
-人格的な意味
を も
ち 、
主体がそこで生活し人間として生成してゆ
(九一)
教育の
人間学的攻究
く集団
(生活集団)
の社
会的
・文
化的条
件によ
って規
定される
。
ヤ
ング
は乙
の事
実に注目し、
主体が所
属し
経歴
する集
団
によ
って
、
発
( 庄一一)
(注一ニ)
達を段
階づ
けて
いる。
清水博士
も同様
の視
点を採
用して
いる
。
乙の
視点は~
右に
述べ
たい
くつか
の段
階区
分を包
摂しうる包
括性
をも
っ
ているが、
ヤン
グ等
の紋
述は
それを十
分に具
現して
いると
はいえ
な
いc
発達
心理
学者と教
育学
者のより
積極的
な協
働が要
求され
る。
(B) 
人間生成
の課
題‘
私は
発達
段階区分
の代
表的な試
みに
つい
て栖
観し
た。
しかし
一義
的
区分
はあ
り
えな
いという
結論
に傾いた
。
にもかかわら
ず、
人聞が
発達的
に変
化し、
少な
くも数
年
毎にちが
った特
長をあらわすと
いう
事実は、
否定する
乙と
ができ
ない。
この事
実
があ
るにも
かかわら
ず、
発達段階
の区分
が困
難
なのは
、
人間
生成の事
実が多
様な側面を
ふも
←り
、
また、
そこにい
くた
の変
異があ
り、
物理
的
自
然
現
象
人、 の問 、 よ存 、 う
な一
義的法則
が抽
出でき
な
いからであ
る。
在の多
面性
あるい
は多
層性
に・由来す
るc
身体
につい
てさ
え、
乙れは
一つに
は、
四つの
発達
型があ
った
c意識の発
達は
いち
だんと多
様か
つ複
雑である。
そ
れと
関連し
て、
人間生成
を規定する自然的
条件と歴
史的条件が問題
になる。
シュト
ラッツ
やスキァ
モン
等がと
りあげ
た身体の構
造と機
能の発
達は、
より
自然的
・生
理的である
から
、歴史的条件
の変
動か
ら独立な段
階区分を
なしうる
可能
性が比
較
的に大である。
しかしそ
(九
二)
れさえも、
「 成
熟加
速現象」
(ア
クセレ
レイシ
ョン
)
に見る
ごと
く、
生活条件
の歴
史的
・社会的
変化から
完全
に独
立な
のでは
ない
。
いわ
んや心理的
・社
会的
・精神的飢域
は、
いっ
そう
歴史的条
件によ
って
影響
されるは
ず
である。
この
歴
史的条
件による
影響
の
なか
に
も、
無意識な
もの
(自然的教
育をふ
くむ)
もあれば
、玄関的
な
もの
(意
図的教育
の影
響)
もあ
るe例え
ば学校教育
は社
会の
すべて子
どもが受
けるため、
それによ
って影
響
され
てい
る
かも
知れな
い発
達の変
化は、
歴史的変化
とし
て意識
されにく
いというこ
とも
ありう
る。
それがた
め、
幼児
期・少
年期
・青年
期の特
長は、
実は文
明
生活や学
校教
育に
よる
影響
をふく
んで
いるに
もかかわら
ず、
あた
かも
生
理的
・心
理的
発達に
よ
って
のみ
規定さ
れて
いるかの
ように見ら
れやす
い。
要する
に、
人聞に
は純
粋に
自然的な発
達はありえな
い。
しかし、
だか
らと
いって
、発達が歴史的条
件によ
って無
制限に変化
する
の
でも
な
い。
した
がっ
て、
る。
さ
て、各
段階
の特長であるが、
そ乙
には、
現代
の普
遍的な生活条
件を前
提と
したう
えで、
より自然的
・恒常
的な諸国子
(身体
・生
理
より歴史的
・変
易的な諸国子
(精神的
・社会的諸
まず、
多少の振
幅
をも
った
段階区分
は可能だと
いえ
-心
理など
)
と、
内容)
、
ならび
に中
間的諸因子
を、
析出
する
こと
がで
きるであ
ろ
-つ。
ところ
で大
切なのは、
いかにし
て各段階の
特長を全体
的
・綜
合的
につ
かむかと
いう乙と
であ
る。
私は、
それ
ぞれ
の段
階で
人聞
が直面
する課
題に着
目して
、
全体
の綜
Aロを
企て
よう
とする。
乙
の着
服は、
「人
聞は歴
史的
世界の中に、
そ乙で
人間的生成を
とげ
るべく課題
づけられた
自然的存在と
して
生まれ
てくる」
とい
う、
私の
基本的
人
( 注 一 王 }
間観を背景
とするもの
でおる。
下の
表に示したように、
乳児
期に五
、
幼児
期に七な
いし九(ωと
仰を
ふくめて)
、少 年
期には九
ない
し一O
、(帥を
ふく
める
)
青年
期には九
の課
題をあ
げた。
一々
につ
いて
詳説す
る
スペー
スがな
いの
で、
必要最少限
の説
明にとど
めたい。
) 唱EA( 
自然的
発達
課題
課題
のなかには
、
子ども
の有
機体的
な身
心
発達
にと
もな
って
、
自然、必然
的に起
ってくるもの
がある。
ω
・ω・
ω・ω・ω・帥
など
がそ
れで
ある
。
ω・川・ω
など
も、
乙の
種の自
然的発
達課
題と
いえ
ない
乙と
はない
。人
類の乳
幼児は、
ω「
人間
独自
の運
動」
や同
「人間
独自
の行動」
(直行歩行
・把
握動作、
その
他さ
まざま
の運動形態や身
体的
行動様式)
を、
内的成熟だ
けで
は実現で
きず、
広義
の学
習によ
って習
得す
べく課
題づけら
れて
いる
。
同「
作
業遂行
の能
力」
の沼
得は、
幼少
年にと
って
、
いちだんと
大き
な課題
的性格をも
って
いる
。
また無
力な乳
幼児
にと
って
、
ω心
理的
・対
人
的な
「安
定感と
信頼感」
がつ
ちかわれ、
それにも
とず
いて
削
「始
涼
的人間
感情
」が 芽
生えるか否
かも、
大きな問
題
である
。
だ が 、
そ
れ
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幼 乳
児 問
前 ノ u
j窃 期
1 0 
↓ ↓  
手L
児
期
幼児後期(弘↓)少年前期(併1V)少年申期(山↓)青少年期(
叩
↓)
青年申期(時↓)青年後期(却1V)壮 年 前期
金
↓)i
幼ー児期l
lil少
年
期il
ll青年期i
(5) 自由 (9) 。。
) 
l l 
( 
人間独自の運動
(2) 
安定感と信頼感
(3) 
始 源 的 人 間 感 情基礎的言語能力
(4) 
人間独自の行動
(7) (6) 
基礎的生活習慣自律感と創始感
(8) 
帰属感と共属感作業遂行の能力社会的な安定感
dH勾1 ( 
初等程度の学力
(1事
民主的集団生活
(1司
精 神 的 価 値 意 識
(14) 
創 造 的 思 考 能 力
(16) (15J 
独立感と親密感思春期への適応
(1司
申等程度の学力
(IS) 
自主的生活設計
(J時
職業遂行の能力
∞) 
民 主 的 自 治 能 力自覚的生活信条( 九 三 )
教育の人間学的攻究
ば 、
むしろ養育者
の課題と見るべきであろう。
また、
文明社会の青
少年にとっ
て は 、
附「思春期への適応」も課題的性格
をもっ
てい
ヲ 匂。
(2) 
発達的
社会課題
右の川と側において最もはっきりとわかる
ように、
身 心 の 発 達 に と も な っ τ 、
人間はさまざまの社会的課題の
前に立たされる。
乙の磁の課題が発達的社会課題である。
ω・ω・
仰をはじめと
し て 、
m・ω・附・闘などもこの程の課題とみること
が で き よ う 。
幼 児 が 発 達 す る に つ れ て 、
ω「基礎的言語能力」や、
附 「 基 礎 的 生 活 習 慣 」
(しつけ)の習得を課題づけられる乙とはい
うまでもない。
さらに青少年として先遣をすすめる
に つ れ て 、
社会
の 価 値 体 系 に し 力 が っ て 間 「 精 神 的 価 値 怠 識 」 を 獲
得し、
さらにま
た帥
「職業遂行の能力」を習得するととを課題づけられる乙とも、
乙れまた説明するまでもなかろう。
(3) 
歴史的社会
課題
右に述べた自
然的発達諜題と発達的社会課
題の多くは、
意 図 的 教 育
を受け
ずとも、
自然的教育
に よ っ て い ち お
う達成されるG
しかしω・ω・ω・同などの課題は、
社 会 が 制 度 的
教育を
必 要 と す る ま で に 発 展 す る と
、意
図的教育
を 受 け る こ と な し
には十分に達成できな
く な る 。
かくして、
それらは歴史的世界が人
間にあたえる課題という性格を帯びてくる。
乙の意味で、
歴史的社
会課題という乙と
が で き よ う 。
かかる性格を忍びた課題とし
て は 、
四
(九四)
右のほか、
とくに側-m・ω-m・ω・聞などの課題をあげること
ができる。
現代
の義 務
教
育は
、
同「初等程度の学力」と間「巾等程
度の学力」の習得を、青少
年 に 課 題 づ け て い る 。
また、
社会を近代化
し民主化しようとする教育目的に
し ち が っ て 、
ω「民主的集団生
活」をいとなみ、
制 「 創 造 的 思 考 能 力 」 を 身 に つ け 、
同「自主的生活
設計」ができるようになり、
伽「民主的自治能力」を習得すること
も 、
現代の青少年にあたえられた歴史的社会課題であある。
) 4止T( 
人格的生
成課題
人格と道徳をもっとも広義
に解
す
るなら
ば 、
二一の課題がすべて、
人間の人格的・道徳的生成に直接・間接
の 関 係 を も っ て い る ο
そ の な か で 、
いわゆる健康な人格の形成と特
に密接な関係をもっているのは、
ω「安定感と信頼感
」、
同「始涼
的人間感情」、
川「自律感と創始感」、
問「帰属感と共属感」、
側
「社会的な安定感」、同「
独 立 感 と 親 密 感 」 、 帥 「 思 春 期 へ の 適 応 」
などである。
それらはいずれも、
道徳的生成とふかい
関係を
もって
いる。
道徳教育におい
ては、さらに、同・ω・ω・ω・帥・倒の課題
(注一
号
達成と、
ω「自覚的生活信条」の確立が大きな立味をもってくる。
(C
) 
発達と
人間
生成
そ れ ぞ れ の 発 達 段 階 に お い て 、
人 聞 は 特 殊 な 課 題 の 前 に 立 ち 、
そ
の 解
決(あるい
はは遂行)に成功したり失敗したりしな
がら、
有機
的・社会的・人格的生
成 を と げ て ゆ く 。
課題には、
他人の積極的な
助力
・指導を必要
とする
もの
があり、
必ずしもそう
でない
もの
があ
る。
いずれ
のば
あいにも
、人
聞が
そと
で生
成を
とげゆく
世界は、歴
史
的世界
であ
り、
また人間とし
て生
成し
てゆく
存在
は、当の主
体自身
で
ある。
心理
学
におい
ては、
私が人
聞の「
生成」
とよん
でいる
過程は
一般
に「
発達
」と
よばれ
ている
じそ
して人間の発
達にかん
しては
、い
くた
の理
論が提出
され
ている
。
発達と生
成とは、
いか
なる
関係
にあるの
であ
ろうか。
四極
の課題にあ
たえた
名称が示唆
してい
るよ
うに、
発
達は人間
生成
のより自然的
・有
機的
な過程であ
り、
生成
はかかる発
し・ 遠の 的
も 生と 命l乙 を、 基発達 容に こL
か 5ん w人す 間欠 辛い 在理 八
苦言
要話
EF 展
註翠
判 恒で的 +に す
検 叫雷神ヤ か
と か
弓 る見そ 透
れらを人間
生成論
のなかに、
できる
かぎ
り吸収
する
乙とに
しよう。
私の
ねら
いは
、
心理学
の所
説に
できるだ
け学び
ながら、
その
限界
より具
体的
・全
体的な
n人間
u
の生成に迫
まる
乙とにあ
る。
私は便
宜上、
論点を次
の三
点に
整理し
、同ではよ
り発
達心理学
より具
体的人間
生成
に
』乞
乙-
えて、
的な
事象
をあ
っかい
、同・ 何
におい
て順
次、
迫ま
ってゆくであ
ろう。
(a) 
成熟条件
を基底と
する
学習と
発達
(有
機体的成長過程)
(b) 
身・心
の二
元と習慣
・記
憶の形
成
(身体と
精神
の分極)
(c) 
企投主
体に
よ
る存在
の行為
的開拓(行為的
主体の生
成)
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) 4aA( 
成熟的条
件と学習の進行
発達は
一般に
、
素
質と
環
境 遺
誤伝F1 と
肯;獲成'; i号
〈212・vz口町民
ロ 品
開『
者『げ
ロロm
ライフエン
レ ル - ネ ン
成熟と学
習など、
ニつの因子
の関係と
してとら
えられる。
生得主
義
をはじめ
、
ロ白 広 三
由自
は内
的・先
天的
・成熟
的因子に優
位をおき
、
環境主義
巾口
三 円
。ロg
gME--由
自
は外的
・後天的・学習的因
子に優
位
をみとめ
る。
シュテ
ルン
4〈・
ω件 角川『ロ
が、
いず
れ
にも
優位をお
かず
、
発達を
両国
の轄
援と
みる轄
較主義問
。ロ
42mm
EUS5を
となえ
た乙とは
(注一五)
よく
知られ
ている
。しか
し輔鞍説
は、
研究の結論と
いうよ
り、
むし
ろ発達研究の前
提で
ある。
とれ
を前
提とし
て、両
国の関
係に
ついて
実証的研究がすす
められな
ければなら
な
い。
さて
、
その
研究
にさい
し、
ヒル
ガiド
開・河
・出口町向
島
もい
うように、
「成
熟は行動発達
(注一三
におけ
る学
習の競
争者」とし
て扱われ
る乙と
が多
い。
その
ぼ
あい、
学習
心理
学者は
μ学習u
を有
機
体の生
活過程か
ら抽象
して、
成長し
成熟す
る有機
体の内
的条
件を看過し
がち
である。
有機体論
的心理学
。『
宮口
ZB-n
宮 山可
nF
。】 。向
日可
は、
かかる
抽象
におちいらない
具体
的
( 注 一 E )
(注一八)
(注一九)
コフ
ヵ、
ジァ
lシ
ルド
、ホイ lラ
そー
の他の心理
視点
をも
って
いる
。
学は、
学習
心理
学とし
ては
なお不
十分
である
にせよ
、
学習
を成熟す
る有
機体
活動の
一
環と
みる
正し
い視
点に立
って
いる
。
ホイ
iラlは、
「年
令的成熟」
白mml自
己EE
妥当と「
刺激に誘
導
された
成熟
」由
民自
己z
mム ロ
門Enm
品
自白
苫 『
白色。ロ
によ
って
、
子どもが
五
(九
五)
教育の
人間学的攻究
或る
時期
に、
それ
より早くもなく晩くもなく、
「歩
くよう
になる」
】g円ロH04『白
百と
いう一事
実を指摘
した。
同こ
こにい
う
N学習“
は、
(成熟と対立す
る学留)で
はなく
むしろ
長 い11 �つ
の ゆ
有 、 る機 、 「
的 、 学
ー一 言明Eヨ
環 」
と
見る
ブiが
妥
当で
あ
ろ
っ
「成長
」とは、
個 体 保
存と種
属保存
の目
的を
よりよく
実現
でき
る方
向
へ、
有機
体の生理的
-行動的諸性
能が
高め
られ
てゆ
く過程である。
同有機
体の
このよ
う
な成
長
によ
って
、
いわ
ゆ
る「学
期間」
への
レデ
ィ、
不ス
百白門-20
2が成
立す
るむ
ジ71シ
ルドが
とく
に、
乙の
事実を強調し
た
ことほ、
られ
てい
る。
同全
体
として、
有機体論的
心理
学は成熟即応
的学宵の
原則
を確立し、
私の
いう
自然的発達課題
に関
係
するも
っとも
基礎的 よく知
なn
学習ω
の一事
実に
人の々
注
意をむけ
た
もの
ということ
ができる。
さて右の事
実にも
、
今後の
研究を必要とする
不明な問
題が、
少な
からず
のこ
ってい
る。
それ
にもまし
て、
有機体論的心
理学の成
熟的
学習
(↓成長)
の理
論だけで
は、
自然的発達課題以外
の課
題にかん
する学
習
を、
十分
に説明
する
ことは
でき
ない。
(2) 
行動・
意
識と習慣
・記
憶
有機
体は、
(人
間的
有機体
FEE
ロ
。円m白ロZS
をもふく
めて)
、内的成熟
に即
応し
て学
習をす
すめ、
生
物的
行動体と
して成
長をとげ
てゆ
く。
ところ
で人
間
の学
習
甘口出JF白ロ
】白血円ロ
吉ぬ
は、
単に
いわ
ゆる
有後体
の
H行動
M
に関
係す
るだけでな
く
点以識“
にも
関係す
る。
むろ
ん行動と
立識と
は、
有機的に結び
ムノ、
(九六)
あっ
ている
。
しか
し「
無力なる巨
頭動物
」で、
A/
S比
がとくに大
(注エ己)
きな人類
の幼児には、
具体
的行動
として表現
されない
窓識的諸活動
H成
も豊か
に発
達してゆくの
である。
乙の
事
実を十分に
考
慮しない論者
たちは、
学習に
よっ
て獲得され
る結果
( デ ィ
ルタイ
のいわ
ゆる
獲得
連関2
45円σ20円
N
ロ Egg
gF
gm)を
、も
っぱ
ら「習慣」と
して
(注ニ一)
とら
えて
いる
。
ラヴ
ェッ
ソン河
白〈巳goロ・
ジェィムズ・デ
ュウ
イ
{注圭一〕
など
の哲
学者
や、
ハル
を代
表と
する
行動主義
的心理学
者た
ちが、
乙
の系
列に属し
ている
G
これら
の人は々
、
記憶も根
本に
おい
て習慣と
同じであると
いう
見解
をと
って
いるc
(フ
ィル
ー
によ
れば
、
リボ
i、
ビ!ル
ブリェ、
ピエ
ロン
もこ
の系
列には
いる
)
。
かかる見解を
批判
して、
フィ
ルl
は次の
ように
述べ
てい
る。
習慣はたしかに
記憶
と同様
に一一伎
の固執
(筆者i獲得連
関の
定着・持続)
である。
しか
し「習慣は
きわめ
て特
殊な型
の固
執であ
って
、記憶を正当
に定
義す
ると
乙ろの
ものとは
著しく相異し
てい
る。
それ
は機
能的傾向、
すな
わち
n行動μ
への
傾向
の固
執で
あり、
記憶は
w意
識状態μ
の固
執な
ので
ある。
:::自動
車の操
縦が
できる
(習慣
をもっ
てい
る)
こ
と
と、
それが
購入
された日
付を想
い出
すこ
とが
できると
いう
乙とは、
(注一三)
どうみ
ても
異
った
こつの
事
柄である
c」
フィ
ル!
は結論とし
てい
「習慣
は行動
運動面
に
、記
憶は
観念表象
面に関連し
てい
る。
」
(注一一回)
人はベ
ルクソ
ンがわけ
たニ
つの記
憶を
想い出
すで
あろう
。
またベ
ル
事 つ
。
クソンの
記憶論が失
語症の
研究をふまえ
ている乙
とも、
記憶
と言語
の関
係に注
目したも
のと
して
、
注意
されなければな
らな
い。
記憶を根
本におい
て習
慣と同
じも
のと
考え
る人
たち
は、
人聞にお
いて
、
言語と、
一言
語を媒
介とする知覚や思
考が、
身体的
行動様式
の
学官的変容
である
習慣
体系と
は、
質を
異にす
る心
像
・観
念・
概念
な
どの
記憶体系
を、
学習
によ
ってか
たち
づく
ってゆ
く事実を看過
し、
あるい
は不当に軽
視
している
。
もっと
も、
習慣と
記憶は、
フィル!
がい
う
ほど、
きっ
ぱ
りと区別
でき
ない
乙とも
忘れ
ては
ならな
いο
例
えば自動
車の操
縦は、
大部分が、
身に
つい
た技能的習慣
に
よって
お
乙なわれる
。
しかし
最初
は、
レヴ
ァをー
乙う
動か
せば車が動
くとU
うよう
な知識を記憶
し、
それを必要
に応じて再
生し
ながら
、練習
を
くりか
えさ
なければなら
ない。
やが
て右の知
識は、
意識的に
想起す
るまでも
なく
操縦動
作のなか
で働くよう
になる。
そのばあ
い、
右の
知識は、
記憶とも
いえ
るし、
胃潰
ともいえるQ
もし習
慣を
せま
く解す
るならば
、
学 習
によ
って獲
得され、
多少と
も砂固執的
u
にな
った身
体行動
0
4巾ユZE
12
の様
式で
あるQ
よ
り広
い立
味に
解するならば、
さほど
志識
して
再
生し
なくとも、
行動
を自然
に規
定する
技能
・態度・知識
は、
たと
い記
憶のかたち
で保
持
'さ
れている
表象
や知念が
そ乙
に含
ま
れてい
ても、
習慣
という乙と
が
できる
Gデ
ュウイ
は習慣を
かかる
広
い怠
味に解した
。
乙れは、
習慣
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概念
のい
ささ
か不
当な拡大
であ
るばか
りでな
く、
人間
特有
の言
語的
-組念的世
界が具
体行動か
ら相対的
に独立な
存在を
なし、
独立
の発
展をとげ
る事実を、
十分に
はと
らえな
い考
え方
と
いわなければなら
ないc
人間の学
習は、習
慣の形
成と記
憶の累
積を結
果す
る。
人聞はか
くして、
単なる有
機的身
心統
一体とし
てだ
けでな
く、
身体
・心理・
精神
の一
一 元
的統
一体
F巴σ
lpz?の丘三1巴ロHEH
へ生
成し
てゆくの
である。
右の事
実を
はっ
きりと認め
なければ、
人間教育
の理
論はも
ちろ
んの乙と
、
人聞のきわめ
て単
純な学
習過程すら
十分
には
説明で
きな
いで
あ
ろう。
(3) 
人間
の発
達
は過
去的側面
(記
憶)
企 投
的活
動
と創造的生成
に特
徴をも
って
いるだけでな
く、
未来
との
関係
にお
い
てもまた
著し
いも
っている
。
人聞は、
過去の記
憶を媒
介として、
知覚される
現
在か
ら知覚
されない未
来を予測
し、
新し
い目的
を未来
にむか
つて
企
投
官。』
巾nHW
巾ロ件
当2
Pロし、
それ
にむ
かつ
て行
為する
乙とができ
る
よう
になる。
乙乙
に人
閣のも
っとも著し
い特
質がある。
発達
の理
論
も、
乙の事
実を正しく根
拠づ
けるもの
でな
ければなら
ない。
ところ
で、
未来を企投す
る諸活動が
、子
どもの成
長とと
もに発
達
するとい
う事実も、
忘れ
ては
なら
ない。
乙の
点
につい
て、
ジァ
i
シル
ドの
所
説を手
が
かり
にしつ
つ、
私の見
解を述
べて
み
よう
。
(注一一五)
ジ 7
1
シル
ドは、
発達
にか
んする
いくつかの
原理をあ
げている
。
七〈
九七)
教育の
人間学的攻究
私はそ
れを次
の五つ
の原理に
整理
し、
若干
の修
正を加え
て自
分の体
系に吸
収
する
であろ
う。
(上段
がジ
ァl
シル
ド、下
設が筆
者の原理
)
(a) 
能力
の自発的使
用||主体的動機
づけ
の原理
(b) 
専心
と
段階的移行ll顕著な発達勾配
の原理
(c) 
前進
と障壁
の増大ii
自由と制
約相関
の原理
(d) 
習慣の
発達的更新
ーーー
獲得連
関再構成
の原理
(e) 
未来的発達
の予定
||1未来会
投的行為
の原理
ジ71
シル
ドは右の諸
原理
を有機体論
的心
理学の
立場から説明し
てい
るの
であ
るが、
私は人
間生成論
の視
点からそ
れを
改釈
し、
さら
に深
化し、
拡充する
であろ
う。
(a) 
子ど
もはは
じめ、
自分の能
力を
有機的子
不ルギl
の旺
溢とも
いう
べき仕
方で、
自発的
(白働的
)に
使用する。
(後述
の自動的自
己運動)。
やがて発
達がす
すむに
つれ
て、
自分の
多か
れ少なかれ志
識的な
欲
求をも
って
、
有機体
的能力だ
けでな
く、
獲得
連関
のす
べて
を使
用しはじめる
。
青年
期になると、
単に自
発
的と
いう
以上の
v自
覚的u
なかたちをと
る乙
と
もある。
私は、
これ
らの点
を考
慮し
て、
「主体的動
機づけの原理」
と
いう
名称
を採
用した
い。
主体的な自己
動機づけ
にお
いて
、主体は未
来
へと
傾斜
し、
或は
未 来
を意
識し、
或
は未来を先取的
に予
測す
る。
(b) 
能力
にせ
よ、
それを使
用す
る主体に
せよ、
発達的
に変
化す
A 
(九
八)
る。
その発
達は、
さき
に述
べたよ
うに
(一 一二
頁)、
まろら
かな
年輪
的発
達では
ない。
それは多少の勾
配
をも
った非
均衡的発達
である。
だからそ
れぞれの発
達段
階には、
固有
の顕
著
宮25Eoz
な傾向
性がある。
乙れが
「顕
著な発達勾配
の原
理」
であ
る。
乙乙に
も未来
への
傾斜
がある。
α、
発達
的勾
配は、
まず、
内的成熟条
件によ
ってつ
くりだ
され
るcs、
やが
て発達がすすむと、
獲得連関
(習慣
と記憶)
の有
する
個性的
勾配が
発達
に
一定
の
傾斜を
かけるように
なる。
にさ
らに、主
体の要
求や関心が、
発達
を自覚的
に勾
配づ
けるように
なる。
いはば
主体自身
が自
分の発
達を企
投す
る。
ハイ
デ
ッガ
lの
自
己企
投盟nvo己毛RPロ
は、
それの
自覚的極限的な段
階と
いえ
る。
(c) 
発達
が
すすむほ
ど、
身・
心の能
力が増
大し、
主体は
それだ
けn
自由u
に行
動できる
ように
なる。
しかし同
時に、
自由
が高まれ
ば、
子どもは
新た
な社会的・道徳的
課題の前に立
たなければならな
し、。
一般
的に、
より
高次
なる生成と
いっ
しょに、
主 体
は外部
(とく
に歴史
的世界
)から、
より
多く
の制
約を受
ける
ようにな
る。
人間の生
成過
程に
は、
より多
くの制
約によ
って
限定
される
乙によ
って
、
より
豊か
たな創
造の
自由が実
現できる
という
一面があるο
乙れ
を私は
「
自由
と制約相関
の原理
」と
よぷ
。高き
に笠ろうとすれば、
自分を支
える高い
足場を組まなければなら
ない。
それだけ
転落
の危険も増加
する。
だが
苦労と冒険なく
して、
自由
と創造は
ありえな
・ぃ。
「自由
に行為
す
る存在」
たるべ
く課
題づ
けら
れた人間の生
成は、
未知
なる
未来
への
「官険」
4司血肉巴凹を
ふく
んでいる
。
(d) 
直立歩
行と言
語生
活によ
って二次的人間
生成
の歩み
を歩み
は
じめた幼児は、
右に述
べた過程をたど
って
、自主独立
の社
会的人
格
的主
体にな
って
ゆか
なけ
ればならな
い。 それ
は一
方で、
学習
によ
っ
て技能
・知識・態度・心
情を獲
得し
つづ
ける過程
であるが
、
他方か
らいえ
ば、
獲得連関を
不断に
再構
成する
過程でも
ある。
不断に新た
なる
課題
の前
に立
つ人
聞にと
って
、
インペヲティ!フ
一一般
の命
法
の志味をも
って
いる。
デュ
ウイが
「より以上
の成
「獲得連関再構
成の原理」
は、
長」
502
mgd三宮を
消極の最
高原
理と
したゆえんも
、
それ
によ
っ
て理
解できる
。
それは
生産的
人格買oaロ♀
守巾
宮20ロ白EM可
の基本
的特質と
いえ
よう
。
(e) 
いかにし
て獲
得
連関の
意識的・自
覚的な再
構成が
お乙
では
、
なわ
れるで
あろうか。
一言
にして
いえ
ば、
未 来
を先
取し、
未来
にむ
かつて
企
投す
る人間
独特の行
為と学
習によ
ってで
ある。
未来
はさま
ざまな仕
方で先
取
されるであ
ろう
G
α、
知的
・認識的な性格
をも
っ
た予
測もある0
3、
欲求的目的
のよ
うに
、
行動的・実際的
な性
格の
つよ
い未
来の
先取・会
投もあるο
T、
自分自身
の未
来に対する関心
(ハイデ
ッガlのいう
「ゾ
ルゲ
」
ωOHm巾
や、ボ
ルノ
のーい
う「希望」)
のか
たちを
とると
とも
あろう。
8、
あ
るいは
、い
っそう
巨視的
な歴
史
第一章
人間生成の概観と課題
的未来が予測さ
れる乙
ともある。
いず
れに
せよ、
未来を先
取し企
投
する
行為
によ
って
乙そ、
人間
は創造的
生成を
とげてゆく
。
私が
「未
米企
投的行為の
原理」
を発
達の
最
高原理と
する
ゆえん
である。
それ
(注二六)
は発
達心理
学の原理と
いうよ
りは、
人間
生成
論の
原理
であ
る。
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青年
の心
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注
/ì、
〉ao-向田口田
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白己同
ιω『
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0同
〉品吉田件目叩
E
注
清 水 幾 太
郎
「社会的人間論」
注
フリ
ットナ
ーも私と同様
の見解を表明して
いる。
「
・: ・それぞれ
の
年令段階
は、
そのつど
それの
M世界u
52
〉口同
同白 F O
をも
っ ている
」百
四ZR-
ω】『白骨25ZRVO
史跡内田
白mom-r
後の
本文と
の関連に
おい
て注目されてよ
広岡『 巾
とそれ
のw
課題。
4『叩-同
[Fl 
g 
それに
つづく文章も、
九
(九
九)
教育
の人間学的攻究
L 、。
「人聞
は、
それぞれの段
階におい
て、
段階の充実と、
次の段階の萌
芽に
むか
つて可
塑的
E
E g g
である
。」
注一回
ハ ヴ ィ ガ 1 ス ト ( 河 O V 司 2 H ・
出 血 三岡町ロ門田グ出回吉田ロ-U巾aszug巾 E
国 ロ 品
開Egpu ロ
荘司訳
「人間の発達
課題と教育」
)も
、
発達段階
に固
有な課題を分析し
てい
る。私
の見解との異
同に
つ
いては
、
ここで
詳述す
るひま
はない。
注
者芭目白BE2PMV巾『加。ロ
ロロ品ω白nvp・切島岡ω由回
注
プ〈
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、『宮市ωn戸市ロn巾
0時間ua
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注エC
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六二
五頁
注
ラ ヴ エ ッ ソ
ン、
野田
訳「
習慣論」
注ニ一一
。・
U-
出 口 戸 同V ユロ白日開》
戸市
。内切巾}gaio円
注
フィ
ル1、
村上
訳 同
「精神力
とは
何か」
二O
頁
注エ四
国巾ロユ切2・開明。目・岡弘、bdo-ロ丘Oロの同市白叶円宮市
注量
〉・同市岡師『回目5・
0 My
npnv白岡y
困
注ニ七
教育
心 理 学 の 専 門 家
でない私は、
人間生成論
のなかに、
教育
心 理 学
を「
止揚」でき
るなどと
考
えてはいな
い。
私 は 、
教育
心 理 学 の 研 究 成
果ぞ
教育
学に活かす
視点、
あるい
は両
者の共通の広場
を、
私な
りに
つ
くりだそうと試
みたにすぎ
ない。
(ニ〕
四
O 
{一OO)
二次的生成の心理的 条 件
概
〉
意識的活動主体
の主
成
) 1 ( 
自己
運動
の三
層
〈
梗
凶(B) (C) 
(2) 
知覚運動的意識
(3) 
記憶心像と意
識
言語的
行動
主体
) 唱EA( 
身ぷ
りのも
つ言語的機能
(2) 
人間
存在
の言語
・行動性
(3) 
言語学習
の人
間
学的意義
人格
的要求主体
の生成
) 唱EA( 
生命衝
動と
意識
的要求
(2) 
他人を必要とする要求
(日)
自分で達
成でき
る要
求
人間の生
成は、
同まず、
人間
有機体
の成熟条件を基
底
とする学習
と発達の
過程とみられる。
同言語
を語る
ようにな
った
人聞は、
学習
によ
って
習慣
体
系を形成す
ると同
時に、
記憶体系を
累積して精
神的
生成をとげ
、同やが
て未
来へ
の企
投に
よ
って
自
己と世界
を開拓
し創
造する行為的
主体に
なっ
てゆく。
人間
生成の第
一の
層は、
同に対
応して、
人間
的有機体
の成長過程
の層である。
凶では
、
乙の
過程を、
「意識的活
動主体」
として
の人
聞の
基礎的な
在り方を
中心
に考
察
するで
あろう。
第二は、
同に対
応して、
言語学習
と言語
生活の
発展を軸に
して
開
拓さ
れる人間
生成
の層であ
る。
闘では、
乙
の過
程を、
「言語的行動主
体」
としての人
間の特
徴的な在り方を中心
に考
察したい。
第三は
、
同に対
応して、
人間の未
来企投的行
為によ
って創
造され
てゆく
人間
生成
の層である。
制では、
乙の過
程を、
とくに
「人格的要
求主体
」
への人間
の生成に焦
点づけて
考察
する
であろ
う。
(A
) 
意識
的活動主体
の生
成
) 1 (
人類の
幼児は無力
とは
いえ
、他の有
機体と
自一 己
個 還
の 動
活 、 の
動 、 三系 、 層
面開­.... 
〈巾印
(f) '< 印.... 巾g 
で
あ
るc 
ワイ
ツゼ
ッカ
l
同様
に、
はいう
。「
カエ
ルは
刺激
によ
って動かさ
れるので
はなく、
単に刺
激
されるだけで
ある。
刺激
に応じて、
カエル
が
動く
ので
あ
る。
」
U21 
pdnv
当日同
門同司O口
会出回河
忠N
E 口 宮
vma宅o
m--gE同日
ロロ
ロ門 岡
市門巾・
(注二
日NYロ
白 色
ER=
σ22mfa曲目nv
t色
白E丘町宮・
人間
もまた、
かかる
自己
運動的主体
包口げl σ o
a君。mmロ色白白
ωzzoww
と
して
生まれ
、
して
成長
する。
さて
人間
的有機体
の自
己
運動
盟口 喜 市
場巾
mg
には
、
次の
三つの
層
があるQ
同最
初は、
刺激され
て
「お
のずから動く」
という
だけ
の自
第一章
人間生成 の
概観と課題
働的自己運
動であるが、
同生後
数カ月
もたてば
、
刺激に応
じて
「自
分で動く」
とでもいうべ
き自発的自己
運動がは
じま
り、
同さ
らに二
次的人間
生成がすす
むに
つれ
て、
外界
を知覚し、
また目
的を意識
し
「自分
で自分を動かす」
とでもいうべ
き意識的自
己運
動ができ
て、るよ
うにな
る。
教育学
で
「自己活動」
田市
-出'・白ロ江〈即件一『・
ωo-V白神昨
日品昨日向・
FS主と
いわれる
ものは
、
意識的自
己運動から
発展
して
くる。
(2) 
有機
体の行
動
(自
己運動)
は、
知覚・運動
知覚
運動的意識
神経
によ
って統制され
ている
。
一般
に広
義の行
動主
義的な立場
にお
いては
、
環境と動物主
体との
直接的平
衡2旦ロ官官ヨ
が破れ、
そ
れを
回復
すべ
く行
動し
ようとする
さいに、
自身の危
険
をさけ
満足を
もとめよう
とする目的
の達成に関係
する環
境的諸条件と
、
行動
の可
能性
を、
より
多く感受し
てい
ると
判
断される程
度に
おいて
、主
体はそ
〔注ニ)
れだけ
m意識的
“であると
考えら
れている
。
デュ
ウイ
でもそ
うであ
り、
ベル
クソ
ンでもそうで
ある。
そこでは
、環
境へ
の適応を実現
する
知覚
・運
動の
一環と
して
、
意識
がと
らえ
られ
てい
る。
乙の
考え方
は、
基本的
には
正し
い。
しか
し人聞のばあ
いに
は、
さらに次
の事
実
そ
が考
慮されなければなら
な
い。
私は
『論叢
』で、
人類
幼体
の生物
学的不適応性
を指摘し
、
乙れ
を、
人脳
におい
てA
/S
比が相対
的にも
絶対
的にも
大化
して
いる
事
〔注Z一)
実か
ら説明し
よう
とした。
もっと
も、
同A/
S比が大
であ
ると
いう
四
( 一 O 一 )
教育の
人間学的攻究
事実は、
むし
ろまず、
右
の行
動主義
的意識論
の説
明に
役
立つ
であろ
ぅ。
すなわち人類は、
S
(皮質
の感覚投射似)
が大化
している
がゆ
え
に、
より
多く
の環境条件を
知覚す
る
乙とができ
、A
(連合何)
が
大化し
てい
るがゆえに、
より多く
の行
動の
可能性を分
析できるから
であ
る。(b) 
ところで人
類の幼
児は、
多く
の環
境を知覚し
てい
るは
ずな
の
に、
実際
には
必ず
しも
適応行動を有
能に遂行
する
ことができ
ない。
乙乙
に考
察を要
す
る重
要な問題
がひそんで
いる
。
それは、
ヘッブ
。・
国巾σσ
の
いう
一次学習崎
町田件
目白血円ロgm
の成
立が、
人類
の幼
体に
お
いて
は、
A/
S比
の小
なる
他の動
物よりも時
聞がかかると
いう
事実
にあら
われ
てい
るc
乙の点
は『論叢
』で
もいち
おう
言及し
たが、
も
う少しくわ
しく述
べて
お乙う
。
ゲシ
ュタ
ルト 派
は、
例えば三
角 形
の知覚は
、
要素的線分の
集合CE l
ωzgg叩
によ
って成
立する
のでは
なく
、
最初から
三角形全体
のゲ
シュ
タ
ルトの知
覚が成立
する
ことを
、
実験
的に
証明し
たロ
とこ
ろでヘ
ップ
は、
乙の
実験が、
すで
にな
んらかの学
習をと
げた個
体に
つい
て行
われたもの
で、
初めて
形態を知
覚す
る個
体
(暗室
で飼
育
された
チンパ
ンジー
、急
に
開眼した盲人)
につ
いては
、
右の知
覚理
論は必
ず
しも妥当し
ないこと
を
指摘
した。
かくして、
彼は、
新しい連
合主義
ロ
ge
白gSEts-胆告
を提
唱する。
ゲシ
ュタ
ル ト
派で
は大脳中枢
の場が
一つ
の全
体として、
しかも
すぐれ
四
(一
O二)
て空間
的な場とし
て扱われて
いる。
これに対してへ
ップ
は、
一二角の図
形
があたえ
る刺激が皮質
の感覚
投射領8 5 2 『
官。τ
nzoロ
白『 白 血
を経
て、
連合領E
gnzzoロ
白『E
に伝導され、
神経細胞が
たが
いに
連絡しあ
い、
一定
の細
胞集合gFag
gσ
々が形成されて、
ヱニ角形u
の知覚
が成立
するまで
に、
短 時
間で
はあるが
、一
定の時
聞を要
するというので
ある。
こと
にA/
S比
の大きな人間の中枢過
程には
、
それだけ
長
い時間
的経過が必要であり、
また
知覚
作用が
より分析
的に
なる。
すな
わちムABCの知覚は
一挙
に成立する
ので
はない。
まず、
A・B
-C
のそれ
ぞれの角
(な
らび
に線
分)
を注視
するは
たらきに対
応して、
a・
b-Cの細胞集合が連合領に成立
する。
最初
は三
角
形にと
って本
質
的でな
い他の感
覚的諮刺激もは
いって
くるし
、
運動性反応
(例え
ば限球
運動)
もお
こな
われる。
しかしやがて、
それら
はムAB
Cによ
って喚
起
され
るa
-
b・
Cの細
胞集合の体制
化から脱
落し、
最後
にa
・b・c
が
へ注阿}
ゲシ
ュタル
ト
派のい
うが
全体w
を構成する。
記憶心像と
意識
右は単
純な
図形
の知
覚
であ
った
οと
ころ
で
人類
の幼
児が
そ乙で
行動
する世界は、
乙れ
とは
比較
になら
ないほ
ど
複雑
である
cし
たが
って
行動に
かん
する
一次学宵
は、知
覚の
ばあい
よ
乙乙に乙
そ不
適応
の様
相がは
っき
りと現われ
(3) 
りも
い
っそ
う
遅延
し、
る。
乙の
不適
応は、
やが
て成長とと
もに、子
どもの無
力さ
が克
服され
れば減少
するわけであ
るが、実
はそれ
まで
の期
聞に、
人聞は
新し
い存
在様式
を実
現して
いる
eそ
して
乙の
存
在様
式乙
そが、
生物
学的次元を
乙えて進
む今
後の二次
的生
成に対し
て、
本質的な立味を
もっ
ている
ので
ある
e今はそれ
を記憶と思考の
問題に焦
点づ
けて
考え
てみよう
ε
今 は へ y ブ よ り も 複 難 な 事 例 を と り あ げ 、
彼 の 仮 説 を 大 き く 修 正 し つ
っ 、 私 見 を 述 べ て み よ う 。 子 ど も が あ る イ ヌ の イ メ ー ジ を 、
ある程度は
っきりと 保 持 す る よ う に な る ま で に は 、
かなりの時日を
要す
るであろ
ぅ。
その問
、 子どもは、そのイヌをさまざまの状態
で 、
さまままの視点か
ら知覚し、
そのつど、
イ ヌ の し め す 姿 や 動 作 に つ い て 、
細胞集合A・B
- C ・ D な ど が 連 合 領 に 成 立 す る で あ ろ う 。
(Aは立って吠え
て い る ポ
チ 、
Bは歩いているポチ等々である
)。
きて、
明 日 そ の 子 が ポ チ を 見 た
とき、
それがとなりのポチだと分るようになる
には、
ど の よ う な過程が
たどられるであろうか。
右の細胞集合A・B・C・-::の成立事情を分析する
と、
まずそのイヌ
を目撃する実際の知覚過程九-A・凡:::があり、
それぞれの知覚過程
は
卦骨骨骨
九
・
九
・
れを中枢に残すであろう。
六月六日のポチの
知覚に
よって成立した痕跡九は、
時間の経過にともない、ゲシュタルト派心理
(注豆)
FE
学でいう「痕跡変容
」 の
法 則
によって、
八日頃には吊れになっている。
そ
のさいウルフ司・当丘町のいう「構造的変化」(自働的変化)によって、痕跡九は頭と胴体と四本の足くらいに
酔骨わ
され、
もしイヌが際立って
シ白かったり、
ワ ン ワ ン と
吠えたりすれば、
この
点が
とくに強調化
℃ o z t 叩 同 叩 ロ さ れ る で あ ろ う 。
さで八日に、歩いているボチを目撃すると
き、
知 覚過程九は痕跡九 を 生 ず
るわけであるが
、 九 に お い て 成 立 す る ボ
チの知覚は、
さきの九↓
η
の 痕 跡 体 系
と
骨骨
であるから、
む
を
一骨岳
する
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( 注 六 }
J
であろう。逆にいえば、
痕跡れはいま知覚しているイヌがポチであるこ
とを再認せしめるとともに、
九によって生ずる細胞集合
Bとのあいだに
連絡を生するで
あろう。
そのさい、
「立っているポチ」の記憶痕跡九
と、
いま成立している「
歩 い て い る ポ チ 」 の
細 胞
集合Bとは、
完全に
は合致しないが、
こ こ で も
痕跡
変 容 の 法 則 、
と く に ウ ル フ の 常 態 化
(注じ}
FE
ロO同HE--凹叩円叩ロの
法則によって、
集合Bはれの影響をうけ、
これ
といっ
しょになって、
ポチの記憶痕跡九が成立する。
もし数日後にまたポチを
見たとき、
痕跡九によって直
ち に
そ れ を
ポ チ
と
再認できる
よう
に な 守
れば、
記憶痕跡は
記憶心像になったといってよい。
間イ
八記憶心像の成立〉
民UT → 
仇i
↓九/
、引
jBハト
〆
m4
n日時
噌舟
，‘
O i l - ↓ R l ↓ A H H Z 象程
合跡
対過
集痕
覚覚
胞憶
知知
細記
〆6614016ttlf、Illi--aF、
用作覚知
中継過程
ヘッブは三
角
形の
一次学習
にさ
え、 ( 記 憶 痕 跡 の 安 定 )( 痕 跡 変 容 の過程)
「 概念的活動
」
四
こO三)
n o ロ n o 同】 仲 口 同 戸
教育の
人間学的攻究
白口昨日iq
がふ
く
まれ
ている
と
いう
。
ただ
し、
彼が
w概念的“と
い
「感覚
的過程
によって直
接的
には
規定
されな
い」
とい
(注八}
つ意味
であ
る。
うのは
、
乙の
ような
意
味でなら
、
記
憶痕
跡の
構
造的
変化にお
ける強
調化
や常
態化も、
感覚
的過程から独立
に生起する
ので
あるか
り
H概
念的“な
活
動と
いえる
Q
それ
は
普
通に
いう
本
格
の「
概念作
用
」
ではな
いに
せ
よ、しかし 、本
格
の
概 念
作
用
が
成
立す
る神経生
理
学
レウ
ィン
のい
う非実在性
(注九)
町古田口
の々
次元が
ひらか
れる
ので
はなか
ろうか
c
基
底
とみる
乙とが
できる
。
それによ
っ
て
、
では、
いか
にし
て、
ヘッ
ブ
的な
概
念作
用
(い
は
ば
神経生
理 学
的
概
念作
用
)
から
、本
格
の
概念
作
用
が
成
立する
の
であ
ろうか。
それ
は
、なによ
り
も
まず
、記
、、、
憶心
像が言
語化
さ
れる
ことによ
っ
て
である
c
(B
) 
言語
的行動
主体の
生成
(注
一口)
コlツ
同OFZ
女
史の研
究などか
らも知ら
れるように、
言語
の有
無が、
人
聞の
幼児と
類
人
猿
を
区
別し
、
人間の
行動
・意
識の
発展に
決定的な相異
を生み出し
てゆく。
本論に
はいる
まえに、
幼児
の言
語
(注一一)
(注一エ)
シュ
テル
ンと
波多野博士に
よ
って
整理
してお
こう
。
発達
の
段
階
を、
第一
期(
一年
頃か ら一
年六カ月
頃 ま で )
は、
簡単な語を崎語に
似た発
音で諮る
「一
語文」
の時期である。
第二期
(一
才六
カ月
頃からニ
才 頃
まで
)には
、
二語
文によ
って「
陳
述」
PEF
n白ZOロ
がおこ
なわれ、
本格の言語
生活が
はじ
まる
。
四
四
(一
O四
)
第三期
(二才
頃から
二才
六
カ月
頃
まで
)には
、
習得した語
の活
用が活
産化し、
語数も
さら
に増加し、
文の形
態も多様化し、
とくに
「時制」の
区別
がで
きるように
なる。
第四期
(二才
六
カ月
以後から
)には
従
属文が出現し、
語数も
急速
に
増加し、
言語活動が現実場
面からの相
対的独立性
をい
ちだ
んと高める
身
ぶり
の
もつ
言語的
機
能
周知のように、
身体
的ジ
ェ スチ
ュ
アσ
0
門HFq
mgEB
もよ一日語“的
な機
能を
はたすcジ
ェス
チュ
アは、
) 噌EA( 
はじ
め、生理的
興奮
の「
身
体の表
面への
放
射」
iプレ
スナ
!のい
う
「表
( 注 一 主 )
〉
ロ 邑
門口
nw一
印σ22
mzロm
l
にす
ぎな
い
Q
この
段
階
(自働的
現運動」自己運
動)
にお
いて
は、
子どもは単に
「身
体で
ある」
同α弓218E
に
すぎな
い存
在と
し
て、さ
まざま
のジ
ェス
チュ
アを
するe
やがて身
体運
動が分
節し
、自発的
・意
識的な自
己逮
勤が
でき
るようになり、子
ども
が「
身体をもっ」
同2U21
Eσ2
主体
にな
ると、
手を
うかつ
て物
をz
指さす動作
ゃ、
顔面
で
nい
いおか
おu
をす
る表情な
どが
N
mFmmロ
できるよう
にな
る。
かくして、
身体探官は
主体
が思
って
いる
(ggロ
i・思念す
る)
なんらかの意
味
gg
ロEm
(思
い、考
え、
アイデ
ィア
、
要す
るに思念
)
を表示
する象徴
的機能
を
はたす
よ
日-関口氏可
うになる
。
すなわちジ
ェス
チュ
アが、
凶F Oロ 民F 口
白ロ 4h
日司自σ
o-
冨巾釦門田
の
(注一回
}
にな
った
ので
あるc
。
国・
F 
、、、
，i
lr
乙 し、
れ うが 「い 也:
わ 義ゆ ある る
「 象
身 徴
ぷ 」
り
Eコ童五
'-
。叩
内史跡円島町ロ回目u岡山口町同
叩で
ある。
(2) 
人間存
在の言
語
・行
動性
オシの
ばあい
には
身ぶり
言語が言
語的活
動のほと
んど
全
部であ
るが
、
普通の
人間
では、
音声
言語が言
語活
動のほと
んど
全部
にな
ってゆ
く。
音声
言語
の
学
討に
つい
ては、
ボールド
一ウ
ィン
』・冨・
切白E41ロ
のい
う
円環反応
nkE2
2 R E C ロ
を土台と
した理論や、
パヴロ
ウ戸
司-
pz-04
の条
件反射論を土台
とした
理論な
どが提
出され
ている
。
それ
らには
後で
言及する
ことに
いま
は言語学
宵の成
立する状況
につ
いて
、
人間
生成
論の視
点
して、から
私見を述
べて
みよう
。
最近の
行動論
的言語理論
は、
言語
学
問の成
立する状況を、
「行動
的状況」
σ冊目回
白 aic
円包
巴EEEロ
と考
えている
。
むろん全
くのあ
や
まりでは
な
いが、
しか
し、
それ
は、
七、
八カ
月の子
ども
が物
に 手を
さしの
べるときの
ような、
単純な行動的状況
では
な
い。
ここで
は、
「対象
の知
覚」
から
、知覚
運動系の
比較的単純な
「媒介過程」
を経
これに対
して、
言語
学
て、
「対象
の把
梶」
へ動
作がすすめ
られるc
習の成
立する行動
的状
況に
おい
ては
、
制ま
ず、
右の
媒介
過程のなか
で「
ウマウ7
」
と
いう
発声(
↓発
言)
がな
され、白
しかもそ
の発
言は、
音声論的
にも
立
義論的に
も、
大人の言
語や
行動と
の不
可分な
関係に
おい
て、
つま
り社会的状況
のな
かで
、
学
宵さ
れるの
であ
る。
私は言語
学
胃の成
すーる状況を、
単純
な行動的状況と区
別し
て、
とくに
「言語
・行動的
状況」
ロロ
関口白】lu巾E12丘
町XEECロ
とよ
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単純な行動の
進行する状況
(身体・行動的
状況)
身体によ る具体的行動一一一一一一 今程i画介媒一一一一一ーー今覚知
一一一一一→言語化 さ れた思念活動
<記憶>
言語化さ れぬ思念活動
<習慣>
(大人 と の共同生活)
↓ 
語 活 動言
//
/
\ 
言 語 学 習 の
成立す る状況
(言語・行動的
状況)
知
一一一一→身体によ る具体的行動
びたい。
(最初は
むしろ
、
「象徴活動
への
動きを合んだ
行動的状
況」
とい
うべ
き
であろう
)むいわ
ゆる
「命
名」
Z白HHM巾口問巾σ
ロロm
も、
この
よう
な状況
にお
いて
生
起す
るの
である。
般
デ」斗也
、
刷事物や
行動の世界
と別
に
言語体
系の
世界があ
って
、
そこ
から
) hりJ
「ウ
マウマ
」
とい
う語
が取り出さ
れ、
ある
食べ
物が
「ウ
マウ7」
と命
，�.' A"、
名き
れる
かのよ
うに
考え
られ
て
い
(身
る。
こ
の考え方
は、
すでに
言語を知
で つ
L 
^' 、 し、乙 、 る
こ 、 大
で 、 人雪 のEコ
語 立
を J見
学
か
習 ム
し 'のペコ
っ 考
あ える
方
子ども
には
妥
当しな
いQ
伽 右
の考え
方ば、
今こ
こ
で子
どもが
立
って
いる
状況を、
現在の行
動場面と既存
の象
徴悶界と
の機
械的な結
合みた
いに
表
象し
ている
。
実は子どもがお
かれて
いる
のは
、今こ
この
「言語
・行
動的
状況」
そのもので
あって
、
かか
それ
をと
って
食
べる
一連の行
動、
あ
る状
況で或
る食
べ物を知覚し、
四五
(一O
五)
教育の人間学的攻究
るいは
食べ
物を
味わう
体験が
、
(大
人に
教えられてて
「ウ
7ウマ
」
どいう
表現を得て
くるの
であ
る。
であるから
、
「ウ
7ウマ」
という
一寸苧又
は、
その時々
の状
況によ
って
、
さま
ざまな窓味
をもっ
て
い
る
(乙
の
ウマウマが
食べ
たい。
乙乙
に
ウ7
ウマが
ある。
乙れはウ
7ウマで
ある
c
なに
かウ
マウ7が
食べ
たい
。
乙れ
はお
いしい
J
一語
文は、
まだ現
在の状
況に密
着し、
波多野博
士の言
葉を
かりて
いえ
ば、
「行動
の場
面の中
に挿
入され
た小単位
として
の言
語」
とい
って
よい
ο
やがて
一語文か
ら二語
文
への
発展
によ
って
、
「人聞は現
在の場
面を
はな
れて、
今乙乙に
ない
こと
がらに
つい
て語
れるように
なっ
たばかり
でなく
、
過去や未来に
つい
ても語
れるようにな
った
の
である
む」
「ワ
ンワ
、
イタ」
、
「コ
レ、
ウ7ウ7」
、
「ウ
マウマ
、チ
ョウ
ダイ」
などは、
すでに
「n文“
だけ
で完結した場
面を提供
している
。
陳述
は
この
ように、
言語を
行動や
現実
の場
面
からひきは
なして、
それ
自身まとま
った世界を形
成せしめる
もの
である
。
陳述
の存
在以後、
われわ
れは、はじめて
、言語を行
動
の函
数
としてで
なく、
それ
自身
の自足
的体
系
として、考
察し
たり、
とり
あ
つか
ったり
する
乙
(注一さ
とができる
ように
なる
。
」す
なわち、
陳述
の成
立
によ
って
、
現実
の
言語
・行動的
状況
の
言語
性がい
ち
だん
と対
日化
され、
サピア
開・
ω老
町
のいう
「自
己充足
的
・創造的
なる象徴
的組織体」
3Bgzn
。岡町刷白
ロ日同一
釦巴。ロ
としての
言語体
系が
現実
の行動場
面か
ら相
対的
に独
四六
(一
O六)
(注一三
立に発
展しはじ
めるの
である。
よ
-っ
て
生 言
ず 語る 学
心、 習理 、 の
学、 人
的 、 間意 、 学
識 、 的 ーの 意
変 義
化
!と
っ
て
(3) 
同K
・ビュ
lラー
は、
言語
生活に
乙う
述べ
てい
る。
「号一口
語表象当
日立OBH巳Zロm
は、
それ
の象徴機能
によ
って
、
われわれ
の意
識のなかに、
他
の表
象や思
想とは別
伺の
地位をも
って
いる。
言
語表
象は、
われわ
れにと
って
、事
物に対
する
切符、
合図
(記号)
(注一八}
なの
であ
るこ
別立W28ロ・N巴巾FmロEH丘町ロ吉岡町
乙れ
がパヴ
ロ
フ
の
L 、ブ、 う
.1、 「夕、 第ン 、 ニ
は 、 イ言
号
系Lーー
に
ほ
か
な
りな
L 、O 
b 
一口語
の習
得
によ
って
お乙
る人
間の行
動様式
の変
化を、
次のよ
うに指
摘し
てい
る。
「話す
乙と
を覚
えた
子どもは、
小
さい
成人の
ように行
動し、
話す
乙との
でき
な
い子
どもは、
類人猿の
ように行
動す
る。
話す
乙とのでき
る子
どもと、
でき
な
い子
どもとの
相異は、
年令に
もとずく
のでは
なく
、
言語を所有し
てい
るか
いな
い
(注一き
かの相
違
によるの
である。
」
(c) 
ヴィ
オーの
・己白巳色
(ま
プ1
タ
ンが
おこな
ったギボ
ンと
人
聞の幼
児の
問題解
決にか
んする比
較実験
の結
果
が、
言語宵得に
よっ
て一
時的
に解決能力が低下す
る乙
とを
証明
した
事実
から
、
言語習
得
によ
って生ず
る学習形態
の変
化を指摘し
てい
る。
「言語機能
の発
達
につ
れ、
試行錯誤
的方法を
自発的
に使用する
乙と
がしだ
いに困
難と
(注ニ己)
なり、
したが
って
、乙
の本
能的
方法を排除
する傾
向があら
われる。
」
すなわち子ども
の行動と学
汚は、
より
媒介的
・間
接的
ヨ叩門戸宮古
門戸
〈叩叫BEZZ
になる
。
(d) 
メイ
エは
、
言語学
習が
子ども
の社
会生
活におよ
ぽ
す影
響に
つ
いて
、
次の
ように指
摘
している
。
「一言語は駕
くべ
き道
具で
あり、
そ
れを
使用す
る方法
を知
って
いれば、
他人
を自働
機
械の
よう
に動かす
乙とが
できる。
: :
:子どもは、
自分
のでき
ないこ
とを他人
にやらせ
ょうとする
ときに、
人に
話しか
けるとい
う事実を、
ピ ア
ジ
ェや
p・
ギョ
lム
等が認め
ている
c
自分
で解
決でき
ない問
題が生ずると、
彼
(注ニ一}
ば大
人にたのむ
こす
なわち子どもの生活
は、
社会的
な媒介
性
(コミ
ユニケ
イシ
ョン)を
ふくむも
のに
なる。
同と
同の事
実は
、言
語が
生物
学的適
応の
進化と
いう
視点だ
けで
は解
釈し
つく
せぬ
こと
を物語
って
(注ニ一己、る。(e) 
は、
右の
事実を
、象徴的世界
の
カッ
シiラ
!
開.n白田田町巾円一
成立と
いう
方
向に
とらえ、
へレ
ン・
ケ
ラ!の伝記を
手が
かりに
し
て、
次のように述
べて
いる。
視覚も聴覚も
もたな
いへレ
ンが
「象徴
的背一界」
を獲得
したという
事実は、
「人
聞が自分
の人
間的
世界を構
成するにあた
って
、
彼の
感覚
材料
の性
格に左右され
ない
という乙と
を、
明瞭か
つ判
然としめすも
ので
ある
E」
別の拙
論で指
摘
したよ
う
に、
カッ
シl
ラiは
、ヘレ
ンも
実は触覚
によ
って物理
的実
在と接触
し
(注ニ=一)
てい
た
こと
を看
過して
いる
c
乙の点
を考
慮し
て、
私は彼の結
論を次
第一章
人間生成の
概観と課題
のよ
うに
修正
したい。
(カ
ッコ
内
が筆者
の
改変)
。
「人間の象
徴
的活動
が前進
するに
比例し
て、
物理
的実在が後退する
(物理的実
在と
の直接的接触
が後退する)
ように思
える。
人間は
事実
そのも
3
のを
取扱
うかわり
に、
或るいみで自
分自
身とたえ
ず会話
する
(自分
自身と会
話
すると
いう
よな在
り方を
もな
しうるようになる)
のであ
z
(注孟)る。
」(f) 
は、
パヴロ
フ等の研
究を
ふま
シ
ョシャl
ル同yn』gznHH同門門戸
えて、
言語
の人間
学的窓義を綜
合的
に指
摘
する。
以前
の二
元論的形
而上
学は、
体と心
を独立な実体と考え
ていた
。
また
昔の唯
物論
は、
精神
の超験性を否定
し、
精神は脳か
ら生まれたも
のと考えた。
一一寸A、寸
日で
は、
もう
そ
のような
こと
はしな
い。
言語
を生源
的に考
究し、
第
ニ信
号系
と見なすよ
うにな
った賜
である。
」彼は
フォ
ラン
司
。 - - F ロ
の言
葉を引用する。
「今
や人間の
客
観界と主
制界と
の合
一一が実現さ
れたと
いう
ことができ
よう
。第二信
号系、
その優
勢なな役
割、
第一
人間
続一
の根
抵
をなし、
人聞は芯
『注一
一三
識と身
体
とのニ
つに引
き割か
れなく
な
った
じ」
体系
(第
一信号系)
との
人口一
が
、
(C
) 
人格
的要求主体
の生
成
人類の幼
児は、
「無力な
る巨頭
の動物
」と
して生
まれ
てく
る。
彼
は
同「
豊かな感
受性
を有し」
、伽
「学期円
能力も高
いのに
」、同
「実
際行
動では
無
力な」
存在、
要す
るに
「衝動過剰の欠
之存在
」であ
っ
四
七
(一O七)
教育の
人間学的攻究
{注=六)た。
彼は
この
ような逆
説的存在
として、
人間独自の
生成をとげ
てゆ
くc彼は直立歩行
と、
これにひ
き
つづ
く
人間独自
の運
動、
言語学習
と、
これに
もと
ずく人間
独自の思
念活
動によ
って
、
歴史的世
界に対し
て
聞かれた人間
的存在
へと
生成し
てゆ
くの
であ
る・。
かく
して、
(a) 
単におおのずから
動くと
いう
だけ
にすぎ
なか
った最
低限
の
自動的主体性
から、
(b) 
やがて、
自発
的に、
有志的
に、
自分で
自分を動か
す立識的
主体
性が現われ、
(c) 
さらに、
自分
の意
識的思念に
よっ
て自分の在
り方を決
める
主体
へ生成
するG
私は
この
ような主
体を、
「人
格的行為
立体」
「人格
」
とよぷ
。
古川円師Oロ白z
q(
パiス
ナ ワティ!
)につ
いて
は、
さま
ざま
の視
点か
ら
いく
た
の定
義が
あたえられ
てい
るe
私ば
いちおう
次のよ
うに人
格を
定義し
ておきたい。
「人格とは
、
或る人に特
有な内
的
・外的
ふるま
いを
規定し、
またそ
こに表現される、
その人の個
性で
あるむ
」
われわれ
が人格を問題
にするのは
、
「人」司
四円目白ロ
につ
いてである。
人とは
個体門戸開門田自己
ロ叩
(個人)
として
の人簡であ
るから、人と
は「何
か」
という
問題
は、
「人間
とは何か」
とい
う
問題から究明されなければ
なら
ない
。
ところ
で人
間は
心理的
にも
、
社会的、
文化的にも、
精神的に
も、
さまざまに生成す
る存在な
るがゆえに
、
人間の
定義、
人の
とらえ方
四/ì、
(一
O八)
もさま、ざまで
ある。
したが
って人格の
定義も多種多
障にわかれ
てい
る。
オl
ルポi卜は
自説をも含
めて、
五O
もの
定義をあげ、
それら
を語源
的、哲学的、
倫理学的、
社 会学的
、心理学的、
生物社会学
的の
七つ
に分
類し
(注二七)
ている
。
私は、
人類生物学から哲
学に
いた
る発
展的
・包括的視野
のもと
に、
生成論的な視点か
ら人聞をとら
えよう
としてき
た。
だが、
一義
的な
定義を下す
にはいた
って
いない。
むし
ろ人閲は
、 一
義的
に
は定義できな
い脊在な
るがゆえに、
「人」
であ
ると
い
う ペ ‘き で
あろう。
(あ担
えてい
えば、
本 論
の完
結をま
って
、
はじめて、
人間の定
義は完
成に近かづく
で
みのろう)
ヤ
ングは、
現代の人格理論
として、
精神分析学的理論
、
心理学的理論
(要素論的と全体論的)
、社
会学的理論
(社会的
交互作用論と文化人類
(注二八)
学的理論)
、
人格主義的
理論などをあ
げて
いる。
論者の学的な立
場なら
ぴに人
間観
によ
って
、
人格の
理論
もま
たち
がっ
てくる
わけ
であ
る。
(そ
の背
景に
は社会史的、
思想
史 的 、学説
史的な伝
統の
相異もひ
そんで
いる
) 。
私は
できれば、
それらを
包括
しうるよう
な生成論
的人筒観
を構
築しようと企わだ
ててい
るわけであ
る。
とこ
ろで
右の
ように人
格の定
義や理論
が多扇多
様なのは、
人格が多元
的構造をも
ってい
るから
では
なかろ
うか。
人格の多元性に
つい
てい
え
ば、
まずソ
iンダイ
クに流れをひ
くカ
ッテル
等は、
力学的要素論
の立
場
(注ニ九)
にた
って
、
人格を
かた
ちつくる諸国子
の分
析をお
こなっ
ている
。
このよ
うな要素論的な見方
に対して、
ゲシ
ュタル
ト派の
例えば，
コール
ドシ
ュタ
イン
は
い"つ。
「われわ
れはつね
に
一つ
の全体と
して機
能する体
系を研究
しつ
つある
わけ
で、
一定の
刺激は
全的有機体当町三冊
。門官三回
自
のなか
{注一一一O)
に諸
変化を生ぜしめず
には
おかないの
であ
る」
また、
レル
シュ
によれ
ば、
「人格
の
心的独自
性は、
特定
の現
実的な体験と行
動様式
に対
する習
{注一一一一
)
性的
な用意 (傾性
)の形態
的全体性
にあ
る。」
更にこ
れを
・つ
けて、
レン
「人格は、
無数の個別的特性の総和とし
てでな
く、
形・
態性ぞ
も っ
た全体と
して、
シュ
テル
ンのい
う
P多
様に
おけ
る統ア{注
一三一)
開吉vm
伊丹吉弘
司同
玄
白ロロ
山間
E
-片 山間Fn
mX
として
のみ
とらえる
こと
がで
きる
o 」
ブライ
ンは
いw
っ 。
この
ような令一
体論に対
して、
階 層 論
ωnv
RFZロ
ZVH聞
に立つロ
lタフ
「私の胸に
二つ
の心
が楼んで
いる
」 と
いう
フ
ァウ
スト
の歎
き、
人間は
「相反する行
動の衝
動」
gEBミ
吉 岡昌 z g
g営陣ぞ有す
ると
いう
ジェ
イム
ズの吾一
一口葉、
プシ
ュケは
「統
一では
なくて、
諸複
合の矛
盾に
みち
た現実」
であると
いう
ユン
クの・。
- Eロ
聞
の見
解などを
引
用して、
，人格
の統一性
d
をセ
ンティ
メン
タル
に強調
すべきではないと
述べてい
る。
ロ1
タッカーに
よれば、
「統
一の獲得
は一
つの統合課題
巴ロ
巾E1
{注コ一三)
芯 閃 s t oロ回
国己ー片岡
白 v m
である。
突を
いえ
ば
レル
シュやレ
ンプライ
ンの
全
体論も人格
の多
元性を看過し
てい
るわけ
ではない。
ただ後
の両
者は
ゲシ
カーは、ユタ
ルト法
則によ
って多
元がお
のずから統合さ
れる
次元は
ないし
側面
に
注目
しているのに
対し
て、
ロl
タyカ!は、
多 元
の
意識的な
いし
自
覚
的な
統一
への努
力が必
要な、
高次
の人間存
在にまで色
目を向け
ている
た
め、
右の
対立が生
じたとい
うべき
であ
ろう。
ただし
一般に全
体論が多様
にお
ける統
一の商を強調しすぎ
てい
るこ
とは、
否 定
できない。
統一
に
お
ける多様の面
も、
正当に注
目され
る必要があ
る。
カッテ
ルの
分析した十
一の因子が、
彼によ
れば
互い
に相関
しないと
いう事
実な
ども、
多様
への
第一章
人間生成
の概観と課題
注目が必要な
ことに
対する、実
験的支持と
みる
ことがで
きる。そし
てこの
事実は、
ロl
タッカiの
いうよう
に人格の各績が
「全く
自律的な法則性
{注三四)
宮ロ
岡
田ロ
ぎ
ロ 。
g冊
。2
2NZ
nF W冊
目 件
を有
すること
を意
味する
よりもむし
、、、、、、、、
、
、、、
、、
、
、
ろ、
人格は相対的
に独立な
法則
性によ
って機能
するいくつかの
元をふく
んで
いる
、
とみるべきではない
であ
ろうか。
そして、
それらの元
のい
く
っか
が、
その
時々
にお
けるその
人の内
的
・外
的なふるま
いに
おいて一
つ
の形
態的全体性
をなして、
その
人のふるまい方
を規定す
ると
考え
るべき
ではなか
ろうか。
「ふる
まい
」とは、
運動
(よ
り多く
身体的)、
活動
(よ
り多く
心理的
・内
面的)、
行動
(身体的
・心理的)
、行
為
(より
意識的
・自
覚的な
行
動)、
思考など、
身体的
・心
理的
・精神的な人
聞の
一切のはた
らきを意
味する。
年令段階
によ
って
、
人の
ふるま
いの構
造や過程
もちが
って
く
る。 (詳
細は第
二章
付の伺
を参照)。
人格
は、
それぞ
れの発
達段
階にお
いて
、
またそ
の人
がおか
れてい
る状況
において
、
その
人の
内的 ・
外 的 ふ
るまい
を規
定し、
また
そこ
に表現
される、
その
人の個
性にはほかな
ら々
、。
'hw 右に
出した
「個性」
の意
味に
つ
いて
、
誤解をさげ
るために
一一雷同し
てお
き た
い 。
人格
の統
一性を強
調する人たちは、
同時
にまた
人格
の独
自性
ロ
E5ロ
訟を力説し
てい
るよ
うに思える。
オ ー
ルポ
I卜
によれ
ば、
「人
格とは、
彼
の環
境に対する独
自の調
整555
E吉田昨日gg
を規定す
{注一ニ五)
る心理
物理的体系と
しての
、
個人
の内部の力
学的体
制であ
る」
彼の師
シ
ュ テ
ルン
はい
う。
「人
々を
し
て人類の
一例
、
種族
の代表、
男 性
ないし
女
性の
一人
として、
たがい
に類
似せしめ
ている
る共通性
にもかかわ
らず、
四
九
(一
O九)
教 育
の
人間学的攻究
また
、広いあるいは
狭
い合法則性
にもかかわ
らず
、
各人が
そ
れに
よって
一つ
の対
自的世
界
として、
他の人
々
に相い対
す
る究
極的に固
有なる
も
の
(注三六)
丘ロZ
HN Z m
dB-
問。ロ
22
があくまで残る
ので
ある。
」
私は、
シ三
アル
ン
の
エンテ
レヒl
論的な考え
方に
は同
感できないけ
れ
ど も
、
人 格
の独
自
性・
固有
性に
つい
ての主
張には、
条件
づきでい
ちおう同意
する。
あえて
条 件
をつ
けるのは
、
人格の強
自性を強調
する
あまり、
人格の共通性
・社
会性を不当
に
軽
く見て
いる
からである
。
最
近の
社会心理学
や文化人類学
な ど
に
お
いて
は、
人格
の社会的文化的
側面が
強調さ
れて
いる。
例えばフ
ェア
リ
ス
によ
れば
、
人
絡
は「
文化
の 主体的
側
面」
EZ2Z諸
国省
自己
え
(注三七)
2-
Z B
である。
さらに
マーフ
ィー
はい
うG
「人格
は有機体と文化
の交
互
作
用であ
り
、し
たが
って
状
況は人
路
の一
部
である。
:
:人
と人との問
の諸関係gg
G2
8E-
5-
目 立
O口
町
は諸個
人によ
って成
立つ。
::
:しか
(注三八)
し諸個人は
それら
の諸関
係に
よっ
て成立
つ。
」
右によ
って
、
人 格
の独
自性と共通
性、
固有性と社会
性にか
んす
る対立
的な見解を知
るこ
とができ
た
。こ
のよ
うな対立を調
停
する
比較
的常識的
な視
点として、
私はま
ず、
クラッ
クホ
l
ン等
の定式をあげる
ことにし
た
(注一一一九)、。，ehu あら
ゆる人は
開話門
司
自由
ロ 宮
他の
すべての
人に似て
い
るz
wm
巴-o
SR
自由
ロ・
他のいく
らかの人に 似て
いる
ZF円四
EBO
O吾2
gm
p
他の
なんびと
にも似て
いない
Z
F円四
ロ0
0岳
2自由
P
第一
が人格の
人類的普遍性、
第二が
一 定 範 閣
の共通性、
第三が唯
一的
独自
性である。
第一
の人
類的普遍
性は、
人類穣属
に所属
する
すべ
ての個
五
O 
(一
一O
)
体に共通
な生物学的
・心
理生理的特
性である。
私はま
ずこのよ
うな人類
的特性をもた
ない
「人」
はいない
こと
、
そし
て人格は
まさ
にこ
のような
「人」
の個
性であるこ
とを
指 摘
した
い。
すなわち
シュ
テ
ルン
がい
うよう
に、
「人々をし
て人類の
一例
::
・として
たが
い
に類似せしめ
てい
る共通
性
わもかかわら
わ
」で
は
なく、
「かか
る共通
性のゆえ
わ」
、人
聞は人格
的主体
へ生
成する
こと
ができる
ので
ある。
人類的普通性
に定
礎され
ない
個性
は
ありえ
な
い
。第二
の
一定
範囲の共通
性に
つい
て
い
えば、
心理学的
には
、
多くの学
者
が分類して
い
る性格類型
に所
属する人
々
は互
い
に共通
性(
類型性)
をも
って
いる
。
また
社会的文化的視
点からみ
れば、
一定の
なんらかの社
会・
文化的
問。門戸 ?
生活集
団に所
属す
る人々
の聞には、
nzzz
『曲 目
な共通性
(類型性)
がある。
人格的
個性
には、
か
か
る共
通性
(類型性
)にもかか
わらず人が有す
る独
自性も
あるが、
しかし
、
かかる
共通性
(類型性)
を全
く分有し
ない
個
性は
真
の個性で
はな
く
て 、
アノマ
リー
にす
ぎな
い。
共通性九類型性)
にもか
かわら
ずをひ
どく強
調する考
え方は、
ホル
ノーも指
摘するように、
十八
、
九世紀の
古典的文学、
観念
論の哲
学、
新人文主義
の教育学の伝
統に立
った考え方と
いわな
ければ
な
(注四O)らない
。
彼は
いう
。今
日
で
は
、
第一
に、
「自分自身
の内
部に彼
の中心を
四Fロ4-rw
問。ロ・
品目白
血 叩
-ロOロ
印FnV
凹aw
--u
田仲
もつ存
在」
F曲目
件件。-匂ロ
FnHF
ロ
EH
としての人
間の見
方
に
かわっ
て、
入閣を世界と結び
つけ
る
n関連d
: 回 四 N E 同
・Jι
2E
ロ ヨ芹
島町『
者 m
-H
Z『
豆
ロ含砕
から、
世 界
の
申で人
聞
がそ
の前におかれ
る課題
〉 民 同
国vp
g円
品 目
。2
宮内田
2
4司 m-H
同m s
--
仲 山 師 砕
から人
聞をとらえ、
人聞社会
の全体の内部で
人聞が
占める
成員と
して
の地位
。z
m
eg
--
gp
品目
mm
ZEO円E-
V 島町
師。
gNOロ
島町『
百四ロ凹nEKHH叩ロ
の曲目白山口2V
阻止
巴ロ
EggH
から人間
の本
質を
とらえる
新し
い人
間銀が現わ
れて
いる
。」
第二に
、
「人
間を彼の倒
性
つま
り唯
一性
と一回
性
盟国立問白己釘冊一芯
口出品
目ロ自白民間-sx
からみる以
前の評
価にか
(注
四一)
わって
、
類型
A『吋切口凹
として
の人間の価
値づ
けがあら
われ
ている
o」 シ
ュ
テルン
等の古い人
絡主義は、
このよ
うな
人間容在
の現実と、
ζのよ
うな
新し
い人
間把
握の
出現を、
ほと
んど
全〈取入
れていない。
私のいう
「個
性」
は、
人類的普遍性、
性格論
的な
い
し社会文化的な類
型性を分有し
つ
つ、
しかも
各 自 的
』曲目白山口百
な主体と
して
の人が、
彼の
内的
・外
的ふ
る
まいにおい
て示めす
特質
として
の個
性
なの
であ
る。
(人格の社会、
文化
的形成に
つい
ては
第二章の口
で詳
述する)
) -( 
生命衝動と意識
的要求
人聞の人格
的行為は、
なんら
か
の動
因によ
って動
機づ
けられ
て行
われる。
そ乙に
はまた
人間
独自
の
シス
-ア
ム
(行為体系)
がみ
られ
る。
行為
体系に
つい
ては
後で考える
乙と
にして
(七
二頁以下)
、
いま
は動因に
ついて
述べ
よう。
人間
の動
因
(広義
の要
求)
には、
少なくも、
自然的衝動、
意識的欲求、
自覚的
要求
の、
三つの
発
達的位相が区
別されなけ
れば
なら
ないで
あ
ろう。
自然主義の立場に
た
つ人々、
例えば
シ
ァツ
ファ
lF
・司・ω
町阻止命
円は、
私の
いう
自然的衝動を
「動因」
円四円宮内
とよんで、
意識的欲求と自覚
的要
求にあたるものを
「動機」
自己言。
とよび、
両者
の関
係を次
の
ように考
えている
。動因
の目的は生理的
緊張
の
解消
で
あるが、
J』
、ア
」、
J J
'ul事
乙の
目的が学
習によ
って獲
得され
た反応によ
って
達成さ
第一章
人間生成
の概
観と
課題
れるように
なる
。
そのさ
い、
特定
の対
象
(例え
ばパン)
が緊
張解消
(空腹
をみたす
乙と
)
にと
って不
可欠な
ものにな
ったと
き、
そ乙に
(注目一)
「動
機」
(パ
ンを
食べ
よう
)が成立する。
要する
に、
自然
的衝動
の目
的は不
変であ
って
、
そ
の目的
を実現する手
段だ
けが学
習によ
って
変
容され
るわけである。
フロ
イト
等の人
間観も、
基本
的にはそ
れと
軌
を一
にするQ
たし
かに、
そのよ
う
な事
実は存在
する。
だが、
それは
事実の
すべ
てでは
ない。
オー
ル
ポlト
は独自の
人格主義的立場か
ら、
右の
ような自
然主義的動因論は、
幼な
い子
どもに
は妥当する
が、
大人に
は妥当
しな
い乙
とを
指摘する。
「幼児
の水
準
がす
ぎてか
ら後は、
原始
的なばら
ばらな動
因が急
速
にその重
要さを減
じ、
成熟
した人
格に特徴的な、
もっ
と混みい
った型
の諸
動
機によ
って
、
動悶
( 注 目 孟 )
(l生
理的
動因)
が補充
される。
」
オールポ!
トは
、
たしか
に、
重要な事
実を指摘し
てい
る。
教育人
間学は、
人間
生成がす
すむ
につ
れて、
質的
に高
次な
る動機が
主体の
ふるまいを
規定
するようにな
る事実に、
注目しなけ
ればな
らない。
だが
人聞は、
単にいわ
ゆる
精神的動機
(自覚的要求)
だけ
で規
定さ
れる
の
では
なく、
自然的衝
動によ
っても
規定
される。
とは
いえ
、ニ
次的生成
の段
階におい
ては
、
新生児
におけるよう
な、
生得的なすが
し
たの
ままで、
自然的衝動が
主体を
動かすと
いう
乙と
はな
い。
同ま
ず、
シァ
ツファl
の
いうよう
な仕方で、
自然的衝動目
的を実現する
五
( 一
一
一
、ー'
教育の
人間学的攻究
仕方が、
多かれ
少な
か
れ変容さ
れて
ゆく。
制さらに
、
自然的衝動目
的だけ
をめざ
す欲求以
外に、
新しい欲
求も
あらわれ
てく
る。
一般
に
幼少年期
の動
因は、
意識的欲求とも
いうべ
き性質
をおび
てく
る。
制
やがて
青
年期
になると
、
自覚的要求もま
た、
主体を動機づ
けるよう
になる
。
私は、
自然的衝動
・意
識的欲求
・自覚的
要求をふ
くめ
た広
義の
「要
求」
のな
かで、
とくに
人間
存在と
人間生成
にと
って基
本的
なもの1
「基本的要求」
iを、
本質上、
「自分で達成で
きる要
求」
と
「他人を必
要とす
る要
求」
とに
大別した
い。
(2) 
他人を必
要とする
要求
「自
分で達
成できる人
格的要求」
と
「他人を必
要とす
る社
会的要求」
とは
、
人間
がほん
らい人
格的
・社
会問的存在
℃開
門田Oロ白-
1曲。町民
同-
σ冊目ロ
ぬ
である以
上、
本末軽重
の差を
つけ
る
乙とはでき
ない
Q
しいて
いえ
ば、
無力なる幼児
にと
って
、
大人によ
って生
命を
保護され、
自分の
必要を充足し
ても
らいたいとい
う要求i
助力と愛
護の
要求
1は、
もっ
とも基本
的なヴ
ァイ
タル
な要
求で
あろう
。
人間
(a) 
が、
成長をとげ
てからも、社
会築固に所属
しよう
とする要
求によ
って
動かされる
のも
、
人と々
の共
存
冨芹門古
田 丘ロ
が人
間存在
の根
本をな
してい
るからであ
る。
伽 豊
か
な感
受性を有
する人
類の
幼児は、
大人
の生
命的交
渉のな
かで
愛
情を感
じ、
あるいは
不満を感
じる
。
愛情
へ
の要
求は
やがて
精神的
な質を
帯び
てき
、
また自ら
愛情を
そそ
ぐ他人
五
( 一
一一一) 
や擬人化された対
象をもとうとする要
求も強ま
って
くるc
この
よう
な、
愛し愛
される要
求は、
子ど
もの人
間的
・精神的生
成に
とって
ヴ
アイ
タルな
意味をも
って
いる。
削右の要
求は、
人対人
の関係にかか
わるパ
lスナル
な要
求で
あるが、
人聞はさらに複
数の人々
と共存し、
人々
と共
に共同
の生活を
いと
なみ
、
共同的
諸活動
を遂行しようと
これが
共存と
協同
の要
求である。
す
る 要求
をも
って
いる。
(d) 
幼児後
期あ
たりか
ら少年
期にかけて、
子どもの
集団
生活が発
達し、
柴田
の人
間関係が窓識され、
同時に我意や自我意
識が
つよ
ま
って
くると、
集団
のなかで
満
足な
地位を得、
満足
に役割を
はた
そう
とする要
求
i地位と役割
への
要求i
がつ
よま
ってくるc
制少
年後期
あたりから、
それ
まで
一方交通
的であ
った人
間関係
の意
識が
、両
面交
通的
にな
って
くるc
それに
つれて
、単に自
分なりに満足
でき
る地
位と
役割をも
とめるだけ
でな
く、
周囲
の人たちによ
って自
分の地
位と役
割を認められ、承認
されたいという
要求が
つよ
まっ
てくる
c青年
期に
はそれがさらに、
社会的承認
の要
求へ
と発展する。
的青年中
期以後
になると
、
少な
くも
健康な
人格的生成を
とげた青年
は、
異性と恋愛
し、
さらに結
婚し
て自分の
子どもを育
てたいとい
う要
求l
恋愛と結
婚の要
求i
をもつ
ようになる。
教育人間学
としては
、
そ
の要
求をふ
くめて社
会的独立
の要
求に
注
目した
い。
(3) 
自分
で達成できる
要求
厳密に
いえ
ば、
人間
は社
会存在
であ
る以
上、
日分だ
けで
達成できる要
求と
いう
ものはない。
「自分
で遠
成でき
る要
求」
という のは
、
社会
のなかで、
しか
し最終的
には
自公
の行
動
・行
九によ
って達
成する
ほかな
い要
求の
乙とで
ある。
(a) 
子ど
もは基
本
的に大人の助
力と
変誌を必要とす
るが、
自由に
行動
でき
る程
度と範
囲にお
いて
、
自ら自分の
生存を確
保しよう
とす
る要
求l自
己保存の
要求ー
に
よっ
て行
動するQ
似ま
た健
康な
子ども
はや
くから
、
充溢
する
生命的
エネルギ
をー
身体
運動に発
散し
ようとす
る要
求l
自己活動
の要
求ーがあら
われて
いる
。
ω幼
児後期
Y」 斗品、
にな
ると、
衝動的
諸活動が
反省的
に統
制され
て、デ
ュウイの
いう
な味
(注目号
、、、
、
、
がで
きるようになり
。表現
作用
へ
の 、 の
要 、 表
求、 現
が 作
あ 用
り hわ 亘れ る
る 同(l) M U �唱(l) 由由。ロ
(d) 
幼児後期
から
少年
期にかけて、
本間
的素材
と取組
み
ながら
、
一定
の目
的を万
法的
に実現し
てゆく
作業が
できるようにな
り、
自分
で作
業を成
就しよ
うとする要
求l作業
遂行の
要求i
をも
つようにな
る。
同右のすべ
て
の要
求は、
広義の
H自律u
への
要
求とも
いえ
る
が、
とくに
子ど
もが
人格的行為主
体と
して
の面白をあら
わしてく
る
少年後期あ
たり
から
、自分
のいな
思で自分の
ふる
まい
(在
り方)
を規
定しよ
うとする要
求|自己規定
の要
求lが強ま
って
くる。
的右の要
求は、
青年期を
つう
じてま
すます自覚
的な
もの
になる
。
要求は自
己実
現の要
求
とよ
ぷ
乙とができ
る
であ
ろうD
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同では
、
とくに
右の
過程に
つい
て考える
ことにし
た
ぃ。
こ
の過
程が自成的教育
(自然的教育)
の過
程で
あるο
〈
梗
凶
基礎
的学習
と人間的行
為体系
概〉
人間の
直接学習条件反応
の受動的成立
(2) 
条件反応
の能動的形成
(B) 
基礎的媒介学習
直接的思考
によ
る学習
(C) 
(2) ( J )  
日常生
活における
知識
・技能の学習
日常生
活におけ
る態
度
・心情の学習
学習作
業を
進める
基礎的能力の学習
(3) 
思念的行為主体
) 1 ( 
現 実
・主
体・状
況・世
界
第二章
(2) 
行為的主体
の自
己定位
(3) 
存在
・経
験・体
験・思
想
w 
価値意識の
行為的発達
自成的
教育と人間生成。
以前の教育
学では
、
文化遺産
を期間得す
るの学
判指
導に主た
る関
心
がそ
そがれて
いた
。
今世紀に動物や
人間の発
生
・発達
の研究がすす
むに
つれて、
「学
習」の立
味
がしだ
い
に拡大
され
てきた
。しか
し反面、
「学羽口」
の概
念が混乱し、
H学習a
とよ
ば
れている
事象
がはたして
取
(注
一)
一の
問
題傾
域とし
て研
究で
きるか否かさ
えも、
疑わし
くな
って
い
る。
けだ
し学習能力
は、
自然が動
物にあたえ
た最
も偉
大なる不
可思議
であ
るG
この
不可
思議
を解
く最も重要な
鍵が、
神経組
織の可
塑性
に
ひそんでいるこ
とは
明か
であるが、
有機体
の全
機能と全
生活も
それ
に関
係し
ている
。
しか
も有機体
は、
進化
の段
階に応じ
、
それぞれの
種によ
って
、
独自
の学
習をす
すめるがゆえ
に、
学習を単
一の
原則か
ら説明
するこ
とは
容
易でな
い。
学習
に。
いく
つかの
形
態が分
類され、
学習
の定
義が学
者によ
って相
異し、
学習理
論も多
様にわか
れている
ゆえん
である。
ただし
最近の学
習心理学にお
いて
は、
学習を「経験
による
行動の変
容」
と
みる見
方が最大公約
数にな
って
いる。
ハン
ター巧
・ ω・
出ロロZ『
によ
れば、
「同
一の刺
激状況の
反復
によ
って
行動が前進的変
化ないし
傾動買SEE-4叩
凸冨ロ岡田-
R可
g且
閣をしめす
ところでは
、
いつ
も
学習が
お乙
って
いるとい
ってよい。
」
ただ
し有
機的
(注二)
諸変
化に
もとずく
もの
は除外する
。八
木氏はも
っと端的
に、
(注一エ)
果として
生じ
る比較的永続的な行動
の変
容」
と定義す
る。
「経験の紡
五
五
(一
一五
)
教育の
人間学的攻究
マギ
ュウ
は、
八木
氏の
「経験」
を、
(注四)
しすぎており
、
7ン
zr
冨ロロ
はいっ
そう分析
的に、
(注五)
の訓
練、
観察」
とい
って
い
る。
キン
グス
ヲ!とゲlリ
lは、
「実行」
ヨ白nzs
とやや
狭く限定
「活動、
特別
「(
ひろ
い意
味における)
行動が実
行な
いし
線習によ
っ
て創
り出され変化
{注六)
O『町四時口三向島
O門
口町田ロmE
され
る過程」
と定
義する。
右の定
義は、
外見
的には
大同小
異であるが、
「行動」
をいかに
見、
「経験」
をいかに
考え
るかによ
って
、実質
的には
大き
なちが
いが現われ
る。
また、
その見
方、
考え方は、
学習研
究にさ
いし
て、
いか
なる事象に
注目す
るか
によっ
てもちが
って
くる。
学習心理 者た
ちは、
暗記学習、
条件づ
け、
誌行錯誤学
習、
弁別学習、
迷路学習、
洞察的問題解決
など、
一つ
或はいくつ
かの学
習事象
にかんする
実験 に
立って学
習理論
を 構 築
し、
そ乙
から逆
に学習
形態の分
類をお
こな
って
いる。
例えば
八木
氏は動
物学習と人間学習を包
括する
一般的学習理論
の観点から分
類し、
相良氏
{注七)
は有
機体活動
の主
要領域をもと
にし
て枚
挙的分類を
乙乙
ろみてお
り、
フ
(注八)
リl
マン
司・
司22岡田口、
ならび
に
キン
グス
リ!
とゲlリ
lは人
間活動
の
主要領
域に着
目して
学
習の主
要形態を枚
挙し
ている
。
八 木
氏の分
類〉
) 1 ( 
条件付け
(古典的、
道具的条件反応)
系列学習
(迷
路学習、
暗記学習)
〈) 相 (3) (2) 
良
氏の
分
類
〉
見透し学習
(問
題箱の学
習、
回り道、
道具の
使用と製作)
知覚に
あらわ
れ
る学習
(2) 
記憶にあらわれ
る学習
(無意味材料、
有意味材料)
五六
(一
一六
)
(3) 
要求動作
にあ
らわれ
る学習
(弁別反応法、
条件反応法、
迷路学習
法)
) -唾( 
思考にあらわれる学習
( 判
断な
い
し関係の把握
、
推理
、
問題解決)
八フリ1
7
ンの
分
類〉
(2) ( 1 )  
感覚運動学習知覚学習
(3) 
連合学習
) 4 (
問題解決学習
{注八)
(パ1
ト
ンは
さらに
、
伺鑑賞
の学
習を
加えて
いる)
八キ
ングスレ
1等の分
類V
) l ( 
運動技
能の発
達
(3) (2) 
知覚
の発達
暗記学習と把持
(4) 
把握、
理解の発
達
(5) 
情緒活動の発達
(7) (6) 
思 考
による
問題解決
態度と
理想の発
達
(1)  成、 私熟、 は的 、発、 ま
達、 ず学、 さきに
述べた
人 間有機体
の成
長の
一環を
なして
いる
(ホイラ!
の説)
の
形直、 態
接、 を
的、 あ学、 げ'1刃 、 、
? てコ
jE: ぎ
芥、 lミ
的、 外
学、 的
問 、 tit
と 界
を大別する。との
関係に
おい
てす
すめら
れる
学習
に、
「直接
的学習
」ロロgX芯ERg
F白百四ロ
とは
、有機体
と外的環境と
の直
接的
な関
係
にお
いて
成
立する学習、
「媒介的学胃
」
〈28立gzg
円、叩門口町ロ
とは、
人間特
有の
言語的
・論
理的な思念
・
似の形
態があるが、
思考を媒介と
して
進めら
れる
学問中円であ
るr直
接的学問
は、動
物にも類
、、、、
人聞
につい
て
いえ
ば、
まず、
主として
一次的主
成過程
にお
いて
成
立する。
ただし二次
的生成
の段
階
でも
置
接的学
習は進
行する。
し
かし、
味が
多少とも
ちが
っ
てく
る。
したが
っ
習 、 か て
と 、 l乙
(2) 直
(3) 一、 接二、 次、 的次、 的、 学
的、 直、 jl手
直、 接、 の
接、 学、 な
学羽円を区別す
べき
で
あろう。
媒介的学習
は、
も
っぱ
ら二次
的
生成段
階にお
いて
成
立する。
そ乙
には、
より
基礎
的な
るもの
と、
それを
基礎
にし
て進
めら
れ
る発展的
し な
た る
が もっ 0)
て と、 が
(4) あ基、 る
礎 、
一次
的生成
過程におけるそ
れと
は、
その
立
"Ø 4 If. 
4事
'11'" 
'第 二
/- - イT 学 官"" 11且 引 ー ー ー ー - - -�./二二役 ー ーー - 伊 ー ー ー ー ー
=手.e"Ji毛守勢ご二二二 三二 -'!- ーのー 一 塁ー fそ 一三 - F- 白 血 幹 ー ー 一 - -
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かゆがや骨
と川
野骨
か胤why苧仲
とが区別される
。
右に
あげ
た五
つの
学期刊形態
の発達的
・段階的
関係を、
不十分な
がら
上に図
示した。
乙乙
で取り
あげようとす
・る
「基礎的学宵
」とい
うのは
、
一次
的・
二次
的直接学
習と、
基礎的媒介学
胃と
であ
る。
これら
の学
宵形態
の
内容と、
相互
の発達的
述聞を、
あらかじめ表
示して
おこう
。
的習
i成
熟的発達学習
|↓
… | |
直接
的学習ll↓
… Tl基礎的媒介学習↓
為発媒
的
-
的
一↑j次|↓
↑l次i↓…
一 ー
に
一'
受動的、
能
一
一日
常生
活におけ一
「知
覚的
-
一
一動的条件づ
}
一
一る
知識、
技能
の一
-一
一一
み ，J一
一 一一
軽震臥
一情
緒
的
一勢一
{
一日
基
にす一
謀略鮮側
一↓
学習
一一
一言
語媒介的
一
一一
「運
動的}
「行
動へ
の変}
一学
習作業
を進め
一
容{
る
基
礎的能
力の
一
(A
) 
人間の
直接学習
の形態
人聞は
、
根本
にお
いて
、
一個
の有
機体である。
人聞は、
不断に外
的環境と接
触して、
感覚的
・情
緒的
・身体的活動を
つづけ
て
いる
。
外界と主体
の接
触に
おい
て、
感
}ê. 
::l� ，}-
官
妥そ 、1乙 ヨ刺l乙 拍ιは i止、 白
感、 習性、 .Q的、 百経、 亘草食、 タ
。円
白色ZZ丘町
田25z-
が加えられるとき、
明巾口明。
円可
巾HH》叩門
戸巾ロ円四w
印伊ロロ】F
nV叩
切片岡田町門戸』
口
問
が成
立する。
乙の
感
五七
( 一 一 七
)
教育の
人間学的攻究
性的経験が直接的学習
の母
胎であ
る。
有機体
の直接的学宵
のう
ち、
とくに条
件づけ
による
学習が、
もっ
とも
基本
的な
ものであ
ろうο
次的直接学習
の大部分が
乙の
穂の学
胃であ
る。
、、、、、
周知
のように、
今日
では
条
件づけのなかに
、
いわ
ゆる古
典的条件
、、
、、、、、、、
づけ
己白血田町色
町Oロ円EZEロm
と、
道具的条
件づけ
宮田仲EB巾三回-
口Oロ円目立山Oロ片岡戸m
と
が
ι 大
巴士 、 別り キ
さ れtし ・ー
能 よ
暫 るU 、
条
件づ
け
それら
はまた、
受動的条
件づ
け日
目 ぜ
O円四
何回己
口Oロ・
O U百円白ロ仲
町Oロ・
と
も
いわ
れて
いる
。
いま
は、
乙れら二
つの形
態の細
部的過程
にたち
いる
乙と
は学習心
理学
者に
ゆずり、
人間生成
論の担
点か
らそれらの立
義
を明
かに
するに
とどめる。
条件
反応の受
動的成立
パヴロ
フが犬の唾
液分泌
に条
件反射
を形成する
乙とに
成功
して
いらい、
条件づ
けは
最も基礎的な学習形
態とし
て、
いく
たの
学者
によ
って実
験され、
理論づ
けら
れてき
たc
(a) 
いわ
ゆ
る古
典的条
件づけの最
大の
特徴は、
まず、
先生上
の始
源性にあるで
あろうc神
経組
織を有
するかぎり、
い
す
だし、かな
る下等動物
にも、
条件反
応は形
成される
。
スペ
ルト
U-
MP 
ωU巴件
ば七
、
八カ
月の人類
胎児
にさ
え
それを
認め
ている
。
マl
キス
ロ・
司・
冨白円ρロ即日
が新
生児
に
つい
ておこな
った
晴乳
スケ
ヂュー
ルに
よる条
件づけの研
究は、
古典的条
件づけによ
って幼
児の
文化的変容
gnEE
自立Oロ
が、
はやく
から
成立
する
乙とを物語
って
いる
。
古典
五
I\. 
(一
一八
)
的条件づ
けが人閣の学
習におい
ては
たす基礎的
な役
割は、
疑うべ
く
もな
い。
だが、古
典的条
件づけの限
界も
、忘れられ
では
ならな
い。
と
つの受、 は
動、態、 古[こ、 典ぉ、 的
け 、 条る 、 件学、 づ官 、 けだ は
か
りで
の
る
パヴロフ
の実験
にしろ、
b 
リデ
ル
国・
ω-
mEm--
がヒ
ツジに
ついて
おこ
な
った
実験
にし
ろ、
被
験動物
をき
わめて
不自由な受動的状
態にお
いてい
るがゆえに、
そ
の
学習過程を直ち
に一
般化す
るわけにゆかな
い。
とはいえ
、
人間も、
胎児や乳児
の時
代はむろ
んの
乙と
、
その
後におい
ても
、
刺激に対し
て受動的
・直接
的に反
応す
るばあいが少
なく
な
い。
その
かぎり
、古ム
典的条件
反応
の理論
は妥当性
をも
って
いる
c
この
こと
と関連し
て、
Ib1
d l。、
1l 
(c) 
受動的条
件
反応
の情
緒性に注目し
たい
。
乙の
条件づ
けは、
食
物とか電
気シ
ョッ
クとか、
主体が
それ
に対
する反
応を
有意的
に統
制
でき
な
い刺
激を
うけ
、
しかも
プラ
スないし
マイ
ナス
の強い情
緒的輿-
奮と
ともにお
乙る反
射
(反応)
につい
て形
成される。
。
マウ
ラi
が古
典的条
件づ
けは全く
自律神経系
のみ
に成
立すると述
(注一号
てべ
いるのは
、
いさ
さか
極論
の感じがある
にせよ
、他の学
習形態
に
比し
て、
古典的条
件づ
けがとく
に情緒と
つよ
く結
びつ
いてい
る乙と
冨04司円巾円は否
定でき
な
い。
したが
って
、
それは最も
原始
的な価
値感覚
の形
成
に対し
て、
きわめ
て大きな役
割
をはた
して
いる
。
私はさ
らに、
乙の
こと
と関
連して、、、
、、
、、、、、、、、
信号の
意味と認知
の主制
性に注目
した
い。
(d ) 
一般
に、
条件反応
の成立
に
つい
ては
、
はじ
め
は食
物提示
の信
号機
能をもた
なか
った
ブ
ザー
の苛
が、
食物
の提示を告げる
「信
号」
に転化
すると
いう事実が
強調され
てい
る。
無条件刺
激が
条件刺
激によ
って置
換
、、、、
乙の
事実だ
けに
注目するならば、
田口σ日仲立いロHau
されるわけであ
る。
条件づ
けば主
体の
主観
性や自発
性から独立な、
リアリス
ティ
ックな客
間的過
程の
、、、、、、
よう
にみえる。
ところ
で、
反応する主体
をふくめ
て右の過程
を考察
すると、条
件刺激が学習主
体に
たいして
獲得
する信
号
の機
能は
、む
し
ろきわめ
て主
担的な
もの
である
ことが知られる。
なぜ
なら
、ブザ
i
の音と'
点物の出現と
の聞には、
客倒
的になんらの必
然的関
係
がな
い
にか
かわら
ず、
条件
づけ
られた主体はあた
かも
必然的関
係があるか
のよ
うに反
応するか
らであ
る。
もっ
とも
、
自然界
には、
電光と雷
光、
ガサガサと
いう
音と敵
の出現な
どの
ように、
二つ
の刺
激の聞に
必然的
因果関係
のあ
るばあ
いも
ある。
このよ
うなばあ
いに
は、
条件
反応
の成
丘は、
パヴロフの
解説者
ア
スラ
チァ
ンがい
うように
、
適応
(注二
)
的な
立味をも
っο
また
人間界
にお
いては
、
例えば
ベル
の背
と食事の
開始
、ノ
ック
と容の来
訪、
犯罪者宅
への
警官
の出現と逮捕
などのよう
に、
それ
自体と
しては
因
果関
係の
ない二
つの
事
実が、慣
宵、
技術的
・
社会的約束、
制度的機
構など
によ
って、
人為
的に
関係づ
けら
れている
第二章
自成的
教育と人間生成
ばあいも
あ
るむこ
のようなばあ
いに
も
、古
典型条
件
反応の学
習が成立
する。
要する
に、
条件刺激
の獲
叫する信
号機能
が拝観的
であるか否
かは、主
体とは
無関係
に生起す
る臼然
的な二
つの事
実
、あ
るい
は人為
的に
つく
られ
て
いる
二つ
の事
実の関
係が、
必然
的で
あ石か否か
にか
かっ
ている
。
乙のぷ
味でも
、
主体ば全く
受動的
・受
容的な立場
にあ
る。
第
二信
号系
と
しての
言語
と対
象も、
一般
に社
会的約
束
によ
って
必然的
に関係づ
けら
れてい
るから
、
言語
は対
象を表示
する信号とし
ての機
能をは
たすの
であ
る。
ところ
で、
言語学
背の
でき
る段
階の子
なんら
か
の思
念をも
っ
どもは、
刺激に全く受動する
こと
はまれ
で、
て刺
激
に反応
するし
、
また
、
いわゆる
期待
的反応をしめす
ようにな
「お
存さ
んが来たかな」
と思いな
る。
例え
ばノ
ック
の背がすると、
がら
、
玄関
へ出る。
この
ばあい、
思念
(思考)
は正
しいこと
もある
し、
まちが
って
いる
ばあ
いも
ある。
したが
って
、
、、、、、、、、、 期待
的反応
の
正・
誤と
いうこと
が問題
になる
。
いま
まではノ
(f) 
ツク
が来客
の信
号を立
味しでも
、
今日
は押
売りが
来て
いる
かも知れ
ない
。
だから
、
条件
反応自体は、
必ずし
も事
実の
正し
い
n反映u
なのでは
ない
。
それど
ころ
か、
カラス
が鳴
いた
日に
死人があ
った
という
経験
を何回かくりか
えすと、
カラス
が鳴けば、
また死人があ
スキナ!
∞・
司・
ωEロロ叩円
もい
-つよう
'
(注二一)
に、
条件反応
ばしば
しば迷
信のも
と
にもな
るの
であるc
った
のか
なと思
ったり
する。
五
九
人一
一九
)
教育の
人間学
的攻究
(2) 
条件反
応の能
動的形成
古典型
の条
件づけにお
いて
は、
主体
が外部か
らの刺
激によ
って条
件反応を受動
的に形
成さ
れるの
に反し
て、
道具
型
の条
件づ
けに
おいては
、
主体が
自分で
運動し行
動
する
と
とによ
って
、
能動的
に条
件反
応を形成する。
ヒル
ガ!ド
と
71
キス
条 {土
件づ 乙
け の
を 蒋わ の
け 条て 件
L 切 づ
る さ けカ王- ，こ
私
[ま
報酬訓
練、
逃避訓
練
同遊
訓練、
高
次
の
次にの
べる理由によ
って
、身体的
技
能型身、体、 推
的、 理
技、 的
能、 思型、 念
型
実際的
道具
型の三つ
にわけで考
察した
い。
(a) 
マギュ
ウによ
れば、
相手
が目
の前
で吹き出す
風の衝
撃に
対し
て、
予じめ
マブタ
を問ぢる反応は
一般
に古
典型
の
条件
反応と解
されて
いる
が、
しか
し、
見方
をかえれば
、右の
反応
は、
風ω衝
撃か
ら角膜を
まもるため
の道具的
(手段的)
作用とも解(注
一号
一一悼
の道
具的条
件反
応とみる
とと
が
できる。
もし
されるが
ゆえに
道具
的
作
用
za252z
-
R
件を
とのよ
うに広い
立
味に
解す
るなら
ぱ、
人閣の身
体は行
動の道
具で
あり、
身体を使
って
お
となわ
れる目
的達
成的
運動や行動は、
すべ
て道
具的
作用と解される。
(例えば手
を動
かして
タ?
をつか
み、
手足を動か
して
目標地点
に到達する)
。
そと
には
、
身体を
うまく動かす
技能l運動技能
gER
印E-z
llが
はた
らいて
いる
c
子どもは、
自発的
・立
識的自己逮動
によ
って、自
然
けと
し
て解
する
とすれば、
J乙
れ
は身
体 も品 し能{こ と
か の
今 積2 のる 一
白 、 字
己 、 1Rlメ"芳三、 ，ど
件、 条
づ、 、 件
け
、
づ
にさ
まざま
の運動技能
を学膏する。
三二
O)
六O
自民18
ロA怯
件目。
ロEm
とよ
ぷ乙と
ができ
る。
そのメカ
ニズム
ば
、き
わめ
て精
妙な
フ
ィー
ド・パ
ック的自己調節
の機
構
とみる
べき
であろう
c
、、、、、、 推理
的思念型。
乙れは、
スキナ
iが
実験し
たように、
例えば
広山ハト
が平
均以上
に頭
を高く上げた
ときに
エサをや
る訓
練によ
って
成
(陀一五
)
立する条
件づ
けの型とよく
似て
いる
。
乙の
ばあ
いの条
件反応
(頭を
高く
あげる動作)
は、
それ
と必然的因果関
係
のない
結果
(エ
サの
出
現)
を伴
ってい
るο
しかも
当の主
体は、
両方の
間に
あたかも
必然的
連関が
あるかのごとく
行動
するようになる。
乙の
立味で、
右の条
件
反応は
魔術的性絡をも
って
いる
c
もし不
完全な
思考能
力を有する幼
児に
との
型
の条
件づ
けが
成立する
なら
ば、
被は自分
の体
験に魔術
的
なな味づ
け、
或は推理をするにちが
いな
い。
(例え
ばテ
ルテ
ル坊
主
をつくっ
たら天気にな
った
。
だから
今日も
、
テルテ
ル幼
主
をつく
れ
ば、
明日ば
天気になるだ
ろう)
。ち
なみに、
幼児前
期の
子ども
にと
つて
は、
一言
語も魔術
的
思考を誘
発する。
「ミ カ
ン 」と
いえ
ば
ミ
カ
ン
がもらえる
とすれば、
一 一一口
葉は子
どもにと
って
、
「聞け、
ゴマ
」
のよ
うな
魔術的偉力をも
った
もの
のよ
うに感じら
れるにち
がいない。
、、、、、、 実際的
道具型。
乙の
型の条
件反応は、
レバ
をー押すと
餌皿に
(c) 
餌粒
が出てく
るように仕
組ま
れた
スキナ
1・ボッ
クス
など
をつか
っ
て、
実験
的に形
成され
てい
る。
乙の
型の
ばあ
いには
、条件刺激
(レ
パl
)
と無
条件刺激
(エサ
の出現)
との聞
に存
在
する因
果関係
に合
致した行
動、
より正しくい
えば、
右の悶
果関係を
或る目的
にむか
つ
正し
い反
応と
いわ
れる。
乙の
立味
で、
道具型
の条
件反応
には
技術
性がふく
ま
れている
。
ただし
、
その
技
術性は、
て作
動
させる行
動が、
外から
与えられた装置の技
術的仕掛
けによ
って成
立す
るもの
で、
問
題解決な
どに
おけるよ
うな
創造的技術性
ではな
い。
しか
し人聞の枇
界には
、
スキナ
i・ボ
ックス
的な仕掛けが
いたると
乙ろに
ある。
ス
イッ
チと
点灯、
ボタン
とベル、
ダイヤ
ルと
放送聴取、
機械的
玩具の
ネジと運
動
などの関
係は
すべ
て、
実際的道具型
の条 件づ
けによ
って
学習される。
(3) 
直接的思考による学習
身体的技能型
以外
の条
件反
応は、
外
界の物や人によ
って
一定
の必
然的
な関
係にお
い
て刺激があたえら
れる
ばあ
いに
かぎ
って
、
客観
的芯適応たりうる。
その
ばあい、
主体
、、、、
はなまじ
考えな
い方
が、
外界にう
まく適応する
乙とがで
きる。
なま
じ考えれば、
信号
の
(仕組
まれた)
立味
を読み
ちがえて
、
広義の
w迷信“
におち
いり、 ある
いは
"魔術u
的思考に
おもむく
乙とに
な
りやすいQ
乙の
立
味で、条
件づけ
は、考
える
乙と
をほとん
どしな
い勤
物や乳
児の訓
練
ロ22E
には
大いに
役
立つし
、
また
自然
の単
純な
事象、
社会
の技術的
・機構的仕組み
に、
人聞を考えな
いで
順応する
よう
に仕向ける
のに
は、
大きな 力を発探するc
条件
づけ
は、
人聞を知
性化す
るも、
より
白働
化するc
考える主
休にす
るより
も、
習慣
によ
第二章
自 成 的 教
育と人間生成
って
行動す
る存在た
らしめる。
したが
って
、
自分で考える主
体を育
てよ
うとする
教育
学的見
地か
らみれば
、条
件づけに
よる学
習に
は、価
値的
に大きな限
界
があると
いわ
なけ
ればならな
い。
、、、
、、、、、、、、，
道具
的思考
と知覚的
思考。
(a) 
右の
ように
幼児
の外か
ところで
ら、
教育学
的な
目で、
条件反応的学宵
の限
界を性急
に指
摘
するま
で
もなく、
幼児自
身の人
間と
しての
生
成が条
件反応的学習を
のり乙
え
てゆくの
であ
るむ第
一に、
幼児が運動や自
己活動を活援化
する
につれ
て、
彼の
直面する環
境的諸条件
はま
すます複雑化し、
その
なかで生
存維
持や自己活
動の要
求を
達成しよう
とすれば、
条件
反応的学習
で
は足
りなくな
って
くる。
一戸
棚に
ある菓
子を
とる
乙とさえもが、
条件
反応的学
習だ
けではう
まくゆ
かない。
例えば踏ム
ロを
下に
置いてみ
三十
J1、
まよ
ア り
ょ
、。
1・
A 4
y a -
- T
J t
いわ
ゆる実
際的知能
同】円白rzmhUHH叩
そ乙に
は、ビュi
ラ!
のい
わゆる
道具的
思考
に
(注一む
よる解
決
がおこなわ
れなけ
ればなら
ない
。
第二に
、
条件反応
によ
っ
岡田 -rw--r円四国N
が必
要で
あり、
て第二
信号系
(言
語)を
ますます獲得する
につ
れて、
幼児の立
識
と心
的活動
は控雑化し、
幼児と外界と
の関
係も
また
質的
に変
化す
る企
ケョi
ラiが
実験
したチ
ンパ
ンジ
(注
一三
!の
n思考u
と本質的
には
同じと見ても
大過なく
、
その思
考は知覚
(注一八〉
運動的次元
mgSEER
-2Z
の思
考で
あるc
とはいえ
、
運動能
力
言語学習以
前の
近具
的思考は、
にかん
し
て極め
て無
力で、
しかもA/
S比
(連合側と
感覚投射傾
の
ノー、
( 
ー‘一
) 
教育の
人間学的攻究
比)
が
いち
ぢるしく
大過し
てい
る
人類の幼
児に
おいては
、
知覚と運
動とは必
ずし
も完全
には
密着
して
いな
い。
すなわち両
者のゲシ
ュタ
。gEZR22
(形
態円環
l
ワイツゼ
ッカ
i)
(注一丸
)
全な
円環を
なして
いないと
見る
べきで
ある。
いい
かえ
れば、
幼児
の
ルト
クライ
ス
は、完
連合
似には
、
完全
には
身体
の運
動
に結果しな
い心
像
仲間gmg
が、
曲一見
官同
に累
積されて
ゆくc
そし
て、
それらの
うのち
或るものが、
条件反
応学習を主
と
する言語学
習に
よって
、言
語化さ
れ、
さらに概
念化され
てゆく乙と
はすで
に述べ
たとおりである。
(四六頁
)かくして、
チン
パン
ジ
的ーな
知覚運動的次元
の行
動
・思考か
ら相
対
的に独
立した、
観念
(一 一昆詰
・概
念)
を媒介とす
る
思考活動
もお
こなわれるようにな
るc
かく
して
幼児の
人間
存
在には、
必ずしも
一対一
に対応しな
い二
つの
次元
乙の乙
とは両
方が無
(或は
二元)
が成立するc
ただし
、
関係
である
乙とを
怠味しな
い。
むしろ
両方
はきわめ
て融
即的
な関
係にある
ο
乙乙
に、ウ
ェル
ナlのいう
相貌的知覚
UF可
巴omロogznFm
者白FEO
F gg
m
が成
立する。
乙の
融即は、
幼児
期以
後
にもな
んら
かの
かた
ち
で存
続する環
境と主体、
知覚と運動
の密
着、
しかも、すぐ
れて運
動・
情感
的な衝
動性
BOEユ印nFm
ロロ島
由民存立〈叩
叶立。σ・
EEmwmE
によ
る密
着に、
由来
するもの
とい
ってよいc
したが
っ
て対
象は、
客観的な性質や関
係に
おい
て知
覚さ
れるより
も、主
体と
の
運動的
・情感的
関係に
おいて
、
主観的
・
メ 行
動“
的に知
覚される。
(一
二一一
)
(注一号
対象
は幼児にと
って
「行
動物」
〉E-saEmm
である。
人間の幼
児
ノ、
右に
指
摘し
た
二元
的心
理構造
に
おい
て成
立する
ので
ある。
言語をす
でに習
得した幼児は、
例えば赤
「リ
ンゴ
だな」
と考え、
にお
いては
この
よう
な事象が、
いリンゴを
見て、
うかな」
と考
える。
リンゴ
の味
をしめた
幼
児なら、
大いに
食
指を動
「ア
カイ
な」
、
「た
ベよ
かし
て、
リンゴ
に手
をの
ばし
、
口に
入れる
であ
ろう
。
リンゴは
まさ
に「
行動物」
として知
覚される。
しかし
、
いつ
もそうだとは限
らな
いσ 
「リ
ンゴ
だな」
と考
えるだけで終
わる
乙ともあ
「アカ
イな」
、
そ乙にほ
ラッセ
ル
ロ白己仏
国・
河口印印叩ロ
のい
う るよ
う いに ず知 、 れ
覚 、 !こ的 、 せ
思、 よ
考 、
が
は
Tこ
り
し
る
ギリシ
アい
らい
、
思考は入閣の最も
いち
ぢるし
い特質の
一っ
と考えら
れてきた。
(ホ
モ
・サ
ピエ
ンス
)
哲学的人間
学に
おもむく
までも
なく
、
教育
学の視点から
いって
る、
例えばデ
ュウ
イは、
「教
授の諸
過程
HM21
nogg o同
吉田仲2255
は、
思考する
よい
習慣
の安
産
官。品ロnzo
O同
問。。円回
一回目玄Z
O同
仲町吉田向山口聞
に集
中する程
度にお
いて
統一
され
るのであ
るO i-
-思考
乙そ
が教
育的経験の方法
妥o
gzvo品
え白
問
。島区口三宮o
mH官三g口O
である」
と述
べてい
る。
デュ
ウイ
がそ
こで
意味
した
問主奇
は、
円え-m
n片山〈叩
岳zrg闘
であ
った
。
デュウ
イ
「反
省的思考
」
は反
省的思考も、
反省
的でな
い思
考と同
様に
「意識の流れ」
己円BB
O同
noロggz田口町田凹
あるいは
「観念の流動」
noロ門田吉岡
えE
B凹
とを認める。
「われ
われの頭
脳に
生起す
る統制さ
れな
い観
念の流
動にも
、
である
こ
時として
ρ思考8
とい
う名
があたえられるこ
とがある。」
は、
「態人や
鈍者 も
考える」
し、
小さな幼
児も 考
える。
ところで反
省 的
思考は、
(a
)単に
「観
念の継
起」
凹25田口叩
ではな
くて、
一貫
的継起
この
意味で
8225目no
なのである。
(戸
)す
なわち、
反省的思考に
は「
到達さ
る
べき
目標
同白血ごo
Z5
2z-
があ
り、
乙の目
的
自色
(終点)
が観念
の継
起
を統制す
る課題を設
定
する。」
(7
)そ
してま
た反省的思考は、
単
なる信
σ巴芯同
(確証
なしに
:::と
思
う乙と
)
では
なく
、確実性
(確信)
にむか
つて
の
「主体的な検討、
精査、
探究」
匂冊目oE-
Z白岡田町田三吉田、
(注一 一一)
国nEZDMア
zaEミ
をふ
くんで
いる
。
このよ
うな反
省的思
考は、
問題解
決におい
て最も典型
的にお
こな
われるという
のが、
デュウ
イ
の一貫
した
主援
である。
右の主
張がデ
ュウ
イ独
特の
認識
論と論
理学に
立脚す
るばかりで
なく、
また教育的立場か
らも提出さ
れてい
ることは
、
さきに
述べた
。
ところで
同じく
教育的な立場、
ある
いは
実践
からして、
問題解決的学習だ
けが唯
一の
学習で
はないと
いう見解も提
出されて
いる
。
乙
の問
題は教
育実践学
a' 
のと
ころで詳
しく検
討する予
定である。
とも
あれ、
デュウ
イが
かなり
厳浴
に限
定した反
‘ 省的思考
ができるよ
うになるまえに、
幼児は幼児なり
の思
考
をお
こな
ってい
る。
デユ
ウイも
それを認
めてはいる
が、
しかし
、
それに
つい
て立ち入
って
論じ
ては
いない
。
教育的人間学は、
人間生成
の
各段階の意義を積極
的に認め
つつ
、
次の
より以上の
生成過程を
追跡しよ
うとするがゆえに、
幼児的思考
nZEZY
岳山口玄ロ闘
にも積穏
的に注
目し
ようとする。
幼児的思
考を通過せず
して、
いき
なり反省的思考が
で
きるように
なる
人閲
は、
いな
いか
らである。
第二章
自成的教 育
と人間生成
周知の
ように、
幼児的思考に
つい
ては
、
ピアジ
ェが
すぐれ
た研究
をお
(注一一世一)
乙な
って
いる。
しかし、
ピア
ジ
ェ等
の研
究に対する批
判も
少なくな
い。
いまは、
乙の点
にふ
かく 立ち
入ること
をやめて、
ラッセ
ル
U堂、一日仏
国
同55=
の所
述を
とりあ
げること
にし
よう。
ラッセ
ル
は、
ヮレン
国・。
・ 4『RZロ
の思
考の
定義から出発す
る。
ワ
レン
によ
れば、
思考とは
「象徴的な性格をもら、
問題ある
いは
課題によ
って
起動され、
結論
へと進ん
でゆ
く、 観念の
規定さ
れた
進行」
白色
221
BEE
n028
0 同
区gp asgロn
zn
zgngア
EE巳E
S白
官
。 σZS 2
・g申F
曲目
門ごge
口問
件。
白
ng
n-
EE
ロ(
「規定
である。
され
た進
行」 は意
識的に統制された進行と解
してよい。
要する
に
ワレン
の定
義は、
デュウ
イ
の反
省的思考の定
義とよく似て
いる
)
。
ところで右
の定
義か、
りすれ
ば、
幼児の
思考は厳密
には
思考と
いえないこ
とに
なる。
幼児
には
、
(出
)意識的に統制
されないが、
しかし、
二止の
観念
の連
鎖 一
Ego
-22ヨ吉田件目白田
口同
吾叩
可曲目ロ
ロ同
区g伊
があ
り、
(P)
しか
もそ
れは、
必ずしも問題
あるいは
課題によ
って起動され
ず、
また
必ずしも明
(注一 巳
確な
結論
に到
達し
ないこと
が少なくな
いか
らである
c
それは厳
密な意味
での思
考ではない
にせ
よ、
しかし
、
それも広義の
思考
とみな
け
れば、
幼
児はほ
とんど
全く思考
しな
いと
いわ なけ
ればな
らない
乙とに る。
ラ7
セル
によれ
ば、
ワレン
(したが
ってまたデ
ュウ
イ)
の思
考論は、
問題解
決宮
ogoB
gZ吉岡
としての
思考、
批判的思考
日目立n巳
岳吉目立国間
或いは創
造的思考
RgzaS
SE-己目聞
には
妥当
する。
また
ある
意味で
は、
概念形
成ないし
結論
に結
束す
る帰納的、
演釈的思考
吉円四EnZ〈町
内同叩民En
仲間〈叩
岳山口在国間
-EE口問
EL
noロ口旬開
片岡O同自白立。ロ
ロ同
町OロnE曲目白ロ
ムノ、
( 一
一一一一) 
教育の
人間学的攻
究
に妥
当する。
し
かし幼児の主
要な思考形
態で
ある
知覚的思考
宮541
と連想
的思
考
曲目on首芸『白
szrZ聞
には
妥当
しな
4ZH白】
伸一F由ロWFロ凹
L 、。第三章で取
上げ
るは
ずの学
習指導の
問題をも考慮
にい
れて、
私は
思考
の主
要形態を次の
八つ
に分類し
たい。
一i道具的思考li
--
高等な動物の思考
一知
覚的思考J
直接的思
考一
一
一連
想的思考
一
より再生的な思考
汁理解的思考い一問
題の解
決
一
一創
造的思考
一i
iよ
り
生産的な思考
反省的思考
i!一
一
批判的思考
一
i実行的思考L
制
骨骨骨
町一山 争h」
骨骨
か臥
ω 号
。有
機体は
w生
きん
がため
に行
動
七、
行動
によ
って環
境に適応
する
ことを学習するc
その
さい、
生の
衝動が有機
体の行
動を
一定の方
向に
内から
動機づ
ける、
環境
への
適応は、
有機体と外部環境と
の関
係が生
の目
的にむか
つて組
織され
るとき
に実現さ
れる
c
乳児
期の単
純な知
覚
・運動的行動も
また、
右
の公式によ
って説明で
きるかも
知れ
ない
。
だが
、
ひと
たび言語を学
脅した幼
児には
、
知覚
a運動的次元を
こえ
て言語
・思考的次
元が
開
六四
(一
二四
)
らけてくるし、
行動を動
機づ
ける要
求もま
た複雑微妙
になり
、
環境
条件も複雑
多様
にな
って
くるc
かくして行
動の方
向も
多様
に分
化
し、
主体
と環と
の関係を組織す
るこ
とがます
ます困難
になり
、
11" 
動u
の方
向づ
けと
組織化
のた
めに
、
思考が
ます
ます
要求さ
れるよう
になる
。
事実、
子どもは実
際的
・言
語的知
能
によ
って
、し
だい
に複
雑
な問
題解
決
もでき
るよう
になる
。
しか
し子どもの
思考が、
つねに
問
題解決
としてお
こな
われるわけで
はな
いc
むし
ろ子ども
の思
考の大
部分は、
方向
性のと
ぼしい、
また組
織化され
るこ
との少
ない
連想的
思考
(連合的思考)
である。
連想的思考は、
方向
と組織を
ほと
んど
全く欠い
た幻想から、
一「
とこ
を足せ
ば
いくつ
」と問
われ
て三
と答えるような思
考、
つまり
方向
性と
組織性をも
った
思考に
いたる
まで、
広い
幅を
もっ
ている
。
乙の
よう
な観念の
連鎖、
ある
いは連合
的継起
白Bon-巳20
8ρ5ロ2
が
どの
ようにし
て生起するか
につい
て、
古典的連合主義
(いわ
ゆる
連
想心
理学)
は若干の法
則を
立てた
。
しか
し今日
で
は支
持され
なく
な
って
いる。
現代
の学
習心理学の
多くは、
観念相互
の連合的継起
より
も、む
しろ
刺激と
反応の結
合と
して
の学胃、或は
刺激と観念
の結
合と
して
の学習の
成立を究明
する
乙と
に主
力を
注いでいる
ために
、
連想
的思考の削域は大
部分が未開拓
のま
まに
残さ
れて
いるよ
うに
思え
る。
おそち
く、
〆
それ
は操作
的に認
識する
ことが原理
的に不
可能
にち
か
連 、 ぃ想 、 か的 、 ら思、 で
考、 あl乙 ろ
は う
白昼
夢の
ように主
体の学
習的発達と
ほと
んど無
関係
なも
のもあるが、
芸術
的ある
いは技術的
活動にお
ける創造的思
考へ
発展
するも
あるし
、
また問
題解決
にお
ける推理
へと
発展し
てゆ
くものもある。
述想的思考が
この
よう
な生産的な思考
へ発
展し
-てゆ
くため
には
、幼児の生
活経
験と知的
能力
の発
達
によ
って
、
思考
活動の
より
客観的な方
向づ
けと組
織化
がお
こな
われるよ
うになら
な
ければなら
な
い。
事実、
幼児
後期
あたりから、
この
ような動きが現
われ
てくる。
むろん
、
乙の
時期の
思考形
態も多種多様で
ある。
とく
に、
理解
的思考
2zzEロm
g
gB胃ovg円四日口問)
とも
いう
べき
思
考形態が
いち
だ
んと際
立
って
く
るよ
うに思
える。
(むろ
ん幼
児前期
にも
、
言語学
習の
進行に
ともな
って理解
的思考
がお
こなわれる)
。
理解
的思考
とは
、
85胃ovoロ色。ロ
理
解
(ロ田島市門田
仲田口円四日ロ閃
)
〈巾『印公wvmロ
にお
いて
、
或は
理解
作用と
して、
はた
らく思
考の
乙と
であ
る。
幼児の言語が、
まず、
また
多く
のばあ
い、
知覚
され
る対象
につい
て獲得さ
れるように
、
幼児
の理
解
的思考も、
知覚過程と密接
に結び
あっ
てい
る。
しかし
、
さきに
述べ
た
二元
化が
進行す
るにつれ
て、
理解
的思
考には
知覚
過程か
ら相対的
に独
立する部分が増大し、
それだけ
、
概念性
が高ま
って
くる。
キン
グス
レi
等も
いう
ように、
「理
解は知
覚
を超え
て組織し綜合
する過程
白ロ
。詔富山NEm-
印可ロ
Fo'
第二章
自成的教育と人間生成
回目 立口問
官on何回凹
へと
進ん
でゆ
く。
乙の
過程
のなかで、
経験は、
象徴
的に
活用される
コン
パク
トな
有意味
な諸
単位
85百
円円・
52E口問l
E-
zE2
4〈Env
gロ
σ0
55NE
aBσOES--
可
へと統
合さ
れ
るの
である。
理解は
、
概念
の達
成
(注、
形成)
をふく
んだ
認知
的活
動g
m回目色話
虫色aiq
である。
知覚は刺激の
客観的
世界に結ばれ
てお
り、
理解は
概念を
さまざま
の文
詠
(注、
具体的あ
るい
は記号的
交肱)
から
抽象
し、
〈注一五)いるよ
統一
的構成体
へと
組織
する認知過程に結
ぼれて
この
窓味
で理
解
的思考は、
ラッセル
のい
う
「概念形
成な
い
し結論
に結果す
る帰
納的
・演
釈的思考」
とだ
いたい同
じものと見て
(注一5
さし
っか
えない
。
子ど
もの理
解
的思考は、
最初、
直接経
験のなかで機
能する。
しか
し概念形成が相
当
に進行し
て後は、
記号的
文、
肱
(象徴
体系)
の理
解
もでき
るようになる
cと
ころで
、直
接経
験のなかでおこな
われる
理解
的学習と、
象徴
体
系の
理解
的学習と
の関
係は、
いち
ぢる
しく複雑で
ある。
乙の問
題はとく
に学習指
導にさ
いし
ても
重要な
問
題にな
って
くる。
これに
つい
ては第三章
で論ずる
ことに
して
、
次節
では
、
象徴
体系
の学
習
の基
礎にな
る直接経験的
な理解
的学習
につい
て考える
乙
( 注 一 一 七 )
とに
した
い。
(B) 
基礎的媒介学習
の前
進
幼児
が感
性的経験を母
胎にし
てすすめる前
記三
つの学
習形態は、
六五
(一
二五
)
教育の人
間学的攻究
発達段階と、
その
時々
の内的
・外的条
件
によ
って
、
さまざま
の仕
方
で成
立し、
また、
たが
い
に複雑に結びあ
って
いる。
いさ
さか割り切
って
いう
なら
ば
身体
的技能型
と実
際的近具
型の条
件づけによ
って
、身体運動
ならび
に道
具使用
の技
能を主とす
る基
礎的習慣が形成され、
(a) 
制
古典的条
件づけ
、
言語生活
の発
達、
言語を媒介とする
知覚的
学習、
連合的学習、
理解的
学習によ
って
、
概念的思
考にと
って必
要
な基礎
的記憶が
累積
され
てゆ
く。
(c) 
はじめ
は主
観的
に焼
燃する
にすぎ
なか
った原
始的
、
より
客観的
にな
り、
/媒
かくして、
介、 思
的 、 念
学、 活習 、 動
が が
す 、
す 生め 活
ら 経れ 験
る の
よ 発
う 展l乙 と
な あ
る し 、Q ま
ーコ
て
ただ
し幼児期か
ら少
年前期あ
たりまで
の学習は、大
部分が、
生活集
団の
日常
生
活のなかでお
こな
われ、
人間の
基本的要求を達成す
るの
に必要な知識
・技
能・態
度・
心情の学習であ
り、
さらにまた、
よ
り
高次の
媒介的学習作業を進
めるた
め
の基
礎的能力
の学
習で
ある。
の意
味で私
はそ
れを
「基礎的媒
介学習」
とよぶ
。乙の
段
階の学
習も、
広
義の
「経験」
によ
ってすすめら
れるι
デ
ュウ
イもいう
ように、具
体的
行動が経験
の中
核であ
る。
具体的
行動は、
ヤン
グ
同・
ペ。ロロm
によ
) 1( 
日常生活
にお
け
る知識
・技
能の
学習
って
いえ
ば、
制動
因の発
生には
じま
り、
制動因の
目標を達成す
る子
六六
(一
一一六
)
段の探
索を経
て、
ω最後に
目標を達成し、
一同そ
こに
、
主体は快感な
いし
満足を得る。
さて
人間的行
動のも
っとも
顕著な様相は、
広義
の
戸荷山
」
匹。ロmE
(思念
・思考)
が、
ますま
す大
きく行動を規
定す
るようになる
ことで
ある。
すなわち人聞は、
実際行動
に出ょう
とす
る衝
動を
一時
的にチ
ェッ
ク
し、
行動
の帰
結を予測し
よう
とする。
行
動の前
に「
自分の内
部で
下稽古」
円mU由民自
宅EHZ
EB B-同
をして、
「彼の
習慣を変容し、
方向
を転換」
し、
かくして、
「い
っそう
十全
乙の
過程が、
百件2
・
(注一一八}
、、、
ロ包一ロN丘町。ロ
丘四
回一1mg口口町
であるc
とこ
ろで
私は、
経験
の内
而化
、、、
.
〈目立ロロ
2-wv口口問
が経験の
即事化
〈28nE片町ロロm
と密
接に連関
、、
しあ
って
いる
乙と
を指
摘した
いG
具体
的にいる
と、
外界
(対象
、
そ
な満足を得ょう」
とするG
「経験の
内面化」
乙
「何であるか」
、ま
た、
「如何
にな
って
いる
か」
につ
いて
、自分の内
面マ思
考す
る。
人間は
、、、
また、斯々
のものとして認
識され
る外的条
件のもの
で「いかに
なすべ
きか」
につ
いて
、自分
の内
面で
判断
する
ようになる。
そして、
経験
の状
態や関
係、
ある
いは
全般的状況)
が
の内面
化が正し
く即
事
的になさ
れる
ようになると
乙ろ
に、
人間の学
習的発展がある。
デュ
ウイやヤ
ング
等は、
乙の
発
震を、
広義
の行
動
的-u
oE105-
な発展とし
てと
らえ、
行動
の目標を
「経験
の改造」
円四円。ロ凹件同ロ口件目。ロ
。問
団凶匂四円目。ロ口町
と考
えて
いる
。
むろん
正しい
一つ
の見
方である。
乙れ
は、
外的世界
(ある
いは外
的対象)
と主
体と
の
行動的
関係
における学
習的
発展である
u
しかし人間の学
習
には、
れ
以外対、 の象、 面知 、 も覚、 あ
と 、 乙関 、 と係、 を理、 忘
解、 れ。 て
幼 は児 なの ら
知! な
:見: いは 。
はじめ
はすぐ
れて
"相
(a) 
貌的“
であるが、
三・
四才頃か
ら、
相貌
的知党が少
しづ
っく
ずれ、
対
象の
大き
さ・
形・色・
動作
などの
部分的内
容
への注
目
件冊目】昨ロF白戸件
】 時nvo
回巾白nF4Z』口
問
によ
って
、
細部化さ
れた
知覚
島市件即日】=oH件。
それにと
もな
って
、
対象相
、、
互の類
似や差
異に
つい
ても、
より
客観的な
認識l比較
がー
できるよ
当白}同govgロロm
ができ
るようになる。
うになる。
比較が
できるようにな
った
乙と
は、
(複数
の)
対象
に知
覚される或
る性
質を、
分離的
に抽
象す
る能
力が生じた
乙とを
む味す
る。
乙
の分
離的抽象
20】由民口問
同σ巴EZZ
ロは
、
同時
に当
該一事
象
(例えば赤
い色
、
にぎ
る動作
)
につい
ての
概念
(アカ、
にぎる
)の形
概念
による
諸の々
事
象の概
括
岡市田町E-ZEF。ロ
をと
成をともな
い、
もな
って
いる。
したが
って
、
そ乙
には、
素朴なが
ら帰納
・演
釈的思
考がはた
らいて
いる
。
さき
の細
部的知覚
にしろ
、
乙の
抽象と椀括に
しろ
、
言語
の習
得
によ
って可
能であ
るが、
それらによ
って発
展する
思考活
動が、
逆に言
語心像をより
コン
パクト
な有
意味な
概念に組
織
化してゆ
くのであ
る。
、、
さて、
右では
、
対象相互
の類
似と差異
の関係に言
及したが、
関係
には
それ以
外に
いくたの種
類がある。
乙ま
かな
妓述
をやめ
て、
結論
第二章
自成的教育と人間生成
7 て
を表に示め
してお
乙う
。
表が物
語って
いる
ように
、
人間の学
問に
は、
具体的
行動に
よっ
で成
立
するもの、
仲谷'耐的事
実の認
識にむか
つ
てす
すむも
の、
抽象
的・
一般的に定
式化され、
ある
いは組
織化され
た科学的
・思想的な命題
ないし
象徴体
系の
理解
をす
すめるも
のな
ど、
大きく三
つの方
向を区別
する
乙と
が
できる。
発達の初
期段階
に
おい
ては、
最初
の二つが
密接に結
びあ
って発
展し、
さらに、
幼児期
る てこ かOZ ら) 少年
期
J\ 
の
転
換が
お
乙
る
乙
ろ
か
り
第三の方
向
が
発展し
てく
111類似と差異
の関 係」
7 1空間的排列
の関係 一、 判断 され
一一
へる 関係
凶客観的事
実に
つい
て
一一
一一
認識される関係1
1
2の関 係
二 (吉 )
i原因と結果
の関 係
一一 (舵叫日部)
|手段と目的の
関係
ニ (刷出 品)
|動機と結果
の関 係
一戸誰鰐 れ
状況と 主体の関係
(C) さ 体科れ系学
fご {乙 ・
関鐙思係序想
ω具体的行
動にお
いて
実現される関係体系
的な科学と思
想に
つい
ては
後で述べ
よう
。
(第
三章
)右によ
っ
、、、、、
て示
めされ
てい
るように、
n経験u
には
、
より
行動的
σ己】Ig--ozy
、、、、、
日UHR江口巳
な経験と、
より
認識的
gm目立言p
zzzRE即日
ZZ
L A 山 山
中 t
c 耳
EH-
ノ、ーじ
(一
二七
)
教育
の人間学的攻究
があり
、
、、、、、 より
審美的
な経験が
さらにまた、
巾目。巴。E-
-2
52Fn
ある。
デュ
ウイは
、
行動と
認識と情緒をあ
くまで
三一的
・有
機的関
(注ZE)
係にお
いてと
らえ
ようとした。
そ乙に
、
実り豊
かな
いくた
の真理が
ふく
ま
れている乙と
は否
定できない。
し
かし、
行動と認識
の関係に
ついて
は、
なお問
題が
のと
され
てい
る。
デュ
ウイ
の学
習論
(認識論)
につ
いて
は、
いくた
の解説と批判が
おこ
なわれて・きた。
私は
一般と少しちが
った角度から私見を述
べて
みよ
う。
デュ
ウイによ
れば、
「諸事物
産、
言信
や観念も
よくな
は、
諸帰結
を空ぜ
し
(或は、
望まれな
い帰
結が生
起するのを
防ぐ手
段として)
、
或はわ
れわれが
それ に対す
る手段を発
見しなけれ
ばなら
めるた
めの手
段として、
い帰
結の対
する
代理と
して、
使用
される
とき、
意味を獲
得する。
、『窓口岡田
同副首
g 己ロ問
看宮司ロ
吾叩『
回門司
己田市島
曲目
g ロ田
仲ロ
σユロ同
白『口三
、、
、、
凸ロ 明
25ロ凸冊目
同ロ円
三己凸『同
唱曲
ES
Z
岳民ロ〈R
SEa-手
段|帰結
の関
係s
gロ国1nロ
田Zzgn叩
(注、
他の個
所では
手段、i目的の関
係R52:ZA--252(注Z
一)
と白色いと
が、
あらゆる理 解の中心で
あり心
臓で
ある
。」
デユ
ウイは、
学習過程
の重
要な
一面
を指摘し
ている
。
しかし
、
同彼は
一ー実際的
使
用」
を
、
きわ
めて広
い意味
に、
かつ
多
少あ
いまいに
用いてい
る。
具体的事物を実
際に使
用して或る
帰結を
生ぜしめ
る行動的な経験に
は、 彼の所
説は妥
当する。
ところでデ
ュウイは
、 言葉
の使
用をも、
具体
的事
物の使
用との
アナ
ロジ
ー
にお
いて
、
しかも
、 実際的行
動の文
除の
な
だかけでとらえて
いる。
たしかに、
「ボ
ウシ」
の意
味は、
母親と
散歩に
出かけるときに、
「ボ
ウシ」
といい
ながら、
それを頭に
のせ
る行
動によ
六八
(一
二八
)
って
理解される。
この
点は正
しい。
しかし
、
言葉
は必
ずしも
つね
に行動
的文肱の
なかだけ
で使わ
れるの
では
ない。
「言葉を使
って
考える」
とい
「実際に行動し
ない」
とい
うことでも
ある。
また、
行動
一の場
をはな
れ、
自足的な言語
・論
理体
系のなか
で言葉を使
って
みる
方がよく
意味
がつか
めること
もあ
る。
さら
にま
た、
、
具体的事物に
は、
山や太
陽
うこと
は、
のよ
う
に実際
に使用
することによ
って知るというわ
けに
いかない
ものも
ある。
例えばイ
スで
さえ
も、
座って
(す
なわち使用し
て)
はじめてその
怠味
(機龍や或る性質)
を理
解でき
る場合
と、
座るよ
りも
むしろ座らな
いで
外から
見る方が、
その
形状
がよ
りよく
認識
できる
場合もあ
る。
山
・ち、
登って
(い
わば、
使っ
て)
認識できる面と、
眺め
て認
識で
きる
荷と
がある。
幼児は山
に登る
ことによ
って
「ヤ
マ」
とい
う 一 一 言 葉
を理解
すると
いう
方が、
むしろ例
外
的である。
要する
にデ
ュウ
イは
実際的
・作業的経
験の
カテゴリー
(目的
・手段
の関
係)
を、
言語的
・論理的次
元にまで
い
ささ
か不当
に拡大
している
。
身体的
作業技能
の学
習。
技能
には
扇谷氏が
分析
した
ように
(注喜一)
いくた
の形
態がある。
(b) 
当面
の段
階で問
題に
なる
のは
「身体的
作業技
能」
の学習で
あろう。
(すなわち、
いわゆる用
具教
科で
習得される
社説・者
などの
H技能d
では
なく、
体育や表現
教
科におけ
る
w技能u
の学習
であ
るG
これら
の技能は、
すくなか
らず、
就学以前
の生
活経
験によ
って
、自然に刑自
得さ
れて
いる)
。
α 
課題意識
(遊戯
から
作業へ)
。幼児後期あ
たりから
、
「遊
戯
を主態とした生活
のなかに、
「作業」
宅RF
〉円VO
広
(仕事)
を遂
行しよ
うとする動きがみえ
はじめる。
遊戯か
ら作業
への発
展的転換
について
、
デュウ
イは、
作業
では、
遊戯の
ぼあい
より
、
目的と手段
の関
係がより
間接
的になり
、
比較的遠
い将
来に
目的がお
かれ、
それ
を達成する手段
として、
活動が現在から
将来
へ秩
序だ
った仕方
です
(注=一耳)
すめられる
ようになる
、
と述
ペて
いる。
私はそれと
関連
して、
課題
意識
〉丘m白VOV25白血20E
の発
生を
指摘
した
い。
スタ
ービ
ン開
・ ロロ色
。・
ωnロUE
の坊やは
、
五才二月の
とき、
ニ、
コ一時
間も何か作
って
い
るので
、
疲れ
ぬよう
に両親
がやめさ
せよ
うと
したら、
「ぼく
、
ゃ
っ
つく
るん
だよ
。
だって
、
きれ
いな
おうちが
でき
ると、
ぼく
う
(注zg
れし
いん
だもの」
とい
って
、
きかなか
った
。
ピュ
!ラ
l夫人は
そこ
ばり
、
(作業)
4『2wvod号己白血件白色ロ
と仕事(注ZZ)
の完
成にと
もな
う成就
の喜
び
悶えaRBロao
を見出した。
に課
題意識を認め、
また
、
仕事意識
かかる
P自発的d
な課題意識に
つづ
いて
、
玉、
六才に
なると、
両親
や教師に与えら
れた作
業課題
(例えばきれ
いに正
しく
字を書く)
を
(作業遂行
への
要求)
。
成就しよ
うとす
る要
求も強ま
って
くる。
、、
、
試行過程
(外的か
つ内
的の)
。い
まは、
与えられた作
業課題
3 
につい
てい
うと、
彼は母親の模
範を見たり、
鉛筆
のに
ぎり
方を教え
られ
ながら
、
どうすれば字がうまく
書
けるかと考え
(実
行的
思考の
第二章
自 成 的
人周と人間生成
一種
)、
必要な
一般的動作
(坐る姿
勢など)
や特
殊的動作
(手
の動
かし
方)
などを、
あれ
これと試みる。
そこ
には
、
なん
ら
かの程
度と
仕方にお
いて
、
オスグ
ッドの
いう
内的試行
錯誤-
gzkz
(注r一六)
2HO円
がふく
まれ
ている
。
件門 戸内田-
白ロ円四
ヤン
グの
い
う
「内
部での下
稽古」
であ
る。
かかる
内的ならび
に外的試行
錯誤をくりかえすうちに、
ロン
、グ
ウェ
ル
ω-FOロmd唱。=
によ
れば、
一般
的動
作に
そそが
れて
い担
注
意が弱
ま
って
きて、
表象
され
てい
る結果
(目的)
の実現
に直接関係
〔注zs
ある動作だけが、
意識
的にお
こなわれるようになる
。
そしてまた
、
随伴的諸反応
R822uミ2352
(ため
息、
しか
め顔)
がしだ
い
に消え
てゆく。
T 
精神機能
(知覚と
思考と情
緒)
。
主体は
作業遂行
にさ
いし
て、
状況
と対象、
それら
との関
係にお
ける自分
の身
体、
ならび
に刻
刻に変
化する
両方の
関係に対し
て、
知覚を鋭
敏
にす
る。
知覚が鋭敏
にな
れば、
思考が誘発
される。
やが
て動作に
習熟し
てくると、
知覚
-思
考の役
割が相
対的
に減
少し
てゆ
く。
作業は考え
なけ
ればうま
く
ゃれな
いし
、
うま
くなれば考
えなくても
よくなる。
ここ
に作
業学習
のパ
ラ
ド
ック
スが
ある。
さて、
作業
遂行には、
快感と
不快、
満足と
不満、
躍動
感と怠屈感など、
情緒
的なうどきが
ともな
って
いる。
幼
児にお
いては
、
一般
に、
生理的
心理的
快感が作業の
遂行を動
機づ
け
る。
しか
し主体が課題意識をも
って
作業
するばあ
い、
「作業」
の遂
ノ、
九
(一
二九
)
教育の
人間学的攻究
行・
成就そ
のもの
に精
神的な喜びをも
つよ
うになる
。
少年
期には、
この
ような
姿にまで人
間は
生成をとげる
ので
ある。
(ホ
モ
・フ
ァl
ベル
は、
単に
物を作
ると
いう
だけ
の存
在で
はない。
もし単にそれだ
けで
あれば
エデ
ィ
ソ
ンと
、
ケ
ョlラl
のチンパ
ンジ
とーのち
が
い
は、
単に程度の相異にす
ぎぬというシ
ェ!
ラl
の見
解は正しい)。
習熟過程
(統
合・速
度・
正確
)
。
学習の初
期段階
には
、
作業
。
遂行
に直接関
係しな
い動
作や
反応が多
く
みられ、
一々
の動
作がばら
ばらにお
こな
われるc
学習が進
むにつれ
て、
作業
目的にむか
つて
、
必要な諸動作が統合され、
いく
つか
の動
作単位
ロEZ
え
白己目。ロ
が
これら
がさらに一
局次の
動作単位
へ統
合され
てゆく。
それに
生まれ、つれ
て、
運動の速
度が高まり
、
作業も
正確
にな
ってゆ
く。
乙の
技術
的動作が
一定
の迷
度と正確さ
で進められる
ようにな
った
ときに、
学
習は
完成された
とい
える。
乙れ
が習
熟
(熟練)
の過
程である。
(2) 
日常生活に
おける態度
・心
情の学
習
「習
慣」
とは、
学習に
よっ
て獲得され
、
多少とも
固執的
にな
った
身体
的行動様
式
であ
っ
た。
時的 (な 三構、 六
ぇ、 頁
「態
度」
旦巳宮内HO
は、
生理
的動因
によ
って生
ずる
由巳
から
、
生活理想
の自
覚的なもち方や追
求の仕
方
まで、
多くの
在り方
を意味し、
乙の
両極
のあいだ
には、
いろいろ
な程
類の
態度が
見られる。
G・
M-オ
iル
ポlト
の定
義は、
なり
包括的
にうまく規定し
てい
る。
経
験
l乙
ょっ そて れ
組; E
織3 忌
「態度は、
七O 
(一
三O)
された
(身体化
された
)
精神的
・神経
的な用意
の状
態
50ロE-
釦
釦ロ門田
口町ロ同
町同戸
田仲町凶件。
。 片
岡白白門出ロ片岡MO由mww
O円肉釦ロ
日N一ma
SH円。ロmv
mM
UO同FOロno
であ
って
、
個人に関
係するす
べて
の対象や
状況
に対する彼
の反
応に
を 方
あ 向
た::;:: 規
え実 定る ) 的
己 な
し
力学
的
影響
門田町m
E20
0 円弘
司ESW
Zロロωロno
乙の
定
義か
らも知られ
るよ
うに、
習慣と態度
のあい
だに
は、
高度の
共通性と類
似性がある。
同わけ
でも
、
条件
づけ
など
の直接
的学
習によ
って
形
成された習慣
は、右
の定
義における「
神経的
な用意
の状
態」とだ
いた
い同 じであ
る。
制ラ
ヴッソ
ンのい
う「傾向
・
傾性」は、
右の
「神経的な
用意
の状
態」
から
「精神
的な用意
の状
態」
への
移行
段階
であ
り、両方
を含ん
でい
るとみて
よい
。
(「
ひと
しく
感受
性のなか
にも
能動
性のなか
にも、
継続ま
たは
反復
によ
って
・、
種不明性な
能動性
がうまれ、
乙
れ
し がだ 能い 動
lこ 性
先 にん お
ず いる て
よ は
う 意
lこ 志
な "， 1こ
る 室 、よる 感
) 受
性にお
いて
は外的対象
の印
象に、
これ
を彼は傾向
・傾
性とよぷ。
的と
ころでデ
ュウイ
は、
習慣をきめ
一般
に
w態度u
とよ
ばれるも
のも
、
実は
(注目。)
H習慣“
たーだ
し能動的習慣i
とみる
べきだと強
調す
る。
したが
っ
て広
義に解
するがゆえに
、
て、
個人
の反応に方
向規
定的な影響をあ
たえる
「精神的な
用意
の状
態」
も、
デュ
ウイにおいては
習慣と考え
られる。
しかしかか る意
識
的な態度の
すべ
てを
習慣
とよぶのは
、
習慣概念
の不当拡大と
いうべ
きである
。
「習
慣」
が学習
によ
って獲得され
たものであ
るのに
対して、
緒」
の根
源は
生得
的なも
ので
あり、
情
生理過
程の興
奮
(衝動)
とい
っ
しょ
にお乙る
。
習慣が多
少とも
恒常化
した間
執的
な行
動
への
傾性
で
、、、
あるの
に対し
て、
情緒
は激発的で
あり、
現在的
・瞬
間的
である
。すな
わち、
習慣が
環境と主体
の関
係
、なら
び
に主
体の在
り
方の、
恒常的
・
安定
的な状
態
であ
るとすれば、
情緒
はそ乙
にクライ
シス
が生じた現
在の状
態にお
いて激
発する。
とこ
ろで、人
間生成が
進行
する
につれ
、
要求
の発達
的変化、
習慣
の形成と記
憶の累
積
などによ
って
、
情緒的
はじめの生理的
直接
性が、
学習に
よっ
て変
容され、
さら
に昇華され間接化され
て、
心情
とよばれるも
賀 、
奮と
表現
の仕
方は、
部分的
に、
のに
転化する。
心情は、昇
華された情
緒、主
体に
よっ
て思
念的
(↓精
神的)
に多
少とも統
制され
るようにな
った
情緒
である
。
もっ
と積極
的に
いえ
ば、
情緒
は生命的衝動
に起源するが、
心情は、
もは
や自然
的生命衝動そ
のもの
では
なく
、
より
社会的
・精神的
に価
値あ
るもの
にむか
つた精
神的情緒
であ
る。
かかる
精神
的用意
の状
態には
、
味」
あるいは
「関心」
古Z22
といわ
れる
ものがふく
ま
れている
。
要す
るに
、
意識的態度と
心情は、
それぞれ
情緒
・習慣
の神
経的用
意の
状態と有
機的
に結びあ
った
精神的
用意
の状態で
ある。
心情は、
情緒
が
発達的
に昇
華され
て、
価値的な
もの
への関
心を
もつ
にいた
っ
た精
神的用意
の状
態で
あり
、
かかる心
情が具
体的
に主体の
言行に表
第二章
自成的教育と人間生成
現され
たすがた
が意
識的
態度
である。
以上
の
習慣・心
情・態
度・
関心は、
いずれも
、
各人め
いめ
いの
パi
スナル
なも
のであ
るが、
その学
習は、
子どもたちが
生い
立って
ゆく
生活集団
の社会文化体系
回on日o
nz-EE-
3田宮自
によ
って強
く
規定
される
ので
ある。
乙の
点
は同
で詳
述する
乙とに
しよう
。
(八
O頁以下)
学習作業を
進める基
礎的能力
の学
習
人間生成
の過
程
を大観
すると、
幼児期は遊戯を
主態とし、
成人期は仕
事
(労働)
を主態と
(3) 
する。
そ
の中聞に位
する少
年期
に
ついて
いう
と、
義務教育
の施
行さ
はじめはより
遊戯的
に、
やがて
より
本格的
れな
い社
会
におい
ては
、
な仕方で大人
の仕
事に参
加
する乙とによ
って
、
子ど
もたちは仕事の
仕方
を学習する。
乙れに
対し
て、
義務教育の施行さ
れた社
会におい
ては
、
一定
期間、
子ど
もたちは
「学習」
を主たる
目的とする作
業!
学習作業
!に従事
するように課
題づけ
られている
。
乙の
事実が、
フ
レ
ョ lベ
ル
デュ
ウイ
でも
、
輿
はっ
きり
とは理
論
化
され
てい
ない
よう
に思える。
生活による
学習(す
なわち
遊
戯ならび
に作
業によ
る学習)
と同時に、
学習
のた
め
の作
業も
また、
町同・
司同~UFO-
で'も
、
現代の
人
間生
成に
おいて
はきわめ
て重要
な意
義をも
って
いる
。
態度
・心情は
むろ
んの
乙と、知
識・
技能
の多
くも
また
、生
活
によ
っ
て学習される。
一般
に、
人々
の社
会生
活のな
か
に実現
され
ている
文
レ U
こ、
， a q t
1 l r 也 、
それに関
係あ
る態度
・心
情などは、
生活の
中で
本質的
に、
七
( 一一一一一
) 
教育
の人間
学的攻究
学習する
ほかは
な
い。
このよう
な文化を
、
私は
「生活
文化」
とよ
ぷ。
ところ
で文化には、文
字で書かれた物
語りゃ文
学や歴
史、数
字や
数学的記号に
よっ
て展
開さ
れて
いる数
学、
楽符
にかかれ
た音
楽、
文
字や記
号で書
かれ
た科
学体
系や
思想
や教義な
どの
ように、
日常
生活
の流
れか
ら引き放され
(乙の
意
味で抽
象的に)、
生活主体
の活
動か
化がある。
それ
自体
として存
在し
てい
る文
ハル
トマ
ン
Z・ 国白ユ自由ロロ
ら独
立に
(乙
の意
味で
客観的
に)
、
はさきの文
化を
「客観的精
神」
0σ]OEF42
co-巴
とよび
、あと
の文
化を
「客観化
された精
神」
(注
目一)
ozoEzizz
ca
巴と
よんで
いる
G
あと
の文
化は
一般
に
「文化遺
産」
とよば
れて
いるが
、
生活
文
化も文
化遺
産と
いえ
るの
である
かs
hJ、
それ
と区別
するため
に、
私は
「客態文化」
とよ
ぶこ
と
にす
いわゆる
「生活」
そ
のものを
と
おしてだけ
は学習
る。
客態文化は、
でき
ないという
点に特
徴がある。
私の
いう
学習作
業がとく
に必
要な
のは
、
客態文
化にかんして
である。
むろ
ん学習作業が要求される
ゆ
それぞれ
に固
有
は、
単にそれだけではな
い。
次の諸
領域に
つ
いて
、
な学習作業の
仕方が要
求される。
むろんそれ
らが無関係
に分
立し
て
いるわけでは
い。
いず
れ
の学
習作
業も、
学習者自身
の思
考!と
く
その
目的
を達成
でき
な
いこ
と
は、
デュ
ウイの主
張する
とおりで
ある。
デュ
ウイは
反 省的思考
の
一
勧恥
過程
につい
て考
察した
ので
あるが、
学習
過程を正
しくとらえる
に反
省的思考
にーよる
ことなし
には、
七
( 一一一一一一、-'
には
、
次の諸
領域毎
に立ち入
った
細部的
・分析的考究
が必要で
あ
る。
(乙
の点
は、
第三章の
教育
実践
学の
とこ
ろで
論ずる
。)
) 噌'A( 
直接経験と主体的体
験による学
習作
業。
(自然
的学習生活か
ら、
意識的生活学習i
生活による学
習作
業ー
への
発展)
(2) 
客態文化
の理
解を目
的とする
学習作業。
(生活学
習からの発
展
として。
また
今後の学
習作業
への
発展の媒
介として)
(3) 
科学的事実
認識を目的
とす
る学
習作業
。
(4) 
作業技術
の習
得を目
的とする学習
作業
。
(5) 
各種
の表現活動を目的
とする学習作
業。
(6) 
高次の
実践と自覚を志向する
学習
作業。
(後
の四つ
の学
習作業は
ω・
ωの学
習作業と密接な媒
介的関係をも
っ)
(C
) 
思考的行
為主体
の成立
人類の幼
児は、
有機体と
しての
成熟と発達
、
それに本
節で考
察し
た諸般
の学
習
によ
って
、
少年後期あ
たりから
、
「人
格的行為主体」
として
の面
白を顕
わしてく
る。
ここ
にいた
って
、
人聞は
「自由
に行
為す
る者」
とい
うにふさ
わしい条
件を、
相当
の程
度に
具え
てくる。
これから
以
後の人
間
の行
為は、
もはや、
回H同
(戸
別)
レグィ
ンの
の力
学行動論
的な公式で
は、
十全
にとらえる
こと
はで
きな
い。
少な
くも
パl
ソンズ
斗-
HMRgg
の
「行
為者
・状
況系」
28?包苫丘町Oロ
(注目一)
のカテ
ゴ
リがー要
求さ
れるで
あろ
う。
彼は
それをもと
にし
回】『印件何回一】て、
一般
行為論
の展
開をく
わだてて
開何 回目円曲目
け VO OHU『
O同
白口氏
。ロ
いる
。
私は、
私のめ
ざす人
間生成
論の
一環と
して
、
人聞の行
為
体系
につ
いて
私自身の
見解を述
べる
乙とに
する。
) -( 
現実
・主
体・状
況・世
界
パl
ソンズに
よれば、
「状況」
は
の諸
対象か
ら構成
され
ている
c」
ただし
「行
為者
は、
彼の状
況をか
たちづ
くっ
ている
各種
の対象と
の関 連にお
い
(注雲)
て、
自分をさまざま
に定位す
る」
のであ
る。
パi
ソ
ンズは
、
主体の
「定位
。同-四ロ件同件-oロ
状況と
の円環
的共範関
係をうまくと
らえ
てはい
るが、
「現
実」
との
関係が明
瞭でない
。
ヤスペ
ルス
に
よれ
ば、
状況
とは、
「現存
(生活
し行為
する生きた人間
)として
それ
に関心を
も
っ主
体に
対す
る現実」
ヨコ
同 E
-nvwoX
]町民円
何時ロ
白ロ
ロHH
白】田
口白血命日
ロ-
ロ件。同何回mw-030印
ωロZo-a
その
主体に対
し
て、
制約
開gnvEロWロロm
(注目酉)
(限定)
あるいは
活動範囲
ωEZEロヨ
(自由)
を意
味す
る。
であ
り、
乙の
現実は
、
「世界」
は、
自然科学な
らび
に社
会科
学にお
いて認
識される
存在
と事
象の
総体を
意味す
る。
それは
認識対象
とし
ての
自
然的世界
(↓
字宙)
であ
り、
歴史的社会的世
界である。
ところ
で歴
史的社会的世
界はむ
ろん
のこ
と、
自然的世
界で
さえも
、
主体の定位の仕方
(要求
第二章
自成的
教育と人間生成
と関心
のもち方
、
認識と行
為
の仕方)
によ
って
、
意味が変
って
くる
この
面で、
世界は主体
の
「状況」
といえる
。
とい
う
一面がある。
ノ、
イデ
ッガ
l
の「
世界
」が
これ
である。
した
がって
、
彼のいう
「世界内
存在」
は、
本質
的にはヤ
スペ
ルス
におけ
る
「状況内存
在」
El含一円i
ω日ZEFOロ1ωoE
にひとし
い。
しか
し世界は、
同時
にまた、
主体か
ら独
立し、
しかも
主体の
行為を限定する「現実」
であ
り、
とくに、
歴史的社
会的現
実m
g
n E
nv
E
n vIm g
o --REE
w
vo
当
-HE
nvwo
主
であ
る。
ハイ
デッ
ガ
lや
ヤスペ
ル
ス等の
実
存主
義は
、
世界
を主体
の状
況とし
て自
覚す
る方
向
に力点をお
いて
、世界の
現実性を軽く
あつ
かって
い
るように
思える。
人聞が世界
内存在
とし
てで
なく
、
世界内存
在とし
てあ
っか
われ
てい
る。
(2) 
行為的主体
の自
己定位
いま
は行為の
主体的条件を分析
する
乙と
にしよう
Q
右の点
を
はっ
き
り
と意
識したう
え
で
心理
学的
に
は、
行為の
主体的条
件は、
要求
(↓動因
・動
機)
と、
その
目的を実
現す
る手段機
構
(知覚運動系、
獲得
連関な
ど)
とに分
析
する
こと
が
でき
る。
ω人間
も、
ける。
その要
求を
達成
するため
に、
環境
へはたら
きか
乙乙に
「環
境
への
ふる
ま
いかけ
」
国-nV
N口
内回2
CB巧色件
42V丘宮口
として
の行為
、いはば
外的行為
肱ロ回目22
回目色巴ロ
があ
る。かかる人間のは
たらきか
けに対
して、環
境
が逆にはたら
きかえ
す
から
、乙
乙に
人間
と環境
の交互作用
者
2
vg
-当
日同
FE
ロm -Z
Z
E
E-
oロ
七
，胸、一一一一一一一、..;
教育の
人間学的攻究
が成立する。
町人聞
が直
接学習
の段
階に
ある
時期
は、
かか
る交互作
用のカテ
ゴ
リー
だけで事
足りる
であろう
。
しかし
言語学習
が進行
し、
学習
が媒
介学習
の形
態をと
って
く
る頃に
なると
、
すでに
「経験
の内
面化」
がかなり
進行し、
また
「自分と
の会話」
がおこな
われる
よう
になる
c人聞は
、もは
や環
境
へ直
接・
無媒
介的に
はた
らき
かける
ので
はなく
、
「自分自身
へふ
るまいかけ
る」
印-口}M
Nロ
印-口町
田巾】σ田仲
〈巾同町出】骨四ロ
ようになり
、
かか
る内的行
為
吉ロ22
間同ロ骨川冨
を
媒
介
として外
的行為を遂行
する。
かくして、
人聞は
環境と
の直
接的交互
関係か
ら解放され
た、
そし
て世界
へと聞かれた在
り方を
、その意
識と
行為
の面で
、実現
する
乙とに
なる。
人聞は
、かか
る自覚的
・行
為的主
体と
して、
世界のなか
で自
己定位的
色口F
2日22m目白色
に行
為す
の
であ
る。
もっと
も、
人聞は
つねに
自覚的
に自己を
定位
するわ
けではない。
むし
ろ「習慣」
によ
って、
自己
を定位する
のが
つねであ
る。
と
いう
より
は、
むし
ろ習慣
が主
体の行
動を
方向
づけるの
であるQ
その方
向が主
体の要
求実現と矛盾
しな
いかぎ
り、
主体
は習慣に自己を
委ね
てお
れ
る。
しか
し
一度
び外的
ある
いは内的条件が変化し
て、
要求
の実
現
が阻
止される
とき、
主体
の意
識的な自己定
位が必要
になる
。
そのさ
い、
人聞は、
依然
とし
て習慣の惰
性に自己を
委
ねる乙
ともあり
、
「い
かに
なすべ
きか
」と
意識的
・積柘的
に考え
る乙
と
もある
。
「問題」
七四
'(
一三
四)
は、
なによ
りも、
実際
に「私(
私たち
)はい
かに
為す
べき
か」と
いう
実
践的な問
題
である。
しか
し、
世界に対し
て聞かれ
た存
在と
して、
人
そ乙
から
さらに、
「世界の
現実は
いかに
な
って
いるか」
と
いう
国 同
斗 4 5、
fl 問題を意識す
る。
また、
自分自身に
ふる
まい
か
ける存
在と
して、
人
「自
己をい
かなる形に
表現
すべ
きか」
とい
う問題もお
乙つ
間 同
4 r 」
斗 J O
fl{ てくる。
そして
これらの問
題ほ、
直接
あるい
は間
接に、
「私
(私た
ち)
はい
かに
在る
べきか
」
とい
う
「思想」
的・
世
界観的
な問題に
つ
なが
って
いる。
人聞が
これらの問
題
にたい
して
自分の
「態度」
を決
めよ
うとする
意識
的な仕方が、
「関心」
であるc
(a) 
実践
「私
(私たち)
はい
かに
為
すべ
きか」
という
問題は、
的関心をも
って
意識され、
ι山
認、
識、
「世界
の現
実
ばい
かに
な
って
いるか」
という
問題は、
、 、、
的関心をも
って
意識
される。
(c) 
表、
現、
「自己を
いかなる形に
表現
すべ
きか」
とい
う問題
は
的関心をも
って
意識され、
(d) 
思、
想、、
「私
(私
たち
)
ばい
かに
在る
べきか」
とい
う問題
は、
、、
、
的関心をも
って
意識さ
れる。
右
lこ
J、え
た乙 そ
オL �L 
が ぞ反、 れ
省、 の
的、 関
思、 心
考、 を
もっ
て
人聞は、
直面す
る問
題に
つ
いて
考える。
円四時】巾口丘
〈巾
己弘ロWFロm
であ
る。
反
省的思
考に
おいて
、
右に
のべ
たさ
まざま
の問
題に
ついて
、
いかに
考
ぇ、
いか
に為
すべ
きか、
主体は
自分自
身と会話する。
かように主
体
は自問
自答
しながら
、
外にむ
か
つて
行
為し
そ
こ
lζ 
は実、 一壬干、 日山品 、 帯
問 、 tど菜、 Z
め
表
現
し
自分
の在
り方を
定め
ようとする
。
人
閣
の企、 。投、 話
的、 g
白 一' 
己 E
同町片岡HWUHm
とも
いうべ
き思考が
はたらい
ている
。
定位は、
反省を媒介とす
る実行的思考
によ
っ
てお乙な
われる。
ただ
し、
思考は必ず
しも論
理的
では
なく、
つねに
客観的
・
科学的
であ
ると
はか
ぎらな
い。
むしろし
ば
しば非
論理的
・主
観的
であ
る。
この
よャ
つ
なばあ
いまで
ふくめるため
には
、
H思考u
という
より
N思今?
とい
う方が妥
当
であ
ろう。
(3) 
思考的
行為主
体にま
で生
成をとげ
存在
・経
験・体
験・思
想
た人
聞は、
意識的
に自己を
世界のなか
に定位しようとする。
その
行
為は、
「自
己
への
ふ
るまい」
と
「世
界へのふ
るま
い」
とをふくんで
いる
。
行為に
おけ
る「
世界
への
ふる
まい
」(
はたら
きかけ
)の
面が
「経
験」
である。
そこ
にも
、
経験が内
面化される程
度と仕方に
おいて
、
「自身
への
ふる
ま
い」
が
ふく
ま
れてい
るが、経
験が、も
う
一度
「自身
へ
のふる
まい
」
へひ
るがえ
っ
てく
ると
乙ろ
に、
「体験」
が成立する。
私の
いう
「経験」
はデ
ュウイの
叩同匂叩門戸内叩ロno
はほ
ぼ相
当し、
験」
はデ
ィルタイ
やシ
ユ プランガl
等の
デュ
ウイは
、
すぐれて
実践的な関心をも
って
なされる行
為
(と
く
に作業
的経験)
をモデルに
して、「経験」
の哲学の展開
した。
これ
に対して、
開門】何回】ロ宮
にほ
ぼ相
当する。
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ディ
ルタイ
等は、
すぐれ
て表現的な関心をも
って
なされ
る行為
(とくに
芸術的体験)
をモタル
にして、
生命
の哲学|
「体験」
の哲
学ーを思索し
たと
いうことができ
よう。
認識に
つい
て も、
デュウ
イ
は主に自然
科学的
認識を、
ディ
ルタイは
主に
精神科学的
認識を問題
にして
いる。
の哲
学は、
人聞を外界
への
とくに作
業的
・か
つ
(自然科
学的な意
味で) 「経験」
認識
的なは
たらきか
けの相
においてと
らえ、
「体験」
の哲
学は、
人聞を
世界との関
係にお
いて
、
とくに
自己省察的
・自
覚的な
はた
らきの相に
お
いて
とら
えている
。経験が遠心的
である
とす
れば
、体験
は求
心的
であ
る。
次に引
くシ
ュプランガ!
の文
章は、
体験
、と経験の
方向的
相異と連関
をとらえるう
えに
一つ
の参
考に
なろ
う。
「自発
的ない
し意味付与的
ふる まい
巳ロロ同叩σgι2
〈REFS
とし
ての
作用
〉吉
に、
受容
的ない
し意味充実
的ふるまい
曲目ロ5広三-gι2
〈RE-gロ
として
の体験
開ユ叩宮町闘
が対応する。
:::作
用と体験は、
はっ
きり 分 離 す
るこ
とができ
ない。
なぜなら
、
あらゆ
る作
用には
、自我
へ働
司喝さ返え
す体験的契機
包ロ
ET四回目
Hnz
gznwd号rg円四g
何ユ叩宮古1
自白目。三
が同時に
ひそんで
おり、
あらゆる体
験に
はそれと
逆に働く
作用
(注目玉)
的性格
闘叩向。ロ耳目円宮ロ
円四g
〉En吉岡白E2が
ひそ
んでいるか
らである。
」
体
人聞は、
世界をか
たちづ
くっ てい
る存在
者の只
中で、
自ら
も存在者
として、現
実と
の関
係にお
いて
生きて
いる
。
幼児
は、A
図がしめすよ
うに、
習慣と言語
的思念に
よって
、行
動する。
人聞が
人格的
・思
考的
行為主
体に
まで生
成す
ると、
B図
のよ
うに、
事情
はか
なり
複
雑にな
七
五
(一
三五)
教育の
人間学的攻究
る。
現実と
の遠心的
・「
経験」
的・
経験科学
的な関係の発
展とし
て、
科学的認識
(自然科学
・社会科学)
が進めら
れ、
現実と
の求心的
・
「体験」
的・
自己
省察
的な関係の発展
として、
人格的
自覚が深ま
っ
てゆく
。
この
よう
な科
学的
認識、
人格
的自覚、
およ
び諸
般の情
報的
知識の、
複雑
なか
らみあ
いとして
、
主体の思想
体系が
つく
られ
る。
(4) 
価値意識
の
行為的発達
人聞の
行動と思念、
行為
と思想
に
[ま
「価値意識」
がは
たらいて
いる
。
価値意
つね
に、
なん
らか
の
識が
いかに
して成
立し
、
いかに発
展す
るかは
、教育人間
学
のも
っと
も基
本的か
つ包
括的な
問
題で
ある
。
そ
の解
答を端
的に
いうなら
ば、
人間
として
の生
成とともに
価値意
識が発生し
、
そし
て発展して
ゆ
く。
だから
価値
論は
人間生成
論に帰
着
する乙
とになる
。
価値意識が多
少ともは
っき
りと成立するま
えに、
有機体
とし
ての
人聞にと
って価
値ある
ものを
、
大人たち
は子ど
もにあたえる
。
すな
わち子ども
の生
理的
要求
を充足
する母
乳や温か
い衣
類などが供
与
V20円向。ロ
され、
また温か
い配
慮
ヨ耳目。話一冊
によ
って保
護や愛
撫が
あたえら
れる
。
子ど
もはそれ
らを快よ
い
白ロ何冊ロ冊目H阿国
もの
と体感
する。
それ
らは子ども
にと
って
「価値
あるもの」
それ
らは
生命価値
izu
巧2Z
をも
っ
円四白血
4目、。
円白骨町田同件。
であ
る。
抽象
的に
いえ
ば、
てい
る。
純粋
に有
機的
・生
理
心理的
生命の次
元においては
、ヴァ
レ
ンス
4白目印同Hnp
〈包冊目N
(誘
意価むし
ろ誘引価)
をも
っと
いわ
れる
。
七六
(一
一ニ六)
(AI (6) 
「ヴ
ァレ
ンス
」
は、
動物
にも 適用
でき
る力学行
動論のカテ
ゴリ
ーで
ある
。
精神分析学
ではカ
セクシ
ス
BFO岡山由
という
概念
が用いら
れ
る。
生命
の次
元では
、物や
人
の外
からのは
たら
きか
けが価
値
あるもの
(快よ
いも
の)
として体
感される
一方
、
主体の自
己運動
カール
・ビュ
lラ
!のい
う機能快感
が自
発性を高
めるに
つれて、
匂ロロ宮山Oロ回
片岡市ロ仏巾
も体
感さ
れるようになる
。
人間は、
一一次
的生成をすすめ
るに
つれ
て、
より精神的な社
会的
・
人格
的要
求
をも
つよ
うになる二
四七
頁以下)
乙の
段階になると、子
ど
もは、
それらの
要求を
充足す
る外部
の物や人
や諸
般
の事
象を、
「価値
あるもの」
と意識し、
また自
分自身
の活
動に
つい
ても
n活動
快感“
(〉wtig仲間片岡O
E仏見)
を意識し
はじめる
。
いく
らか
まともな
n判
断“
ができ
るまでに
思考
能
力が明申達して
くると
、価値
判断も
できる
とと
に評
価作用
巧2ZP
巧目立gm
が成立する。
幼
児の
思念
体
系には
、価値
判
断にかん
する諸概念と、
彼が価値あるも
ようになる。のと
感じ
、
考える、
ある
いは
大
人に
教えられた物
・人・
事象など
の心
像が、
すで
に少
なから
ずふ
くまれ
てい
る。
子どもが
人格
的行
為主体と
し
ての
面白をあら
わしてくる少
年期に
なる
と、
とれまで
の社
会的
・人格
的な生活の
経験と
体験、
諸般
の学
習、
要求
の新たな
る発
展、
実践的
・認
識的
・ 表現
的
・ 思想的
関心の
高まりな
どに
よって
、生命価値、
経済価値、
社会価値、
認識価値、
道徳価値、
宗教価値な
どが相
当に分
化してくる
。
子どもは、
例えば
経済生
活に
おいて
、
或る
ものを
価値
あるものと
感じ
或は考え
るだけ
第二章
自成的教育と人間生成
でな
く、
さらに、
そのよ
うなも
のに対
する要
求
(↓願望)
を強め
て
くる。
他の
生活領
域にか
んしても
、
同様の
乙とがみ
られる。
私は
いま
「:::価
値」
と
いう
名詞的概念を用
いた
。
乙れ
は便宜上
の表現で
あって
、
私は「価値
」
それ
自体が存 在す
るとは考えな
い。
主体
にと
って
、
例えば
快ょいとか、 有用
ロ丘
江戸島
であるとか、
美
しい
聞の何回Cロ
等々
(或は
その
反対、
ない
し中間)
と感じられ、
考え
られるもの
(物、
人、
行為)
、或は快
感や満足が感じら
れ
る自分自
身の
身体的
・精
神的
・ 社会的
な活動
・作
用・行
為などが、
主体
によ
って
「価値あるも
の」
とし
て体
感され
、判断され、
追求さ
れるのであ
る。
したが
って
、
「価値あ
るもの」(
抽象
的な
一般概
念で
いえば価値)
は、
要求をも
っ人間的主体の体
感、
判断、
願望
と相関的
に成立す
グ価値u
が主体に
全く
内在的
であ
り、
乙の
と
は、
またかか
る意
味で
全く主観
的で
あると
いう乙
とを
意味しな
い。
例えば食
物のよ
うに、
主体の
要求を充足す
るもの
が主
体の外
る。
と
ころ
で、
(a) 
に在
るばあ
い、価
値あるも
のは
、主
体に
内在的
吉岡自由ロoE
ではなく
て、
超在的
可白ロ回NOロ仏OE
な対
象
と
してある
。
しかし
、
それ
は主体
によ
って価
値 あるもの
と意識
される
(感じられ、
考えら
れ、
望まれ
る)
という
面では
、
主体に内
在的であ
り、
主観
的で
ある。
かかる意
味に
おいて
、
，価値a
は、
主体と
の超在郎内在
件Egggg件
の関
係
主体
のはたら
き
にお
いて成
立する
。
機能快
感の
ように、
ただし、
七七
(一
三七)
教育の
人間学的攻究
(広義
の作用
)その
ものが
、
(快よ
い、
楽し
4白-ロ担げ-o
い等々)
と感
じられ、
考えられ、
望まれる
乙と
もある。
n価
値あり“
乙の
ぼあ
い
H価値d
はすぐれ
て内在的
であ
り、
主観的
なニ
ュア
ン スをつ
よくも
って
くる。
しか
し、
そ
のよ
うなばあ
いで
さえも、
価値が全く
主観的
だとは
いえな
い 。
例えば認識作用な
どの
ように、
客観
化され
る可能
性をふくん
だ
はたら
きもある。
日ヨ)
右に示
唆
した
ように、
超在的対象
の価
値意識が客観的
で、
内
在的
作用の価
値意識が主
観
的であるとはか
ぎら
な
い。
対象
あるいは
作用を
n価値あり“
〈恒吉白Z
巾唱
者25阻止
と感じ
或は
考え
る主
体の
内的諸条
件、
対象
あるいは
作用
の種
類、
ならび
に社
会文化的諸条
件
が複
雑にから
みあ
って
、価値意識
(価値
感、
価値判断、
価値観)
が
より主観的な質をお
びること
もあれば、
より客観的な質
をおびるば
あい
もある。
対象
ある
いは
作用にか
んす
る価
値意識
には
、
認識価値
のば
あいのよ
うに、
客観化
の可能性が
大であ
り、
また客
観化
される
こと
が望
ましいものも
あるが、
芸術価値など
のよ
うに、
客観
化に限
界があり、
また
直線的
に客観
化される
より
も、むし
ろ個性
化される方
が望まし
いという
見解
のな
りたちうるものも
ある二
般的
にい
って
、
遠心的
客
観化
の方
向に
より高
い 価値性が
もとめら
れるもの
(例え
ば認
識価値)
と、
求心
的伺性
化
の方
向に
より
高
い価値
性がもとめら
れるもの
(例え ば芸
術価値)
がある。
ただし
、
乙れ
ら二
つの方
向も
七八
(一
三八)
密接に結びあ
って
いる。
例えば芸術的価値意識も、
全く
主観的
・個
性的なも
のと
、
より
多
くの人々
に共
感され理解され
るという
意味の
客観性をも
って
、しか
も個性的な価値意識も
ある。また認
識にかんす
る価
値意識
は、
非人
称的
な客観性が高
まるほど
望まし
いけ
れども、か
かる
価値意識が主
体自身
の認
識作用
にお
いて
実感的
にもたれて
乙
そ、
主体
にと
って意
味をも
った
もの
になる
。
わけでも
教育
にお
いて
は、
物理
的対象、
作用の結
果、
ある
いは歴
史的所産
それ
自体
の価
値
ト晶、打ノふも、
それらに
n価値ありu
或は
H価
値なしu
と感じ考え
る主
体
の内的条
件を育成
する
乙 ・と乙
そが
大切
である。
とこ
ろで、主
体の
価値意識を規
定す
る内的条
件と
して
は、
人間の自
然的要
求に由
来するもの
のほ
かに
、
主体が
そ
こで
生い立
ってきた世
界の歴
史的
・社会的、
文化的諸条
件によ
って
形
成されたもの
とがあ
る。
しか
も両方は、
密接
にむす
びあい、
その
時々
の状
況に
おいて
、
あるい
は長
期にわた
って
、主
体の
価値意識
を規定
する。
(二
を参照)
注‘
梅本、
前回、
八木
「学
習の心理」
一三
頁
注
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五
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国白ロ円四σDDW
D向
。EE
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ロω
三
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目。可
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、H，FO
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包ロ『叩
白ロ品
。。ロ岳民。ロ
凹
白内
戸叩白円ロ山口問・
同YH
N
注七
平凡社
「教育学一事典」
の「
学習」
の項
を見よ。
注
"、
朝 倉 書 庖
→教育科学辞典」
の「
学習」
の項
を見よ。
フリ
!
?ンの
原
典は見る乙
とがで司
きなか
った
。
注
九
F-
ハい白円自由同町田叩戸
冨白ロZ曲目
えの
玄E
MVmu『nFc-o同司・
同M・
ω吋印
注
Cコ
回 一ロ品
0・d司
冨cd〈門戸
、H，F叩巴門
司
戸叩白円ロ山口問
岡山叩『凹ロロ国-zu『
注 UU『ロ白BW
凹・
。HH白岡】・
少一戸
{)
アス
ラチ
プ
/、
柘植、
丸山
訳「
バヴロフ
」
一O
六l
一一
一一一
頁
注一一
一
回目
印在ロロ叩ア
ω丘叩ロno
c時
国OFE品ロタ
同y日
日
注
出口岡田円品
目ロ品
富田円。丘タ
ハいOロ丘三 ロgm
白ロ品
F22吉岡
注一回
冨ロ
の02F"
。司・
n-仲・
同】・
吋由
注一五
ω回向山ロロ叩円・
。同】-
n即時一-
唱・
出 ω 1 B AH
注一六
関白円】
回E
F ZF
U目。
唄w回目巴向。
開ロプヱnwHロロ岡
島叩師
同日ロ品叩m-
∞-
H0
・
∞A日
.ω 白 日 ・
AHH()
注一七
者三時間白ロ同
EFZ円-
Ez---
岡市ロN宮民g同
白ロ
〉ロ件寄
与。日常ロ
注文
もっ
とも、
道具的思
考による問
題解決
にさ
いしては
た
らく洞
察
巴ロ回目nvp
吉田仲間宮
は、
知覚と運動の
直接的密
着が被れ
ると乙ろにひ
ら
めく
もの
と考えられ
るから、
道具的思考は
すで
に多かれ少な
かれ純粋な
知覚運動次
元を超え
る方向
をむい
ている
。
注一九
ワイツ
ゼッ
カー
によ
れば
「有機
体は
つね
に環境の何
が自分に作用
するか
を規定し、
また環境は
つね
に、
有機
の何
が興
奮
するか
を規定す
る。
あらゆ
る刺激がす
でに
一つ
の選
択で
あり、
したが
って一
つの
形成
第二章
自成的教育と人間生成
pugロロ同
(成形)
である。
あらゆる興
奮がす
でに
一つの
変調
CB由民51
BEロ闘
であ
り、
したが
って乙
れまた
一つ
の形
成
(成形)
である。
われわ
れは、
乙のよ
うな
円環的な結び合
い
町旦包ユ広巾
〈2vzロ品g
F色丹
を形
態円環
。gSEW32
(ゲ
シュ
タルト
クライ
ス)と
よぷ
乙と
ができる
。」
〈同一
関白ユ
』白印刷xwg-
〉ロ岡市gaロO
司38F。唱回同月回。-c岡山叩-
m-
ロ N
触覚と
運動、
光覚と限球運
動の関には
、
乳児
期の初
期には
やくも形
恕円環が形
成さ
れて
いる
。
しか
し人間に
おい
ては、
視覚や穂覚と運
動との
形態円環
が完全
に形
成
され
る乙
とは遂にあ
り
えな沖
とい
わ芯ければな
らない。
おi
cコ
出血ロ回
当25円日宮内EFEロ岡
山口
品目叩 開己主nrZロ岡田宮司nz-SF
∞・
品∞
同一一
注
』CFロ ロ243J
UOB。ロ門田口『
白ロ品
開門Egz。P
同M-
一戸 市) N
』oZ
U044
4・
一出口若
者。
吋vgw-
岡山・
ω1由
注三一注
』巾白ロ
岡山富一同叩グ
FO
F国ロ岡田問。
叩件
目白一
司叩ロ田b巾
nyoN
H ・開ロ同白ロ47
FO
』ロ同叩同国巾ロ丹
市仲
Z
HN白町田口ロロ叩goロ仲
nF叩N
H・ 関口同白ロ件
注ニ四注ユ五注一一六注ニ七
河口回目角川口.
。-H広島円叩ロ.師
、H，Eロ玄ロ同・
同Y十
町
民吉岡田-3、
白ロ品
。白円門司・
0同M-
n伊丹・
司
ω ∞ 由
t ω ∞ 吋
ロ・
同・
河口am-
--
。同】-
a片
岡y
HH・
。町田岡Y
∞
さい
きん我
が国の教
育
界には、
時おり、
感性的、
倍性的、
理性的学
習(
ない
し思考)
とい
う言
葉がきかれる
。感
性、
悟性、
理性などの概
念
を、
ウォルフ
ハい宮己目立白ロ
巧三月
忌芯1H吋E
やカント
の時代と同じ意味
に使
うので
あれば、
現代心理学の発援を無視した時代錯誤、
学的停滞と
いう
ほかはない
。
しか
し理解の英
語
ロロ品叩ggロ品目ロ聞
は「
悟性」
という
意味もも
って
いる
から、
理解的思考告悟性的思
考と
いうこ
とはいち
おう
ロ白三島
民・
七
九
こ三
九)
縦
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と
集団と社会的行
為主体
の形成
(C) 
歴
史
(1) 発 (8) (2) 
展
と
人
聞
の
生
成
生活
団におけ
る文化の学習
先史人と始源的社会
(4) (3) (2) 
繁明人と
奴隷制社会
超越人
と封建制社会
開拓人と現
代の問題
乙れまでに
述べ
たの
は、
人聞が
人格的
行為主体
へ生
成してゆ
く過
程のあ
らま
しであ
った
。
その
つど
指摘
したように、
人聞は社
会のな
かで
、社
会的存在
者とし
て生
成する。
人聞の
人格的生成
は、同
時に社
会的
生成であ
り、
人格的行為
主体
はまた社
会的行為
主体でも
ある。
人聞
は人々
冨立自由ロ田口vg
との
社会的共存者
冨EEmmm吉弘2
と
してのみ
、
個体的存在者
ロ虫色g色g
たる
乙とが
でき
る。
人類の幼児は、
人間と
してのも
っ
とも
基本的
な種
属的体制が
つく
られ
てゆ
く
一
次的生成
過程にお
いて、
はや
くも既
に、
人聞の社
会と
実存的
に結ぼれ
てい
る。
無力
な幼児
の
生物
学的実
存が、
H生
命的
a
に、
大人
の
保護と育
成
を必要
とするから
である。
言語
はむろん
のこ
と、
直立歩行
のよ
う
な人
類種属
の基
本的な
運動様
式でさ
え、
人聞社
会
のなか
で、
大人の助
力と指
導を受ける
乙と
なしには
、
満足に
習得す
る乙
とができ
な
い。
第二章
自成的教育
と人間生成
もっと
も、
最近
の動
物学
は、
人間
以外
の動
物に
も集団
生活を
営な
み、
成員同志
でコミZ
ニケ
イジ
ョ
ンを
おこない
、
集団生活
によ
って
H 種
社 々
会 の
生 行
活 動“
様
は 式、
が
入 学
問 習
の さ
独 れ
占 る
物 と
で い­
lま( う
なさ 事
い) 実。 を
ひろ
く発見し
ている
。
しか
し人聞
の社
会生活
には
、
まず、
身体構造、
運動
様式、
意識活
動、
言語能力、
衝動と要
求な
どにみ
られる人
類の心理
生物
学的独自
性のなかに
、
他の動
物の社
会生活と質的
に異な
った
もの
に発
展す
る，
必然
性がある。
わけでも
、
自然
にはそん
ざ
いしない道
具を作り、
こ
れを用
いて
自
然に働
きか
ける労
働の能
力、
また労
働をは
じめとする
集団
のさ
ま
ざま
な生活を営なむさ
いに
、
言語を用
いて
思考し、
言語
さき
にあげた人類
の心理
生物
学的諸特性とむ
すびあ
い、
動物的自然的群棲
の水
準を
こ
によ
ってコミュ
ニケ
イシ
ョ
ンを
な
しうる能
力が、
えて、
歴史的
に発
展する文
化的社
会を
つく
りあ
げて
きた。
人間の社
「歴史的
に発展 する社
会
・文
化的
生活」
mRZInc-EE­
--P
なの
である。
人間の社
会
はJ
同
時に
つ
ねに文
化的社
会であ
り、
会生
活は、
歴史
的社会
(先史をも
ふく
め
て)
である。
人間
生活にお
いて、
社会
と文化と歴史が密接に結
びあ
い、
人閣の生成はそ
のつど
の歴
史的条
件のも
とで
、
有機的成熟
と学
習によ
る社
会的
・文
化的発達と
の個
体
史的統
一
として
進行
するc
A 
(一四一)
教育の
人間学
的 攻 究
(A
) 
生活文化
と人
間の生
成
(1) 
ユクス
キュ
ル が 強調
したように、
あらゆ
人間生活の文
化性
る動
物の
生活には、
閏有
の体系があるG
だが
動物
の生活
体系
(主体
-環
境体系)
は、
自然
のプランに
よ
って
、 種属
毎にほとんど
全く決
定さ
れている
。動物の生活
には
n進化μ
はあ
っ ても
、
N歴史
“
はな
ぃ。
反対に人間は、自
然か
ら大きく手
放され、「
自由に
行為する
存在」
とし
て生成
するよ
うに課題づ
けら
れた動
物
であ
った
。
人間の生
活体
系は、
系統発
生的に
も伺体発生
的に
も、
歴史的
発展にむか
つて
聞か
(注
ニ)
れて
いる
。
人聞は
「歴史
的に様々
に生成しう
る動物」
なの
である。
人類のみが
歴史的生成をと
げる
ことができ
たの
は、
自然
との
関
係、
同類と
の関
係、
さらに自
身
との関
係にお
いて
、 文化を創造する
乙とができ
たからであ
る。
文化は、
有機的
生命
の発
生
・発
達の
過程
から
独立に
、諸々
の伺
体の
経験と学習成果を、
他の個
体に
、し
たが
っ
てまた
後の世代
に伝
達する
こと
を可能にし、
生活の累
積的発展を可
(注一ニ)
能に
した。
また、
文化創造
の必要と能
力をそなえ
てい
た人類の生
物
・心
理的
特質が、
すでに
始源人類
の段
階に
おいて
、
人類の社
会生活を、
他
の
動物
とは
質的
に ちが
っ たもの
たら
しめたQ
この
独自
の社
会生活が、
文化
の創
造と発展を可能にし、
逆に、
独自
の社
会
・文化的生活が、
それら
の複雑な連関とし
人間
の心理と
行為体
系をま
すます変容し、
l\、
(一四
ニ)
て、
極め
て高
度の社
会
・文化的体系
gn-onEEE-
回官官B
がつ
く
られ
てい
った
。
人類
独自の
生活体
系の全
貌を
一挙
につ
かむこ
とは
できな
い。
まず
それ
もとく
に生活
文化
を中心
に、
人間の
生活体
系の
一
文化生活面を考察し、
人間生成に
一つ
の照
射を
試みる
ことに
しよう
。
では、
「文化」
とは何であるか。
同学
習された行
為の様
式c
ギリン
は、文
化を端
的に「人
の々
歩み」
(注四)
者同Mwm
O 同
BOロ
(人間
の道
)
といい
、
リントンは
やや限
定的に、
そ
れぞれ
の社
会
がも
っ
「生活
の仕方」
者同可m
O 同
ロ貯
(注五)いる
。
ゥォl
リスは
、
としてとらえて
(注六)
「生活ま
たは
思想の様
式」
と.い
って
いる
。い
ずれ
にせよ
、文化は人聞が生得
的に具
えている
もの
では
なくて、
ノ、
-ス
コヴ
ィッ
ツ
冨
-Z
Rm woig
が指摘し
たように、
(注七)
の学
習的部分」
であるc
リン
トンも
文化
の構
成分とし
て、ま
ず
「学習
「人間的行為
された行
動」
]22a
zEio『
をあ
げて
いる
。彼は学
習された行
動には
、単に具
体的
・身体的行動
040F
匂Zm吉田-
zziR
だけ
でな
く、
内面的
・心理
的行動
も少くま
れること
を、
ロ04四円F
切回
可nFo-oh札口同】
σ四回同白4--o円
(注八)
正当
に指摘し
て
いる
。内面的行動は
ウォi
リ
スのい
う
H思想u
をふ
ぐむと考
えてよい
。
ともあれ、
文化は、
人間
の学
習と本
質的にむすびあ
って
いる
。文化が教育
人間
学的考察を要
求するゆえ
んは
ここ
にある。
、、、、、、、、、、
制学
習された行
為の
所産。
リントンは
、文化
の第二
の構
成分と
「行動の
結果」
2凹E2
0同
σ∞Eio円
をあ
げて
いる
。彼によ
- して、れば、
行動
の心理
的結果と
しては
、
個人
の態
度・
価値体系
・知
識な
(注九)
どがある。
乙れ
らは、
他の
学習成
果とと
もに、
私のいう
人間
の思
念
的行
為体
系をか
たちづく
ってい
るG
(七
二頁
以下
)リン
トンは
また、
行動
の物
質的結果と
して、
いわゆ
る物質的文化
をあ
げて
いる
。
乙れ
は、
人間の労
働
によ
って作
り出される。
乙れらの精
神的
・物質的文
化を創
造
する人聞の
行為は、
生得的
なもの
ではなく
、学習
によ
って
習得され
た行
為である
乙とは
いうまでも
ない
。
要する
に
一切の
文化
事象
の根
抵には、
学習過程
(広義の
教育)
が存在
する。
自然と集団と人
間自身。
(c) 
可同国ロN
∞。曲目
は、
文化を
ボア
ス
つの
様相か
ら分肝
的にと
ら
えて
いる
。
α、
周囲
の自
然に
対す
る人間
の適
応
白 色]己注呂町三
丘自
由ロ
吉
田口円円。ロロ
円四Em
EE円四
(自然
の産
物を衣食
住のために
利用
する
乙とを
含む)
、3
、 ある
社会
の諸
個人
の相
互的諸関係
SEE-
円四-E-05
0同古
丘三円吉田】
凹
O 同
曲
目onwE
M『
(性
生活や社
会的行為
の諸
形式を含
む)
、
T、
人聞が自
分自身
に対
して有
する関
係、
すなわち人間の
主観的行動
白ZEE-4m
zzio円
(芸術、
宗教、
倫理、
科学を含
む)
。た
だし、
乙れ
ら文
化の
三態は
「社会集団を構
成する諸個
人」
の
「精神的お
(注一己}
よび身
体的な反応
・行
動の総
体」
を「
特徴
づけ
」
ている
。
リン
トン
互い
に密接に
連関し
、
第二章
自成的
教育と人間
生成
は、
とくに、
ある社
会集団を構成
す
る人々
によ
って
、
文化が分有
品目。
され、
世代か
ら世代
へと
伝達
可自由B芯
(注二)
化の概
念規
定にさ
いして強
調
している
。
乙乙
にも
文化人類学と教育
人間
学と
の密
接な連関
がみら
れる。
ただし
、
人間
と自然
ならびに人
されると
とを
、文
問自身と
の関
係に成
立する文
化には、
分有も
伝達もされな
い文
化が
ありうる。
(2) 
生活
文化
の三
機能
右に
ボア
スと
リントンに
よって
試みた文
化の
考察をもと
にして
、
私の
いう
「生活文化」
の意
味を明か
にして
お乙
う。
生活文
化とは、
人々
の集
まり
(社
会的
集合)
が、
永続的な
生活
共同体
(すなわ
ち生活集団)
へ組
織さ
れる
ことを可
能に
する共
通な生
活
(実際生
活と思想)
の様
式
・形態である。
したが
って
、
生
活文化と
生活集
団とは
、
円環
的共朝関係
をなし、
いず
れが先き
で、
いずれが後である
かを
決
める
乙とはでき
な
い。
より分
析
的に
いえ
ば
ベ人
々の生活が周囲
の自
然との
関係、
彼
らの
所属
する集
団との
関係、
ならびに
自
分自身
との関
係
において
営
なま
れている乙
とと対
応して、生
活文化
にも
、技
術的文化
・社
会的文
乙れ
ら三
つの
方
化・
表現的文
化の
三つ
の方
向が
わかれる
。
ただし
、
向は、
生活集団をか
たちづく
って
いる人
の々
共
通な
生活の様
式であ
るから
、
いずれ
も広義
の
ν社会的
文化d
という乙と
ができ
る。
1\、
(一
四一一
一)
教育
の 人 間 学 的 攻 究
ヘ自
然と
の関
係!
技術的生活文化
広義
の
社会的生
活文化
一
集団と
の
関係l社
会的生活文化
「自
身と
の
関係1表
現的生活文化
3、
生活は、
自然的条
件に
よっ
てi
客観
的に
は周囲の物理的
自然、
主観的
には
人聞
の有
機的自然
に
よっ
てi
規定
され
るだ
けでなく
、
さ
らに人
々
の行
為的所産
に
よっ
て規定され、
また人
々
の主
観的
思念に
よっ
て規定される。
生活文化
には
、
人聞が
創造した物
質的
・精
神的
所産、
なら
びに、
具体的
・ 内面的行
為
の様
式とを区別
する
ことがで
きる
。
ただし
行為の様
式は、
行為的所
産と
しての
生
活文
化と主観的
思念
とによ
っ
て規定され
るし
、
他方、
行為的所
産と
して
の生
活文化
は、
主観的
思念によ
っ
て規
定される
文化行
為の所
産で
あるから
、
文
化的行為と文化
的所産と
主観的思念
との
あいだ
には
、
密接な
三
一的
連闘がある。
r、
生活
文化は、
その大
部分が、
生活集
団に所
産する人
々に
よ
っ
て分
有され、
集団生
活をとおして世
代か
ら世代
へと
伝達され
る。
子
どもは、
人間と
して
の生成の過程
にお
いて
、
彼の
所属する生活集
団
この
ような
生活文化
(所産)
につい
ての
学習、
な
の学
習をすすめ
る。
かか
る学習
'によ
って
は
のなかで、
まず、
らび
に
生活文化
(行為)
じめ
て、
彼は集
団
の充
実し
た成
員となり、
集団もま
たそ
れを支え
る
新し
い主
体を獲
得される。
íì、
四
(一
四四)
思 想
( 思 意)
/\ の! φ
寧�
. �
. �シ
トFや，
/ \ 文
/ ( 文 化 の 学 習 ) ヘ的
( 文 イ
安t， ， ，、自
文化的
所土注
以上が生
活文化
に
つい
て
の概
観である
。
さ
て生
活文化
が人
間生活
において
いかな
る機
能を
はたす
かにつ
いて
は
諸家
の見
方がさまざ
まにわか
れて
いる
。
私は、
三つ
の基
本的機
能を区
別した
い。
生活
文化の
社会統制的機能。
(a) 
デユ
ル
ケ
ムは
とくに
私の
いう
「生活
文化」
に
つい
て
論じ
てはいない
。
しか
し彼の社
会理論は、
生活
文化の社
会統制的機
能
をとくに強
調
したもの
と解される。
特
デュ
ルケム
によ
れば、
それぞれの時
代、
それぞれ
の地域に、
殊」
な社会が
みられ、
それら
の社
会はそれぞれ
一つ
の
「独
自なる種
{注一Z
)
。師同MAKO
EMZEw
である。
社会学
は、
まさ
にこ
のよ
うな
「種」
として
の社
会を成
立たしめて
いる
社会的諸事実を、
科学
的に認
識しなけ
れ
ばなら
な
い。
「社
会的事実」
世芹
gnu-
とは、
「固
定した、
あるい
は固
定しな
い
一切
の行
為様式
吉田旦02
内HO
E-E
lil個人
に対して
外部か
ら或
る拘
束を
加え
ることのでき
る行
為様
式である。 或はまた、
固有な存在をも
って
与えら
れている
(種
としての)
社会
の範
囲にお
moロOBZ
で、
個人
的諸
表現から独立
宮内HamロA2忌
な
(注一三
一切
の行
為様式
であ
るc」
もし
デュ
ル ケ
ムが
生活文化を、
いて
普遍的
社会的事
実と
しての行
為様式と
見たと解
するこ
とがゆるされるなら
ば、彼は
私の
いう
生活文
化が、
個人から
独立な外
在 性
Z広三。ユ芯
をもち、
個人
に対
し
て
「強制力」
ロ00門口F4E-oロ
を有
する
乙と
を強調し
たと
い
って
よ
い。
デュ
ルケムのい
う「集
合表象」
Z宮古gE巴Oロ
no--2丘40
は、生
活
文化のとくに意
識的
あるいは思
想的な側
面と解
する乙とがで
きる
。
表A口表象
は、
簡単
にい
えば、
「集
合
的に
つか
まれた集
団の
諸の々
信
念、
傾向、
慣行」
Fg
n53209
-g
ZロAESP
-g
uE立ρ5
(注一回
〉
A o
mgz℃
℃片山田
no--022050ロ件
であ
る。
くわしく
いえ
ば、
「諸
々
の個
人的意識
口82B22
百円HZEE--2
の外
部に
存在
するという
著し
い特
性をしめ
している
行為や思想
や情感
の様
式」
自由ロ芯Z
円
(注
一王 〉
ωmF
含宮
5
22含
由。ロ寄
(行い方
、 見方、
考え方、
感
じ方
)
が
反復
され
る結果、
「比澱」し、
「独自
の実在性」
芯色目骨骨
臼E
m222
第二章
自成的
教育と人間生成
をも
つにい
た
った
もので
ある
。
集団
の集
合的習慣
てEzzr
ロoロ2立，Z
(慣習)
、
法律的
・道徳的諸規則、
格品一一日口
や但
言、
宗派や
政党
の信
条、
芸術
の諸
流派
.にあらわれ
る趣味
の特
性な
どは、
すべ
て
このよ
うにして、
個人か
ら独立し、
個人
の行
為・
思想・
感情を規定
(注
一円 〉
する
拘束
力をも
った
集合表象と
見る
乙と
が
できる
。
要す
るに
、それぞれ
の社
会集団
(社会的積)
は、
固有
の集合的生
活文化
によ
って独
自の統
一を
保ってい
る。
デュ
ルケ
ムに
よれ
ば、
子
どもは
「主我的
・非社
会的存在」
22
叩雪山由Z
Z
白mong-
として
生まれ
てく
るがゆ
えに
、
社会
は自
身の統
一を維
持し
よう
とす
る要求
にしたが
って
、かか
る非社
会的な
「子ど
もらの心
のなかに
、社会自
身の
存在
の本
質的諸条
件を準備し」
ようとする
。
それら
の諸
条件を
「準備す
る手
段」がまさに教
育であ
って
、教育とは、
若
い世
代に対
し
ておこな
われる
「方法的
社会
化」
(注
一七 )
ほか
なら
ない
。
そ乙
には
、生活
文化
の社会統制的機能と、
gn
E-UEZ
ロ
EEFO円HEZO
lこ
それの
一
環とも
いうべ
き教育の
社会的機
能とが、
乙の
うえなく
鮮明に指
摘さ
れている
。
デュ
ルケ
ムは
、方法的
に、
教育を社会
的なもの
として考
察し、
個人の
心理か
ら独立
な社会的
、客観的事実
として
M科学的ρ
に認識しようとす
る(
↓ 教
育科学)
。そ
のさ
い彼は、
人聞を個人
的存在
28
Z丘三宮巳
と社会的存在
22
8丘
巳と
のこ
つの存在
官ロH
2円四回に
きっぱ
りと分
八五
二四
五)
教育
の 人間学的部究
離し、
教育
は人聞の社
会的存在を
「作り上げ
る」
作用だ
と考えた。
彼に
よれば、
生まれたばかりの子どもは
「主我的
・非社会的存在」
であ
り、
「新
規に染め上
げな
ければ
ならな
い白紙」
のよ
うなもの
である
。
教育
は、
「社会的要求」
にしたが
って
、
かか
る非社会的な
「人
聞のなかに、
一つ
の新た
な存在(社会的存在)
を創造す
る」
社会
化の過
程なの
であ
名。
一見も
っともな考え方
であ
り、
また、
我が国の教
育科学
にも大きな
影響をあた
えている
。
しかし
‘
人間存在
を社会的存在と個人的
存在
に分
(注
一八
V
離したと
乙ろに
大きな
問
題がある。
例えば子ども
が、
国語を学
習する過
程を考
えてみよ
う。
子どもが社会
的に通
用す
る言語が
話せるようになる
前に、
自発的に簡語を発する時期
があ
り、
つい
で、
国語的特性が
いち
じるし
く
あいまいな
一語文の
時期が
ある。
乙
の時期の
子どもは、
いっ
たい
、
単に
個人的存在
なのか、
それと
もす
で
に社
会的存在と
いえる
のか。
また、
この二
つの
存在は、
いか
なる
関係に
おい
て、
子どもの存在を構成し
ている
のか。
もし人が子どちの存
在を
ν科学的8
に見究め
る労を
いと
わな
いな
らば、
右の
二つ
の存在がデ
ュル
ケムの
いう
よ
うに、き
っぱりと
は分
離でき
ない乙と
を知る
にち
が
いな
ぃ。
実は彼
自身も
「抽象以外
には
分離
でき
ない」
と述
べて
いる。
にもか
かわらず、
彼が
二つ
の存在を分
離し
たのは
、
一つ
には
社
会的事実
をもの
とし
て認識しようとする方
法上の必
要からであ
り、
二つに
は社会的諸事
実そのもの
に個人から独立な外
在的実在性が
あるからである。
その
かぎり、
デュル
ケムの
考え方
は正
しい。
しか
しな
がら、
生活し、
行為し、
生成す
る人聞の実
存にお
いて、
社会性と個人性とが
不可分 割的
に結びあ
って
いると
いう
事実も、
事実を尊霊
する
科
学は無視す
べき
では
八六
(一
四六)
ない
。究極
において
個々
の人
聞にかかわ
って
いる
「教育」
の科
学に
おい
ては
、
とくに右
の事実が無視さ
れてはな
らな
い。
言語学習
に例
をと
って
いえ
ば、
生理的
発声活
動は
グ個人的d
で・、
言語
その
ものは
グ社会的。
な
ものとい
えよう。
しかし
、
現実の人
聞は、
単なる
。発声的存在。
でもな
ければ、
まして
4 直一 語
その
もの。
として
在るの
でもな
い。
彼は、
「ある
国語を語
る人
間」
として、
人々
と共に実存す
るの
である。
デュル
ケムが
具体的人間から
「社会的存在」
の一
面を分離
したのは、
あた
かも、
「 雪 国
語を諮る人
間」
から
「言語」
を分
離す
るような
もので
ある。
言語研究に
おい
てこのこ
と
が方法的
に可
能か
つ必
要であ
るように、
教育研
究におい
ても
、
デュル
ケ
ム的
教育科学は
成立
の根塚をも
ってい
る。
ただし、
それ
は、
教育現
実のなか
から、
社会的な
グもの。
とし
て認
識しうる部
分の
み
を抽
出して
作り上げた
科学的構成体
田口問。ロ丘町口
gロ22n骨
であ
って
、
(注
一九
}
教育現実の
すべ
てではない乙と
を忘
れて
はならな
い。
制生
活文化
の要求充足的機能。
文化には
、
社会集団
の超
個人的
集合性
を維持す
る統
制的
・規
範的な文
化のほかに、
人間の要
求を充
足する
道具的機能
をはたし
てい
る文化がある。
例えば
マリ
ノウスキ
l回
・冨白-Z04弔印E
の次
の定
義は、
文化
の要
求充足機
能に注目した
ものと
いえる
。
「文
化とは、
本質的
に、
環境
への
いかな
る直
接的適
応をもはるか
に凌
駕
するよう
な仕方で
、人
間の
諸要求を充足す
るた
めに出
現す
るにい
た
った
、道具的実
在である
。
」
。ロ-H
HM印。
山田
28三百円ぞ
白ロ
吉田
HESSE-
HE--許
可
HH釦印
noロMAw
-ロ件。
話回戸時nHH
OM-Egnm
吉田
阻止師会
岳町
ロmmE
色白
山口
吉田
自白ロロ2
E門
田口同1
同M 白血白山口四
白ロ可
門出口山口件
白色
白 HU4g-EO
ロ ・( 仲間ニロ)
右の
定義は、
むしろデ
ュウイ初
期の
道具主義
吉田 仲 E
B
E
E -- 由自
の文
化理論をおもわ
せる
。
だが
マリ
ノフス
キi
自身は、
必ずも道具
主義で
はなく、
文化
の生
理的
要求充足
の機
能と同
時に、
文化
の社
会
統制的
・ 全体統合
的 機能
に注目
している
。
しか
し彼は、
社会統制的
文化
(経
済組
織
・法
律・
教育)
にせよ、
全体統合的文化
(呪
術と宗
教、
知識
と芸術な
ど)
にせ
よ、
「深
い人間
的要求」
白骨
3
E52
ロ00円同
を充
足する道具であ
ると
考え
た。
彼はデ
ュル
ケル
ムに
おいて
、、、、、
見失わ
れがちであ
っ た文化
の人間
的主体
には
っ きりと注目した
ので
ある。
しかも人聞の要
求を、
単に生物
学的要
求だけにかぎら
ず、
らに
派生
的要求
(社会
的ならび
に統
合的要求)
にも
注目
している
。
α、人
間有機体の
生物学的要
求
の充
足か
ら、
食糧制度
・ 婚姻制度
ならび
に
防衛と
快適
のための組
織が生まれた。
この
こと
は、
人間
にお
ける
有機的要
求の充
足は、
組織的活動
。門岡山口時N
m弘
山口巴4片品い山内四回
ーすな
わち社
会的行為
iを
生み
だす
こと
、
しかも同
時に
文化的様式
nz-ZE-
BO円Hg
によ
っておこな
われる
こと
を物語
って
いる
。
。、
か
くし
て、
「人間
有機体の
生物学的要
求
の充足の文
化的様式
は新し
い諸条
件を創造し、
した
がっ
て新し
い
文化
的命法
ロ 2'『
ロロFEE-
向。BMME立4叩
を押
付ける。」
私の用
語でいえ
ば、
社会統制
第二章
自成的教育と人間生成
的機
能をは
たす文化が創
造さ
れるの
であ
る。
ここ
に物
質的
文化
の生
産・維
持・分
配・
使用にか
んする経
済組織、
成員の組
織的
活動を規
する
法律、
行為の規則を
新しい世
代に
仕込む教育
が、
成立す
る。
えさ
て右
に述べ
た文
化の
ほかに、
「人間文化
の統
合的な
いし
綜
合的命法
吉芯向EH-a司叩
2
4
zztn
FBMMmE昨日
42
に応
えて
起つ
た」
文化
がある。
マリ
ノアス
キにー
よれば、
「呪
術と宗
教、
知識と
芸術」
がそれで
あって
、
これ
らは
「あ
らゆる具
体的
文化
の根
抵にあ
スキlム
る普遍的仕組み」
をかたち づく
る。
マリ
ノフ
スキ
ーは、
最初
にあ
げた
二つの
文化形
態を道具
的命法
私見によ
れば、
第一
吉田 可EB
mロ
E--
B
H】叩同白
丘 42
とよん
で
いる
。
さ
の形
態には
、
人聞の生
理的
要求
を充足する
n道具u
的なもの
がふく
まれて
いる
が、
第二の形
態はむしろ社
会統制的機
能をはたす
文化と
いう
べき
であろう。
もっ
とも、
社会
統制を必
要とする社
会自体
の要
求をも広義の
か人間的要
求“
と解するなら
ば
マリ
ノフ
スキ!の所
説は
いち
おう
一貫
性を
もつ
ことに
なる。
しかし、
さき
に指
摘し
たよ
うに
(二
四頁
)、
人間
(個人)
の要
求と社
会
の要
求は必
ずし
も合致
せず
、
むし
ろ対立
し矛盾
すること
が多い。
だと
すれば、
文化
の全体
統合的機能も、
マリ
ノア
スキー
が考
えたほ
ど単純な
ものではないは
ずで
ある
。少なくも社
会生
活の全
体的統合
の機能
をはたす
文化
(例
えば
デユ
ルケム
の集
合表象)
と、
個人生活
の精神的統
合の
機能
をは
i\ 七
(一
四七)
教育の
人間学的攻究
化(
例えば後
述す
るウ
ェi
パl
の
いう
意味に
おける文
化)
とを区別
する必要があろ
う。
ただし
マリ
ノフス
キi等
が研究し
た未
聞社会に
おい
ては
、
両方を区別する必要は少くな
い。
そこ
では
、
個人
が社会
のな
かにほと
んど
全く吸収
され
てい
るか
らで
ある。
ω生
活文化
の人
格形成
的機能ω
右に述
べ
た二
つ
の文
化理論
も、
それぞれの立
場で教
育を
論じて
いる
。
いず
れも、
教育を世代か
ら世
代へ
の文
化伝達を中心
に教育をとらえ
ている
。
乙の
点は
いちおう正
しい
。
ところ
で文
化伝達
の過
程
はきわ
めて
複雑で
ある。
少なくと
も、
生活文化と容態文
化と
の伝
達過程はかなりちが
って
いる
ように
見える。
リントン
の文
化理論は、
とくに
生活文化の
伝達を、人格形
成の視
点か
ら細か
く分析し
たも
のという
こと がで
きよう
。
リントン
によ
れば、
「文化
(あ
る集
団の
文化)
は、
学習され
た行
動と行動の結
果と
の統
合態
|それの構
成分が或
る特
定
の社
会の
成員
たちによ
って
分有
・伝達される
統合態である
。」
〉
ロロ=一CHo
--回
2Mo
n。ロ出向口同白神山口
。同
】叩白岡ロ叩円同
げ叩町白4日OH
白ロ円H
HO田口】仲田
。 同
σoHM白」ユO円
老町。由。
円。BHV
。ロ∞ロ件
。-OBOロ神田
白円。
田町白円。色
白ロ円同
件円白ロ回BXZ円H
U同
仲町O
B叩BVO岡田
。同
白
匂白江戸ロ
ロ】白岡
田on-
0 4・
在一一
一}
これ
は
「統合態」
とい
う規定
以外は、
さきに
私が生
活文化
に
あたえ
た定義と大差な
ぃ。
だか
ら、
統合
態と
いう
規
定に
つい
て
、
リントン
の所
説を述
べる
にと
どめよう
。
l\ 
/\ 
(一
四八)
リント
ンは
、
ある特
定社会
の文化を
、
さまざま
な構成分i
いわゆ
る文化特
性
2EEH白】
仲EFZ
iが
「一
つの
定型的
全体」
白
宮202・
。仏
当日HO目。
へ組
織された統
合態と
して
とら
えて
いる
。
文化は、
カミ
かる
一つ
の定
型的
全体と
して、
個々
人の行
動にた
い
する範
型性と拘
束性をも
って
い
る。
ここ
に、
文化
の
超個人的な社
会的客観
性と、歴
史
的存続
性とがある。
乙の
点は
デュ
ルケム
の見
解とよく
似
ている
。
し
かし
リントンは
、
デュ
ルケ
ムよ
りも
具体的
に社
会的
・心
理的
存
在と
しての人
間
(個人)
を見
つめている
c
ただし
リントンに
おいて
も、
個人は
「社
会の単
位」
ロロ片
品一
「個人」
として
の面
からではなく
、
としての面
から
とらえら
れている
。
彼に
よれば、
人間
片岡岡
田on{叩伸一『
は社
会の単
位としてう
まく
生きてゆくには
、
ステ
レオタ
イプ
の或る
行動様式、
つま
り彼の
所属する
集団
の文
化
定型
2-ZE
HMESE
によ
って
行
動しな
ければ
なら
な
い。
彼は
この
よう
な方
法
的視
点か
ら、
人格形成
にか
んする
「文
化人
類学考察
を試み
てい
る。
リントン
によれ
ば、
文化
には
「物質的」
eB
ESE-
なもの、
「運
動的」
WEE-n
なもの、
「心理的」
宮司nv
。-omFB-
な一
一つ
の相
があ
る。
物質的文化は
「産業
の所
産」
にお
いて
し
めされ
てお
り、
運動的
な文化は人
の々
「具
体的行
動」
040ユ
σoF2-2
としてあ
らわれ
て
いる。
ともに、
目にみ
える
「文化
の具
体的な相
」
040円白押
印凹句。口円
。同
白2
-zE
である。
これにた
いして
、
心理
的な文化は、
「社
会の成
員たちによ
っ
て分
有さ
れて
い
る知
識・態
度・
価値」
-204司-四円同
m mw
釦仲立件ロ円回目白
白ロ
円四4
白】ロom
であ
って
、
これらは
外部か
ら
みる
こと
ので
きな
い
「文化
の
内合
的な相
」
円0402
白印刷出2
0同
白
2-zz
であ
っ
て、
乙れが
「個人
の人
格の内
容と組織」
gロZE
白ロ仏
O門官EN呉Oロ
に深い関
係をも
って
いる
。
、、
L、
EVJん
リントン
によ
れば
「文化
の内
合
的定型
を確 定す
るという
問題は、
個人の人格の内
容と組織を確 定す
(注号一)
る問
題と
ほとんど
同じな
ので
ある。」
リントン
によ
れば、
人格とは
「個人
に特
有な心理的な
諸過程と
諸状態
の
組織的集成態」
4EFO
O円・
ぬ白口同NO色
白mm同mm釦件。
。同
匂印可nvo-om同門出】
(注一三)
である
。
HVHO円四mmm
m-
白 ゴ
円四
田仲白4Z山田
勺02M-ロ山口m
H0
4汁一『∞
-ロ円四日4F
円四ロω-
ただし人格
の内
合的
・心
理的な過程
と状態は、
状況
に対
する行
動
(注一一回〉
的な反応
σoHgioz-
門町印刷】Oロmm聞
によ
っ
て作
られ
て
ゆく
。と
ころで
子どもが
反応する状
況は、社
会集
団の文
化
(ならび
に
、そ
れを
すでに
習得し
た大人たち)
によ
っ
て定
型づ
けられ
てい
るがゆえに
、状況に対
する反
応を
つう
じて、
子どもは社
会の成
員に共通
な定型的な知識
・
ペリ
ント
ンに
よ
れば、
態度
・価値を習得する
ので
あるQ
「子ども
に対する他
の諸
個人の文
化的
に定型化
された行
動」
の影
響に
よって
、
「基礎的人格
型」
σBW
勺020ロ
ω-立可
若宮
が形
成される。
基礎的人
格
型とは、ある社
会集団
ω
gn-zu『
宮担
当HHOZ
の成
員に
「共
通な人格
要素」
の
「かなり
よくまとま
りの
つい
た統
合態」
のこ
とで
ある。
第二章
自成的教育と人間生成
(Fomo
nossoロ
宮門田055可
。-osgg
HomEV2
守口出
血E
EM『
d『巳】l山口件。岡町白件。円四
円。ロロmロ
EHZロ・)
乙の
共通な統
合
態が、
「社会
の成
員に共通な
理解
と価値
をあたえ:::、
(価値関係
的な)
諸状況
に対
す
る成員た
ちの統
一ある情
緒的反応を可
能
にする。
」
その
反応
には
、
「食
卓で
の作法に
ふく
ま
れて
いる単
純な具
体的反応か
ら、高
度に
一般
(注一 王)
化された態
度に
い
たるまで」
のさ
まざまな反
応がふ
くまれ
る。
QH、
右に
述べ
た基
礎的人格
型
の形
成は
、
子ど
もの出
生とともに始
まり
、
主とし
て幼時
期にお
こな
われる。
子どもが発達をすす
めるに
つれて
、
「個人が彼の社
会に特
徴的な行
動
の諸
定
型を
(意識的
に)
観 察
したり
、
教えられた
りする
こ
とから
生ずる影
響」
が、
生じはじ
める。
すなわち、
それら
の行
動定型
は、
さまざま
の状
況
に対する個
人の習
慣的反応
の仕
方の発
達
に、
モデルを
提供
するの
である。
それ
によ
っ
て形
成され
る人
格が、
リントンに
よれ
ば
「地位
的人格
」
回仲田仲ロ凹
宮20ロ白-立可
である。た
だ
し、
地位的人
格の形
成にさい
して
は、
幼児期
に形
成され
る人格の
より深い
レヴ
ェル
に
基礎を
「一般
化
された価値
態度体系」
向。ロOE--Na
g-51EtZ色。
印可mZB
が、
新し
い状況
に対
する反応の
仕方を規定し、
逆に、
新し
い反
応によ
っ
て右の体
系が強
化さ
れる。
かく
して、
基礎的人格型と合
致す
るよう
な仕方で 地位
的人格が形成され、
時が
経つに
つれ
て、
個人
の人
格が
いちだんと
固ま
って
くる。
とくに小さな同
質的社
会にお
いて
そうで
i\ 
九
(一四
九)
教育の
人間学的攻究
ある。
むろ
ん個人
は長ず
るに
つれ
て、
これまで
に学習した反
応定型
のなか
で役立たなく
な
っ たものを
捨て、
「社
会における彼の位
置に
いっ
そう
適し
た新し
い諸
反応」
を学習
しなけ
ればなら
な
い。
「乙の
過程の
あらゆ
る
ステ
ップにおいて
、文化がガ
イドの
役をする。
文化
は、
彼の
変化す
る役割
に対
して
モデルを
提供
するだけでなく
、
乙
れ
らの役
割が彼
に深く根をお
ろした
価値態
度体系
に合致
する
こと
を確
(注ニ六)
実に
するの
である
。、 」
文化の
人格形成的機
能にかん
する
リントン
の所
説が、
いく
たの
深
い洞
察を
ふ くん
でいる
ことは
疑いをいれ
ない
。
だが彼の
理論、
iっ
け
ても
基礎的人格
型の理
論は、
未聞社
会の研
究から
発
想された
もので
あり、
現代社
会の
人間
生成に
その
まま適用するわ
けにゆかない。
(3) 
人格の基
礎的形成
σ白明日n
リントンは
右の
「基礎的人格
型」
UO円明。ロ包ロ件可
尋問】白
につい
て論じた
さいに
、ヵ
lデ
ィナ
のー
「基礎的{注ニ七)
人格構造」
σ白色口
宮町田Oロ白目立可
丘町522
の研
究に
言
及して
いる
。
これ
らの概
念は、
今日
の文
化人類
学における社
会
・文 化・
人格の関
係に
つい
て考え方
をしめす
一つ
の中心的概念
とい
ってよい
。
カlディ
ナーは
、フ
ロイト派の
人格形成論
から出
発したが、
フロ
イ
卜の
一面的な
仮説を大
幅に修正し、社
会的
・文
化的諸条
件の
もと
で、
すなわち
、
とく
に未聞社
会における
彼の
いわ
ゆる
「一
次的制度
」
同】ユB白与
吉田丘zt。ロ
との関
係にお
いて
、
人格形成
の過程を明か
に
九O 
(一
五O)
人格の基
礎が幼児
期
の経
験
とし
つけ
によ
っ
{注天)
て決
定されると
いうフ
ロイ卜派の見
解は、
そ
のま
ま継承
した。
つぎ
に、基
礎的人格型
(な
いし構造)
は、
ヵ!デ
ィ ナにーおい
ても
、
しよう
とした。
しか
し、
リントンに
おいて
も
H或
る社
会集団
(白 gn-EM可 白血
釦
毛町。-o)
の
成員に共通な
人格特性u
とい
う意味
に解されて
いる
。
リントンに
よ
れば、
か
かる基
礎的人格
型が、
「社
会の成
員に共
通な理解
と価値を
あたえ、
諸状
況にたいす
る成員た
ちの統
一ある情
緒的反応
を可能に
する。
」
リントンは
、
フロ
イ卜派の立
場をはなれ
てはい
るが
、
し
か
し、
基礎的人
格型
は
「幼児に対
する他
の人々
の文
化的に定型化され
「最初
の数
年間」
に形成されると
述べ
て
た行
動」
の影
響
によ
って
、
(注一む
わるの
であるG
私は、
まず、
基礎的人
格形成を幼児前
期に限する
点に
疑問をも
っ。
また、
それを
とくに社
会的
共通性
の
一面
のみ
からとらえ
ている
点に対
して
も、
批判的
であらざるをえな
い。
すで
に文化
論に
つい
て
も指
摘したように、
リン
トン等
の立
論ほ、
文化定
型の
「種」
的統合
性がきわめ
て顕
著な未聞社
会に
は妥
当しても
、
現代社
会にそ
のまま
3<: 
(b) 当
人、 す格、 ?
霊7 主地~ 田の 、 今、索、 手察、 円担、 日
占 、
文明社
会にお
いて
も、
集団
の成
員に共
通ななんら
かの
人格特
性が見
出
される
こと
は、
いう
まで
もな
い。
し
かし文
明社
会、
わけで
も近代社
会にお
いて
、
人格が個
性的分化
をす同
ζれ
また否
定でき
な
い事
実で
ある。
現代
の人
格心
理学
者、
例えばオ
!ルポi
トが、
シュテ
ル
ンと
ともに、
人格の個
別
的独自性
に注目
しているの
も、
かか
る近代の動
向を物語
った
ものと
〔注き}いえる。
両方を綜合
して、クラ
ック
ホlン等
ととも
に、
「す
べて
の人
めてい
る
こと
も、
は、
あら
ゆる他の人
々に
似て
おり、
いノYら
かの他の人々
に似ており
、
他のなん
びと
にも似て
いない
」
というべ
きで
あろう
か
。
(五
O頁)
万人
に共通な人格は、
人類
の心
理生物
学的
共通性に由
来するもの
で、
当面
の主題ではな い。
しかし
、
乙の
普
遍的
人類性を確認
する
こ
とは
、
(注
五一)
てい
る。
ヤスペ
ル
スもいう
ように
、
入1
1 4、
/ 一
E
きわ
めて
重
要な意
味をも
っ
かか
る普遍的人類
性をも
とにして、
リ t A
寸 」 F
、
1l 
一方
では
、
主体
が「
い
くら
かの
他の
人々」
と共同に生活
する
社会集団
の、
社会
・文
化的体
系の
一般
的特
質によ
って
、
成員に共通な
「社会的性格型」
由。口U-
nE222
4匂而
が形
成され、
他方で
は、
各人
の特
有な生
理
的・心
理的
・思想
的その他の条
件によ
って
、
「他
のなん
びと」
にも
似ていな
い
「個人的諸人格」
同ロ
品目4山門HZ白-
℃四円由。ロ白ロ丘四日
が分化し
てく
ると考
えたい。
つぎ
に人格の発
達的形成過程
か
らみて、
初期段階
に形
成されるも
のを
「基礎的」
とよび、
それ以
後に形
成される
ものを
「二次
的」
と
よぶ
ことができ
るで
あろう
。
いささ
か大
胆にいう
なら
ば、
基礎的な
人格形成
過程に
おいては
、
より
中核
的人格
gBl宮門的。EEq
が形
第二章
自 成 的
教育と人間生成
成され
より
周縁
的なな人
格
「二次
的」
な人
格形成
過程によ
って
、
同】目立国】
町四円
白】
司自門問。ロ白ロ与
が形成される
のでは
なか
ろうか。
以上
に
よって
、
それぞ
れニ
つ
の様態が
人格の構
造と形成
過程に、
分析され、
つごう
四つ
の様
態が取り
出された。
それらの関
係を図示
することは
厳密
にい
えば不
可能
であるが、
あえて試
阜のるなら
ば、
左
図の
ようになる
であ
ろうむ
(次
の頁
)
発達の初
期段
階におけ
る基礎的人格形成過
程において、
てそ
の
人に固
有な
「個人的
・基礎的人格特性」
がか
たちづ
くられ、
戸、
同時
に
また、
子ども
がそこで
生い立
つ一
次的生活集団
(とくに家
族集団)
によ
(a) 
って
、 一
次集団
の成員た
ちと類似した
「社会的
・基礎的
共通性格」
が形
成され
る。
図が示め
すように、
文明社会
においては
、
この
基礎的人格形
成過程は完結的なもの
ではな
く、
将来
の二
次的形
成にむか
つて多かれ
少
なか
れ関かれ
てい
る。
ω発
達の
比較的後
期における
二次的人格形成過程
において
、
たそ
の人
に固有な
「二次
的 ・
個人的人格特性」
がか
たちづく
られ、
6、
同 時
にま
た、
主体
がそ乙で
生
活し行為
する
二次的諸集
団をはじめ
、
より包括
的な社会集団
の成
員た
ちと類似した
「二次
的
・社会的共通性格」
が形成
される。
ただし、
乙
の社
会的共通
性格の形成は
、個
人の二次
的人格特性
の形
成に
も深
い影
響を
あたえるで
あろう
。
なお、
ω
の人格の
基礎的形成過
程と
ωの二次
的形成過程と
のあい
だ
に
は、
あと
で検
討すべ
き複雑な問題が
ある。
九
こ五一)
教育
の
人間学的攻究
九
(-
五二)
(B
) 
集団生活
と人聞と生成
( 今 ít 'ê 宜 f七 乙 う ;) )
ト ノ守 令
千今 守
j eJ- + i cj包括的 主主主主主実包m一ー一一l j i i m翼 1=失速な社会 的 性格
， 1 
同 市 時 トナ r - ー ー 一 ー ι ヤ
" 、 、
.J..，. ι 、
令十 でー 4 \ 一 次 集 団 由民 翼 に' 一一J 1 \ 英i主 主 干土室 的性格
-----.-'、、ー一一一�一一一一�'------------
; 個 人 的 ; 
l 人格特性 ! 
L 一 社会的 ー ー - J ヲキ造性格
歴史社
会における人間
と文化
まま
一つ
の
か全体社会d
であ
り、
) -( 
未聞社
会で
は当
該集団が
その
一つ
の生
活集
団である。
人々は
比
較的小規模な
全体社会
の
なか
で、
生活の
すべ
て
の要
求を充足
する
こ
とができ
た。
また、
そこ
では
、
生活集
団と生活文
化と人格形成とが
三一
的・
有
機的連闘
をかたちづ
くって
い
た。
反対に、
文明社
会にお
いて
は、
わけ
でも
近代社
会に
おいて
、
全体社
会は個人の直
接的生活
経験の範
囲をはるか
にこ
えて巨
大な規模に拡大した。
他方、
生活集
団は絶
対
的にも
(家族集団
のば
あい)
、
ある
い
は相
対的
にも
(地域
集団
のばあい)
そ
の規
模が縮少し、
また、
乙れら
一次的諸集団以
外
に、
いくたの
目的集
団
(二次
的諸集
団)
が形
成さ
れている
。
文化も
また、
未聞社
会とは比較を絶
するほ
どの進
歩
・発展
をとげ
ており
、
官一
回活
五一
のK5
肘一
世 間生。
7一錦
町図
れ
J-
一
童会
引
十
少集
」
退一
;γ
iB活民
共
一
生せ
を一
て主
犯
的一
的め
宮
トレ
的て
会一
円仏外
彰
Jと
次
つ
社一
一以
の一
主一
よ
;
一 i'
l叶
Ifj
←111十
i1J
寸11件ltJ
性一
切
一宮
甲 山
一相性
一目性
叫一
積鴇
ム白舵
時間
的一
i怜
一旦袷
臥一
山人
~片
エ人
河村主ニ閉
山的
主主主
一基
礎白
長過程
現代
の
人間
生活は全
体
としてき
わめ
て複
雑
・多岐な様相
を呈
して
い
る
。
私は、
それをとらえる
一つ
の手がかり
を、
アルフレ
ッ
ド・ウェ
!パ
!の問
題的な所説
に求め
たい
。
ウェl
パ
ーに
よれ
ば、
向政治史
や社会
・経
済 史
は、
人類の大きな歴史
体。
。凹口FEMZE円旬。円
(支那、
イン
ド、
ゲル
マン
的・
ロ17
的歴史圏そ
の他)
の成
長し老化す
る過程
(運命)
を、
重要な具体的事
実に即して、
個性記述的
EE同門田岡MER-M
に明かに
しようとする。
(b) 
それぞれの歴史
体のなかで
はたら4
人聞の自
然的衝動力と意志力
一定
の自然
的 条
件のもとで或る
。形態d
をと
ってくる。 それ
らの形態は、
若々し
い原始
的な形態から、
成熟
した
高次
の形題
へ発
展的
に変
化する。
ウェl
パ
lは
歴史
体の
この
ような変化
の過
程を、
社会過程
の全
体は、
の叩凹叩-znv阻止名門。Nm曲目
と名づ
けた。
社会学
(歴史社会学)
は
、かかる
社会過程
の類
型的に反復する形態と
発展経過を
とらえ
る。
きて
、
右の
社会過程を
現象学的に分析
すると、 その内
部には二
種の意
識発展
の相
i文明過程と文化動態!が
みい
ださ
れる。
MW文
明過程
NZ口広三宮ロ昌司ONZ凹
は、
大まか
にい
えば、
知的進歩
の過
程である。
内容
的に
いえ
ば、
由、
世界と自
我にかんす
る素朴な観念
から
知的な
る世界像
・自
我 像
への進
歩、
戸
、経
験と科学的
認識と実際的
洞察
からなる客
観的宇宙
の構築
、
にこ
れら
の認
識を応用する自
然支配
の道
具
や技術的方法
の構
成など
がおこな
われる。
文明過程の進歩
は、
以
前から
存在す
るもの
の発見
開ロ丘Rwg
によ
って
、
必然性をも
って
おこ
なわれ
る。
そして
科
学と技術は普通妥
当的で
あり、
一つ
の歴
史体
から
他
の歴
史
体へ、
そのま
まのかたちで
伝達
される。
したが
って
、
歴史ぞ文明
過程
として
みれば、
それ
はユ
ニヴァ!
サルな
一つ
の直線的過程
と考えら
れる
ことになる
。
ω文
化動態
関口-E門官唱aE聞
は、
文明過
程とはちが
った
性格をも
って
いる。
それは発
見に
よっ
て進
歩
するのではな
く、
創造
凹nF白同叩ロ
さ
れる
もの
である。
それ
は宗教
・芸
術・
哲学
とし
て表現され、
普遍妥当的
-必
然的なもの
ではな
く、
最初は特定の
歴史体
の内に閉
ざされ
、
それと
内的に結びあ
って
い
る。
それら
は客観的宇
宙をか
たちづ
くるので
はな
く、
人聞
の
心的生命
・精神的本質の
一図
的・
主観的な表現
であ
り、
心的
第二章
自成的教育と人間生成
に規
定された
シン
ボルの
体系
であ
る。
それら
は本質的に民族と結
びあ
っ
(注一ニ
二)
ていて
、
その
まま
のかた
ち
で他の歴
史体に伝
達さ
れる
乙とはない。
たと
い他の民
族
に伝達されても、
その
民族によ
って変
容され
る。
ウェ
1パ
!の、
歴史的社
会を成長
し老化する有
機体
(歴史
体)
と
考える
シ
ュペン
グ
ラ!
的な考
え方には
、
同意する
ことは
できな
い。
生産力と生産諸関
係の変
化がおそらく
歴史発
展の唯
一の動因ではな
いに
せよ、また、歴
史発展の法
則がい かなる
もの
であるかは今日な
お
問題が
の
こって
いる
にはせよ、歴
史的社
会の発
展
とその法
則を
、身
体
と窓識をも
っ有機体との
アナロジ
ー
でとらえるの
は妥
当とは思えな
ぃ。
またウ
ェ!
パ
iは
社会過
程と文明過程
・文
化動態
の関 係に
つい
ても
、
いく
たの問
題を残
している
。
(いま
は詳
細を
割愛す
る)
。そ
れらの点
をしば
らく
度外視
し、
ウェ!
パ
!の所
説を見な
おし
てみる
と、
彼の体
系は、
身体的
・意識的存在と
して行
為する
「人間
」
を、
歴史的世界の
スク
リ
ーン
へ拡
大的に投影したもの
と解されな
い乙
と
はな
い。
それは、
彼の意
図した
歴史社会学
・文
化社会学
としてよ
り
も、
歴史的文化社
会
に生活
する
「人聞の学
」
l或
は人聞の
歴史的な
社会
・文化的
生活
体系
の分
桁l
とみるなら
ば、
ある程
度の
妥当性を
もって
いる
といえ
ない乙と
はな
い。
右の論
点を、
いち
おう、
次の図
式に整
理してお
乙う
。
むろん
図式
化は
つ
ねに
限
界と難点をも
って
い
る。
九
(一
五三)
教育の
人間学的攻究
一一一「個性的創造→J
/ /科学的認識←
( 目 的集団) 乙一一一技術的行為←
態動化一文
程i週明一文
歴史的社会過程一一
↑ 一社会的マ為主体
(生活集団) 一一一一 日 常的生活←程過ム 一A一社
(恩念的年為主体)
人間有機体
会一一一一経済 と 政惜+社体全
(始源的社会) 一一(始 源的文化〕
自然的条件
守F
九
四
ご五
四)
(2) 
集団と
社会的行為主体
の形
成
右の
不十
分な図式によ
って
さ
え明
かな
ように、
歴史的社
会のなか
で営まれる人閣の生活は、
単純
な公式
では
とうて
いつか
めな
い複
雑な連関
によ
って織
り成され
てい
なん
らか
の社
会集団
る。
全体社
会の歴
史過程に
つい
ては
、
あと
で考
えること
にして、
し 、
まは集
団にお
ける社
会的行為主体
への
人聞の
生成に、
考察を焦点
づ
ける
乙生、 と
活、 に集、 し団、 ょと 、 ぅ
人 、 。
問、
関 、
係、
(a) 
人間は
つねに
、
程
に所属し、
有機体
として
の、
或は人間
的存在と
しての、
さまざま
の
要求をも
って
生活し
、
生活文化
の学
習をすすめる
。
乙の
文化化
i畠
gnロ-E220p
同巳丘三四円ロロm
の過
程は、
生活集
団におけ
る社
会化
然
Ens-ZE{op
ωON町田口丘町円ロロm
の過
程と密
接にむ
すびあ
って
いる。
人間の
「集団」
は、
複数
の個人の、
両極的
E3-R
・或
は多
極的
自
自己目立旬。-R
な行
為的
諸関係
の多
かれ少
なか
れ持続的な
集合的体系
no--2E4巾
印可mwBB
としてと
らえること
が
でき
る。
α 、原
子論的社会観
のあ
やまりは、
集団の
人的
構成単
位を
個人に
あると考え
た点にある
より
も、
むしろ
、その
個人
を、
単に
心理的ある
いは
生物
的有機
体と
考えた点に
.あると
いうべ きでは
なか
ろうか。
パ
、、、、
iソ
ンズ
もい
うように、
集団
の人的構成単位は
行為主体
RZB
な
ので
あるω
すなわち
彼によれ
ば、
「生
物学的有機体と
しての、
人
格
としての、
文化的体
系
の相
対的に
安定
し
た統
合
として
の行
為者」で
(注量)ある。
私自身
の考
えを
いえば、
集団を構成し、
ある
いはそ
れに
所属
する個人は、
さきに考
察した意
味に
おける
「人
格的行為主体」
であ
り、
ある
いは
、
かか
る主
体
へと生成
して
ゆ
く未
成熟な
人間
的
主体
(子ども
)で
ある。
私は付で、
子ども
が基
礎的学習
によ
っ
て人
格的行
為主体
へ発達
し
てゆく
過程
を、
学習心理学と
一般行
為論
の視
点か
ら
考察
した。
だが
それは、
発達
を社会
生活か
ら抽
象し
ての
考
察であ
っ
た。
子どもは出生と同時に、
なんら
かの
生
活集
団に
所属し、
生活集
固なか
で人
間と
し
ての生
成をとげ
てゆく
。
したが
っ
て子
どもは、
格的行為
主体
へ発
達して
ゆく過程で、
同時
に、
「社会的行為主体」
へと
生成し
てゆくの
であ
る。
3、
次に集
団にかんして、
教育人間
学
的にみ
て重要
なのは
、
集団
生活によ
って
、さ
き
に分析し
た人
間の
基本的諸
要求、
わけでも
生存確
保の要
求と、
社会的諸要求、
その
他
さま
ざまの
派生的要
求が充足さ
れ、
あるいは
達成さ
れると
いうこと
であるえ五
こ頁
)
子ども
に
つい
てい
えば、
家族集団を
はじめとして、
遊戯集 団や
近隣
集団
に
所属す
ることによ
って
、
自己保
存の要
求を
はじ
め、
相互的
愛情、
共存と協
同、
地位と役割、
社会
的承認な
どの要
求を充
足される
。
デュ
ルケム
などのよ
うに、
集団
と個人の
関係を、
個人
に対
する集
団の強
制と
い
う一
面か
らとら
え
る誤まりをおか
さな
いため
にも
、
右の事
実は注目
されなけ
れば
なら
な
い。
第二章
自成的
教育と人間生成
えだ
が、
集団を
個人の要
求充足
という
一面だ
けでと
ら
える乙と
も正しくな
い。
主体が他
の人々
と行
為的諸関係
に結
ぼれ
てあると
い
う在り方そ
のものが
、個人の要
求達成
に対
するな
んら
か
の統
制
、ない
人
し阻
害条件を
、ふ
く
んでいる
。
さらにまた
、子どもは集
団生活を織り
成し
てい
るさまざまな人
間関
係、
集合的体系と
しての集
団に固
有な
秩序、
これ
らと密
接にむ
すびあ
ってい
る諸般の
生活文
化を学習しな
ければ
なら
ない
。
それらの学
習は、
子ども
の単
に自
然的発達
によ
っ
てでは
なく
、
多か
れ少
なか
れ周囲からの
圧力
や強
制
によ
って
おこ
な
われる
。
人間の生活に固
有な
ここ
にお
いて
、
子ども
はは
っきりと、
社会
的課題
の前に立たさ
れ
るわけである。
(一二九
頁)
生活集団と所属
様式。
教育人
(b) 
集団生活と
人間
生成に
つい
て、
間学的
に重
要
なのは
、
集団
への
所
属様
式で
ある。
例えば家族集団
へ
の所
属様式は、
両親と子どもと
では
、
著し
いちが
いが
ある。
いささ
か形
式
的に
いえば、
両親
の所
属
は自律的
・能
動的
・意識的
で、
し
か
も部分的
(と
くに
父親)
であるc
反対に、
子ども
の所
属は、
両親
へ
の依
存をとお
しての
、
乙の
意
味で受
動的な
所属
である
。
子どもはま
だ、
自分の
言行が家族集
団の生
活にた
いして
有する、
社会的
な意味
や責
任を
、
ほとんど
意識
して
いない
。
また、
子ども
は、
家族生活
の
なかにほと
んど
全面的
に吸収されるよう
な仕方
で所
属し
ている
。
子どもは、
家族集
団にほとんど
全く
依存し吸
収された生
活のなか
九
五
(一
五五)
教育の
人間学的攻究
で、
可塑
性のゆた
かな心性に、
基躍的な
人間
関係
・人
間心理
・生
活
文化を
刻印
-SHUZロデ
巴ロHUEmg
され
てゆくの
である
。
かかる
意味
におい
て、家
族集
団への
子
どもの所属は
ずア
イタル
で
あり
砂基礎
的d
Eロ円四国-BOE回目
である。
子どもが
発達をすすめ
るに
つ
れて
、集
団
への
所
属は
より
自律的
・能
動的
・ 意識的
になり
、
同時に家
族以外
の
生活集
団への
出入がより
損繁
にな
り、
乙れらの集
団への
所
属様式も
また自
発性と意識性とを高め
てく
る。
少年期
に友
人集
団と学校集団
への
所
属が
内面性
をつよ
めてく
るに
つれ
て、
子どもが実
質的な
意味
で全面的に所
属する集団は、
もは
やそん
ざいし
なくなる。
乙乙
に、
現代社
会における
人間
生成
のき
わめて
重要な特徴が
あると
いわ
なけ
ればなら
な
い。
さて
、
遊戯集
団
や友人集
団
への
所
属は、
家族集団
への
所
属が両
親
への
いは
ば垂
直的な依
存関係
のかた
ちをと
って
いるのに
反して、
か
かる
依存か
ら多
少とも子どもを解
放し、
子どもを自立化
させ
る傾
向
をふく
んでい
るeし
かし
友人と
の
関係が全く
水平的な交互
関係(平
等
の関
係)
として
形成され
ると
とは
稀れ
で、
多くは誰
れかがリーダー
(注zg
シッ
プ
をとる。
そのさい
、
主体と相
手たちの
発達段階、
人格特
性
、
能力、
集団構造
の力
学的特質
などによ
って
、
指導者と服従
者との関
係、
成員相互
の関
係もま
た、
さまざま
に変
化し、
調和と
対立、
協力
と競争な
どが目まぐるしく
交替
する。
いず
れにせよ
、
そ乙
では
所属
九六
(一
五六
)
の様
式は、
H遊戯的“
な意
味で
能動的で
あり、
全面的
で
ある。
子どもが
所属する生活
集
団の細
かな検
討は、
発達的社
会心理学や
教育
社会
学の研
究にまた
なければならな
い。
乙乙
では
、
クlリ!の
一次
的集団
℃立自由門司
同『O民間討
にか
んする所説とむすび
つけ
て、
生
活集
団に
おける人間
生成の本
質に
ついて
一言しておきたい。
クiリ
ーに
よれば、
成員相互
の
「親
密な対面的接触と協
力」
が、
(注Z5〉
集団
の
特徴であ
る。
私はむしろ、
成員
がそ
乙で
人間
性を
ア
ット
・ホ
一次
的諸
ーム
に表
現し、
基本的要求を
しぜ
んな
仕方で充足す
る集団、
しかも
お互
い
のあいだ
に内
的共属感
が生ま
れて
い
る集
団を、
「生
活集団」
とよ
びた
い。
一次
的諸集団が
かか
る特徴をも
っと
も濃
厚にそなえ
℃いる乙と
はいう
まで
もなな
い。
しか
し、
いわゆる二次
的諸集
団
で
あっ
ても
、
そのよ
う
な特徴をも
つよ
うにな
れば、
生活集
団
とよ
ぶ乙
とが
でき
る。
例え
ば学
校集団
(或は学
級集団)
は、
社会学
的には二
次的集団
であ
るが、
生活集団とし
ての特
徴をも
つよ
うに
なるばあ
い
が少
なくな
い。
また、
もつ
乙と
が望まし
い。
私の
い
う生活集団は、
例え
ばフ
ィア
カン
ト等の
規定する意
味のゲ
マインシ
ァ
フトと
大差な
いで
あろう
。
彼は、
成員を内的
に結
合する
「われわ
れ意識」
当-?回目当医師三宮古
を、
ゲマイ
ンシアフ
トの第
一
の特
徴と
してあ
げP
ゲル
ダ・
ワルタ
!
の・
当巳宮門
の文
章を引用し
て説明し
ている
。
それ
らがゲ
7イ
ンシア
フト
体験
「私の
諸体
験は、
。。BEロ印nU阻止回日-oσ口町田
であ
るか
ぎり、
たんに私
自身か
ら流れ出す
だけでな
く、
:::私の
内なる
他の人たち
から
白ロ国
営ロ
釦ロaoEロ
宮
(注一=一一六)
自由同発
動するc」
クi
リiも
一次集団
につ
いて
、
同じ
こと
を述
べ
て
、，
コO
L
A 
「そ
と
には
、
Hわれわれ
a
という
表現
がし
っくりする
一種
の
共感と相互的同
一化
35℃丘町可
白E
BZEえ
EgEFgtoロ
がふ
(注目一七}
くまれ
てい
る己
私は、
とれ
を、
生活集
団の特
徴と考え
たい
。
クl
リーは
、
「一次
集団
の統
一を
、
調和と愛
情
だけの統
一と考え
てはなら
ない
」
という
。
「そ
こに
はつ
ねに
分化
せる
統
一、
しばしば
競争的な統
一同
丘ROBEFEE
宮内H
EE--u可
釦
nOB匂2540
ロEq
があ
り、
自己主張や
さまざま
の固
有な激
情
がゆる
されて
いる
。
」
との指
摘は、
注目され
てよい
。
人聞は、
生活集
団、
とくに
一次的生
活集
団
(家
族・近
隣・遊
戯・
地域集
団など)
にお
いて
、
自然
な人間
性の次
元に
属すほと
んど
すべ
てのこ
と
を体験す
る。
そこ
には、
愛情
と憎悪、
宥和と
対立、
協力と競争、
没我と我欲、
その
他い
っさいの
、、、人間
的
な心理が、
さまざまの
ニュ
ア
ンス
をもって
くりひ
ろげられ
る。
もしそ
の集
団が、
単に愛
情と調和
だけの統
一体で
ある
なら
、
とはそ
の体
験
をいつ
まで
も心に刻ん
ではいない
であろ
う。
いま
述べ
た人間の基
礎的
な心理は
、
すで
に幼少
期か
らは
っき
りと
現わ
れている
。
人聞
は正にその幼
少期
(わ
けで
も幼
児前期)
に、
れらの生活
集団
(わけ
でも家
族集
団)
のな
かにほ
と
んど
全面的
に吸
第二章
自 成 的 教 育
と人間生成
収され
て生
きて
いる
。
そこ
で体
験さ
れる
さま
ざまの心理的
・社会的
な人間
関係は、
可塑
性のゆ
たか
な子ども
たちの心
に忘れがた
く刻印
され、
人間の此界に
子ども
を内的
に結び
つけ
るの
である。
かくし
て
人々
と共に生き
る在り方
pq【比一la白白白山口
が、
彼の
人間
存
在の
本質的
成分
として
定
着す
る。
彼は
「共存世
界内存在」
zlt?冨F件当。宗I
85
1社会的存在ー
として以
外には、生きる
ことのでき
ない存
在に
なる
。
一次
的生活集
団、
わけでも
家族集団が
子ども
の
H社会化u
に
おいて
、
もっと
も基礎的
なもの
と見られるゆ
えん
はここ
に
ある。
そ
の基
礎的
n社会化u
の過
程は、
右によ
っ
て明
かなよ
うに、
より
本質
的には
、
むし
ろ基礎的な
H人
間化u
の過
程
とい
うべ
きであ
ろう
。
そ
して
ここ
に
、
もっ
とも基礎的な意
味の
人格
形
成の
過程がある。
ω集
団内の地位
と役割。
かに
占める
「地位」
ZEE
集団
への
所
属様式は、
主体が集団
のな
と、
主体が果
たす
「役割」
gZ
によ
っ
て規
定され
る。
わけでも
、
後で述べ
る意
味の社
会意識を子
どもがも
ちはじめ
るが
幼児後期
(明瞭
にも
つの
は少
年中期頃)
あたりから
、
ひ
地位と役割
がい
っそ
う
積極
的に所
属様式を左右し、
また彼の
人格形
そ
成(
とくに地
位的人格の
形成)
に大
きく
影響
するようになる
。
集団力学的
に
いえ
ば、
「地位」は、
主体が社
会体
系のなか
で他
の人
と々
の関係にお
いて
もつ位
置的な相
宮崎ZFOE-
官官己
であり、「役
割」
は、
主体が
他の人々
との関
係
におい
てお
となうこ
とを、
社会体
九
七
(一
五七)
教育の人間学
的 攻 究
系にた
い
して
それが
もっ機
能的
意義の文
、肱のなかでみ
た過程
的な相
(注=
一凡
)
官ongg色
白告白巳
(機能的相)
である。
かくして
地位
と役割は、
構造的部位
とその機
能の
ように、
一体
的にな
って
、
「地位
・役割」
己主己目lzz
とい
う
行為
論上の
単
位をか
たちづ
くわけで
ある
。
地位と役割を
社会
心理
学的
・行
為論
的に考
察す
ると
、
α、ま
ず
、
主体と他
の成員たち
(他者)
との
関係が、
主体
によ
って
はっ
き
りと
は意
識されな
いばあ
い
(幼児)
、は
っき
りと意識されるば
あい
(青
年期以後)
、ま
た、
他人が
右の関
係をは
っき
りとは意識
しな
いばあ
い(例えば幼な
い友
だち)
、は
っき
りと意識
している
ばあ
い
(例え
ば両
親)
がある。
つご
う
四つの
組
み合わせ
がありうる。
幼
乙乙で
、
児は自分の
地位と役割をは
っき
りと意識しな
いが
ゆえに、
それを
意
識する両
親
(しかも
一 般には子
どもを
自分に
従属するも
のとして意
識する両
親)
によ
って、地
位と役割を指
定され、
その方
向に
人格形成
を受け
るのが
つね
である
。
とこ
ろで少
年後
期から、青
年
期にかけて、
両親
・教
師・
大人
に対
する従
来の従
属的な地位
か
ら脱出しようとす
る意
識的
・深層心理
的な努力
が、
いわゆる
反抗現
象と
して現
われるο
遊戯集団と友人集
団
への
所属によ
って
、
両親や
大人
へ
の従属か
らの
脱出が
一時的
に、
或は心理的に、
実現され
ると
とも少
なく
な
い。
戸、
つ
ぎに、主
体と他者と
の関
係に
つい
ての意
識の内
容が、
問
題に
なる
ο
分析
的に
いえ
ば、
相手
と自
分に
つい
て
の認
識、
相手
と自分
に
T U
t 、 、
J，，
一，ノ
、、
、、
たい
する評
価、
相手と自分
にかける
期待な
どが、
(一
五八)その
意識内容をか
たち
づく
って
い
る。
乙れ
らの評
価と期待が、
正しい認
識にも
とづ
い
てい
るばあ
い
もあり
、
そうでな
いば
あいも
ある。
自分にする認
識と
評価
は一
般に困
難
であ
り、
甘くなりやす
い。
反対
に、他人
に対する認
識と評価は比較的
容易
である。
しかし、
自分と他者と
の地
位的優劣
にか
んする主体の
意識
が敏感なばあ
いに
は、
他人の認
識と評価もし
ぜん
ゆがんでくる
む乙
乙に
その
一端を現わし
てい
る人間心
理が
、自
分
と他人
に対
する期
待を、複
雑
・微
妙に規
定する。
その事
情を親子、友
入、
師弟
関係の
一々
につ
いて
、
細か
くみ
て
ゆけ
ば、
切り
がな
い。
般的
にい
うと、
それらの
人間
関係を規
定する人間
心理
(例
えば愛
情
・嫉
妬・
競
争、
その
他)
、
それらの人間
関係
を規
定する
集団構造、
よ
り包括的な
社会構造
(例
えば封
建的・近
代的
・停
滞的
・
M立身出
世H
的、
その
他)
、それ
らと複
雑にから
みあう文化条
件、
なら
び
に、
関係
す
る人
の々
人格
特性
など
が、
自分お
よび他
人の認
識
・評
価・期
待と、
こう
して問
題は
きわめ
て複
それらの結
合の
仕方を規
定する。
雑な様相を呈
してく
る。
問題は、
人聞の社
会
心理の
ほとんど
全面に
かか
わっ
てい
るとい
っ
ても、
必ずしも
過言ではな
い。
実は
正に
乙の
事実が
、
地位
・役割の
人格形成的意義
の大
きさを物
語
って
い
るとい
うべ
きである
。
地位
・役割
の問
題は
ひじ
よう
に混
みい
って
い
るが、
教育人間
学的
ア」
斗品
、
まずリ
ント
ン
の区
別した
「所
定的地位
」
ERFE
己主g
と
「達成的地位」
RE2E
己主E
が注目され
てよ
い。
所定的地位は
「出
生の
瞬間に指定され
る地位」
であり、
達成的地位は
「競争
や伺
(注車九)
人的
努
力によ
っ
て占められる
べく
聞か
れてい
る地位
」
である。
前者
は、
例えば或る親の
子、
農家の
三男
という
よう
な地位で
あり、
後者
は、一
例えば国鉄の
車掌、
学級委員な
どのよう
な地位である。
般
的
にいえ
ば、
前近代的な閉鎖的
・固
定的社
会では
、
人々の
地
位の多
く
は所
定的
で、
競争や努
力によ
っ
て達
成され
る地位はわずか
しかなか
った
。
近代の
開放的
・変動的社
会では
、
事情
が逆にな
って
いる
。し
かし
階級的条
件などが、
達成的
地位の獲
得に
一定
の限
界をあた
えて
いる
。
また
一般に、
人々が
望むとおりの
地位が無
制限
に達成できる
社会
は、
おそ
らくあり
えない
であ
ろう。
人々
が能力と努力
にふさわ
いし
地位を達成
できる社
会こそ
、
望まし
い、
そして
生き
甲斐の
ある
社会
というべ
き
であろう。
この
ような社
会の実
現を阻
たげて
いる
最
大の
要因は、
階級
の差別
である。
右に
述べ
た二
つ
の地
位は、
いずれも
「社会的地位」
g口E
己主5
であるが
、
人聞
は青
年中期あ
たり
ま
で「
年令段階的」
由民団lm門出品目色
な社
会体系
にも
所属し
てい
る事実を、
教育人間
学
としては
注目しな
けれ
ばなら
な
い。
そこ
では、
年令
の増
加
によ
って
地
位・役
割が
変化
する。
例えば学
校で
=一
年生
になれ
ば、
P下級生u
を見下せ
る地位を
第二章
自 成 的
教育と人間生成
得る。
しかし
P上級生d
の前で
はまだ大きな顔は
できな
いし、
学校
児童会
の役
員にもなれな
いG
ハヴ
ィガlス
トはいう
。
「子どもは
才の
ぼる
ごと
に、
新し
い課題
と新し
い
喜びをともなう
威信
がも
っと
令 多
の く
段 彼
階 l乙
を あ
登 た
つ え
て ら
ゆ� �1 ti: く き るQ� 乙」 と
こ を
れ 知
lこ り
反 な
し が
て ら
一段一
、
一年一年
と年
いわゆる
大人の実
社会は
社会地
位的社
会
印onu--印HEElmE円HE
ms-mq
である。
ハヴ
ィガ
ースト
によ
れば、
(ア
メリ
カの)
大人
の社
会では、
「信望と力は、
年令よ
りも、
技能と力量と
知慧、
そして
血縁と
に依存
している
c」
技能と
力量と知
慧によ
って
得
られる地位が、
達成的地位
である。
反
対に、
所定
的地位は、
一般
に
血縁
と年令な
らびに性
に
よっ
て指
定さ
れる
G
ところ
で現
代の
子どもが所
属する年
令段階的社
会
におけ
る地
位・
役割は、
家族集団
にお
いては
n所
定的d
であるが、
学校集団や
友人集
団な
どにお
いて
は
n達成的“
な性格をも
って
いる
。
この
事実
は、
現代人
の人
格形
成に多
大の
影響をあ
たえ
ている
であ
ろう。
日本
人の競
争的パ
!スナ
リテ
ィー
も、
それ
と無関
係ではな
い。
(3) 
生活
集団
にお
げる文化
の学習
生活集団に
おける人
の々
関係
は、
思念的
行為主体
の心理
的諸条
件と、
生活文化と
によ
って
、
結ば
れている
G
したが
って
、
社会化
の過
程
は、
同時
に文化
化の過
程でも
ある。
、
、
、、、、、、、、、
同生
活集団と始源的人
格形式。
私は
さきにクlリiを
手がかり
ブL
九
(一
五九
)
教育の人間
学的攻究
にして、
生活集
団にお
いて
、
もっと
も基礎
的な意
味の
万人間
化u
が
おこ
なわ
れる
乙と
を指摘し
た。
(九七
頁)
右の事
実は、
人聞の
n文化u
のも
っと
も基礎的な
一面
にわ
れわれ
の注意を
喚起
する。
私はさきに文化の
さまざまな定義をあ
げ、
文化
の諸
機能を分
析した。
そのさい
、
例え
ば言語、
例えば
技術
的文化、
例えば特
定社会
に固
有な文
化定型
など、
文化を
或るかた
ちにおいて
とらえた。
ところ
で右に述
べ
た基礎的人間化
の事
実は、
その
ような
一定
の文化によ
っ
て生活し、
そのよ
う
な文化を
もっ
乙とので
きる人
間的感受
性乙
そが
、
実は文化の
心理的
・人間
学的基本条
件で
ある
こ
このよ
うな人間
的感受性は、
すでに
文
とを物
語って
い
る。
むろん、
化化された
人格主
体で
ある両親や、
生活集
団の文
化条
件と
の接
触に
乙の
意味
で
一一械の
文化的事
象と
い
よって
つち
かわれるもの
であり
、
う乙と
がで
きる。
しかし
、
右の人
間
的感受
性そ
の
もののもつ文
化性
と、
それの育
成に関
係す
る人間
関係や
生活条
件の文
化性は、
さきに
いは
ば
主体的
前提条件
分析し
た技術的
・社
会的
・ 表現的諸文化
の、
として特
殊な意
味をも
って
いる
。
それは
「根源的文化性」
とで
も名
づけ
るべ
きもの
であ
ろう。一技
術的生活
文化
J
根源的文化性
一表
現的生活文化
一広義の
社会
的文化
一社
会的
生活文化L
一0
0
ご六
O〉
例えば晴育
につ
いて
、
それ
ぞれの民
族
(或は
一人一
人の母
親〉
は特殊
な文化
(晴育文化〉
をも
って
い
る。
授乳
の仕
方、
衣服、 寝具、
抱いた
り
負ぶ
ったりする仕
方、
子ども
に対
する母
親の身
体的
・音
声的ジ
ェス
チュ
アな
どに、それ
ぞれ、
民族的あ
るい
は個性的な定型があり、
またな
んらか
の特徴が
ある。
文化人類学者
や人格心理学
者はそれら の定
型や特
徴をと
くに問
題にする。
それらの
グ文化。
的な
生活条件や
晴育行動
に見
出され
る定型
や特徴も
さるこ
とながら
、
私はむしろ、
それ
らが人間特有の在り
方として成
立する
こと
、
また
それ
らが子どもの
人間的な感受性を
つち
か
つて
ゆくこと(
或は それをゆが
める
こと
)を、
いっ
そう根源的な事実と考
えたい。
そしてこ
の事
実こ
そが、
いわゆ
る文化的な定
型や特徴にもまし
て、
子どもの根源的な人間生成に
基礎的な役割を
はたすのである。
伽文
化的集団生
活と人
格形成。
子どもをと
りまく生活条
件と、
彼がむす
ばれる人間
関係の
根源
的文化
性によ
っ
て、出
生と同
時に、子
どもの始
源的人格形成
が開
始される
。
子どもが自己運
動的主
体、
言
語的行 動主
体、
人格的
行為主体と
して
生
成をすす
めるに
つ
れて
、始
源的人格形成
との
不可分な関係に
おいて
、
いっ
そ
うは
っき
りと
した
かた
ち
の社
会的
・文化的人
格形成が進め
られ
て
ゆく
。
乙の
点
につい
て、
ギリン等
は次のように述
べて
い
る。
「社会文化体系
gnFn己昨
日出-
3zog
一連
の
は、
託児と
幼児に、
定型づ
けられ
た刺激状況
Eユ2
0片
岡】Ezza
mtHug-5
回目立恒三宮ロ
を
つく
りだす。
その
体系
は、
多かれ少なかれ
一質
的に、
ひと
つの
全体とし
ての
集団
によ
って状
況に適
して
いると
見られ
て
いる
諸反応を解発し、
そ
れら
の反応を個人の内部
に習
慣と
して
確立しようとする
。体系は、
承認
できな
い反応に対
しては
罰の、
承認され
る反応
に対し
て
は賞の砲
火巻、
断えまなくゐ
びせる。
体系に
は、
個人の内部に、
集団な
い
し社会的範腐
の他
の成
員たちと
一致
する緊
張・制
止・
獲得動
固ないし
動機の体系を
つ
くりだ
そうとする傾
向
がある。
体系にはま
た、
集団に共通
なシ
ンボルを
つかって
、
定型化され
たこ
れらす
べての
経
験の
内面
化を強制しようとす
る傾向が
ある。 そして
体系は、
こ
の素
材を内的組織
へと
形成し、発達す
る
子どもあ』
とりまく慣習的な圧
力の壁によ
って
、
この
内的組織を維
持す
る
ので
ある。 かくして、
い
かなる
社会の
子どもも、
集団の成
員たち
が彼
に
要求し期
待する種
類の人に彼
ぞ作るよ うに
意図さ
れた、
社会文化的.比力
と通路づけられた
満足
の
H断頭台d
HU同市朗自同市朗
白ロ品
目白ロロ色町内角田
師白江田町白口昨日ロロ
のなかに
閉
じこ
め
るので
ゐ
『ロロ
自白山内田2
0同
gaonEEE
る。
これがホ
ワイティ
ング
当EHF-ロ闘
が美事に描写した
ニュ
ウギニア
(注問
こ
・ク
オマ
族
の人格形成過
程である。
」
ギリン等
も指摘
するよう
に、
未開集
団に
おける
人格形成の
理論
{注目Z}
を、
今日の
文明社
会にそのま
ま適用する
ことはできないο
それ
がい
ちお
う妥当
するのは
、
前近代
性の
つよ
い集
団ゃ、
しつ
けが異
常にき
びしい家
族だけ
であ
ろうο
そこ
では
、
ホワ
イティ
ングが
描写し
たよ
うに、
集団の
社会文化体系
(或は
それの
下位休系
由民自】142巾5・
2
自己VlnE
-24H巾)
がき
び
しく
固定し、
しつ
けが条
件反応形
成の
メカ
第二章
自成的教育
と人間生成
ズムに
よっ
てお
こな
わ
れる
から
である。
しかし現
代の
多くの家
族
ゃ、
その
他の集 団に
おい
ては、
事情は
しか
く単純
ではな
い
し、
ホワ
イティ
ングの
描写か
らうかがわれるような明
確な人格の定
車を
つか
むこと
が
ほとん
ど不可
能
にな
っ
ているc
実
はここに
、現
代の特
徴があ
る。
そこ
では
、柴田の
社会文
化体
系は全体と
しての
明確な定型を
も
たず、
しつ
けの仕
方も
両親
の
人格
特性
によ
って
多
様に分化し
てい
る
Q
したが
って
人
格形成
の
学習も、
条件
反応
理論だ
けでは
説明でき
E、
Q
JIE'u 
(む
ろん
これが最
も基礎的な
もの
では
あるにし
ても
)
。も
っ
と詳細な
分析的考
案が必要
である
。
ここで
、
第一章
での
べた
学習理論を、
当面の主題に焦
点づ
けて整
理じてお
こう
。
(a) 
要求
達成によ
る学習の成
立。
主体
は
一定
の刺
激状混
丘町自己E
師向ESEロ
ないし
問題状況
官。宮市ヨ
帥FEE-。ロ
にたっ
たとき一
、
状況
に
即して、
自分の要求を達成しようと反応し、行為
する。
そのさ
い主体の人
格特性が、
彼の
内的
・外
的ふるまい
(反応
・行為)
を規定する反商、
こ
の要
求達成的反応
・行
為によ
って成立する学
習が、
多か
れ少な
かれ彼の
人格を形成す
る。
ただし、
要求が達成さ
れな
い不
満
(フ
ラスト
レイシ
ョ
(注四
一一一)
ン)
色、
それに
劣らず人格形成
に影響する。
似反
復によ
る行動能率
の上
昇。
要求達
成の行
動は、状
況が同
一あ
る
いは
類似
して
いる
ばあい、
最少
の努
力で効
果的
に要求を達成しう
るよう
な仕
方でおこな
われるよ
うに
なる。
かく
して行
動能率が
上昇す
る。
それ
O 
(一六)
教育の
人間学的攻究、
、
、
、
がい
わゆる習
慣化
であ
るが、
しかし、
乙れは
一般に惰
性化の傾向
をも
っ
てい
る。
ただ
し習慣
の発達的修正の
事実も無視 す
べき
ではない
Q
制既
有能力
の即
時発動
の傾
向。
子どもは、
(一
般に
大人も
)、
新しい
状況
に直
面し
たば
あい、
それに対
処す
る手段を自
分の外に求め
る労を省
きが
ちである。
また
、
自分の
既有能力
(習慣
・記
憶)
も、
それ
の再生
に
努力を要す
るもの
は用いな
い傾向が
ある。
いわ
ばありあ
わせの既
有能力
を即時発
動する。
かくして、
即時的
対処が可
能になる
わけ
であ
るが、
し
かし
同 時
に反応
の
思
絡
払
がお
こな
われる
ことになる
。
人間
は案外
に考唱
え
な
(dl t 、
動償、 物
習 、 な
に、 の
よ 、 で
る 、 あ行、 る品 。
様、式、の、
園、
定、
伝統的慣習
のつ
よく支配す
る生
活
集団や社会に
おいて
は、慣
習として
定型化され
た社会文化体系が
、状況に
対する個人
の反応
・行為
の様
式を
つよく規定し、
これ
を固定す
る傾
向が
つよ
い。
(前記ホ
ワイティ
ングの
銭述)
。 現代社
会におい
ても
、
部分的
には、
同様
の傾
向が目撃され
る。
ただ
し近代社会
においては
、
次のよ
う
な事実
もまた注目
され
なければな
らない。
制
骨骨骨骨
bhL
b 骨
骨
争 乱r
o
伝統的慣
習が大きくくずれた社
会、
また慣
習的文化定型が全体
の一
義的支
配力をつしな
った
集団
におい
て
は、
個人
あるいは
人々
の創意や協
力によ
って解決
されなけれ
ばならな
い
問題が、
つぎつぎ
に発
生する。
これらの問題の解
決をと
おして、
生産的
学習
がおこな
われ、
乙れ
が慣
習的社
会における
とは
ちが
っ た人
格の形
成
に影響す
る。
以上の
五原
則を左
に表
示してお
こう。
(表の左半
分にそれ
を示めした。
右半分に
つい
ては、
教育実践学の
ところで詳
述する。
より
詳細な分析
が必要であるが、
今は
この程
度にとど
めてお
く)
。
〈 前 進 的 社 会 ま た は 生 活 条 イ牛〉
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行動の 情性化
右に
述べ
た
人
格形成
にか
んする学
習の
五原則
をふま
えて、
人格の
文化的形成を、
文化行動
の
習慣化、
知識と生活
の
一体
化、
価値
体系
の内
面化
の
三点か
ら考察し
てみ
よう。
川同
点ど
化
仲
動の
骨骨ル山
。
子どもが
生い立
って
ゆ
く生活
集団の
日常生活
には、
未聞社会
はもちろ
ん、
変 動
にと
む
文明社
会に
おい
ても
、
同}あ
る
いは
類似の刺
激状況が多か
れ少な
かれ
反復的に
おこ
ってい
る。
冊、
掛骨骨
r m k町
につい
てい
うと、
素材と
される
物にしろ
、
道具
として
使用され
るもの
にし
ろ、同
じ ものが、
かな
り長期
にわた
って
利用
されるの
がつ
ねである。
子どもは反
復
的に
それら
と交渉し、
或はそ
れらを
使用す
る文化的行
動によ
って
、
対 物 的 技
術とし
ての
文
化的習慣を獲得す
る。
こ
れらの習
慣は、
その
大部
分は、対
象の
認識学習、実際的道
具型
の条件づ
け、
他人の模
倣などの学
習によ
って
し
ぜん
に形成
される。
ただし
技術行動の
或る
もの
は、
伝統的に定型化
されて
いて、
定型どお
りに学
習しなけ
れば
人々
の承
認が得ら
れない。
ここ
には
、
古典型条
件づけ
の理
論が適用され
る。
ただ
し物理的技術行
動は、
次に述べ
る行
動に
比して
より多く合理性
告も
つが
ゆえに、
「慣習
によ
る固定化」
によって
「状
祝に即
す発
動性」
がひど
くさ
またげるばゐ
いに
は、
「生産的な問題解決」
が読みられる可
能性が大
である
!
とく
に現
代の
産業社会
ではこ
の傾向が強く、
したが
っ
て生
産的人格形成の
可能性が高ま
ってい
る
。
戸、
身体的運動
の仕
方は、
大部分が、
身体的技能型
の条件づ
けと
反復
的練習
によ
って
、
しぜ
んに習
得される。
しか
し、
集団の慣習
によ
って
決
められ
た行動
の様
式
(例えば坐り
方)
や、
慣習
によ
って象
徴的意味
をあ
第二章
自成的教育と人間生成
たえら
れてい
る行動の様式
(例えば作法
など)
は、
明瞭に規
範的な拘束
力をもち、
子どもは慣習的定型を学習す
るよ
うに強
制され
る。
身体運動
の文
化的習慣形
成に
おい
ては、
より技術的な性質
の行
動は能率化の原則
にし
た
がう傾向が大で
ある
が、
作法
などのよ
うに、
社会的な意
味をも
っ
た行
動は、
「慣
習による固
定化」
がおこな
われやす
い。
にわ
けで
も、
身体的運動が対人関係
(広義
の
コミ
ュニ
ケ
イシ
ョン
)
と結
びつい
て
いるばあい
(例えば
礼儀)
、
行動様式
は定型住と規範性を
つよ
くおぴ、
独自の社会的
・象徴
的意味
をつ
よめてくる。
しか
もこの
対
人
骨
行
動
は、
合理性
の媒
介を
ほと
んど必要と
せず、
しかも
集団の秩序維
持と密接に関
係す
るがゆえ
に、
「慣
習によ
る固定化」
がお
とな
われやす
く、
しばしば神聖な
ものとして絶
対化
される。
ω知
識と生活の
一体
化。
文明社
会においては
むろんの
こと、
未開社
会にお
いて
も『
生活は、
合理
的にせ
よ非合理
的にせよ
、
なんらか
の知識
(↓思想)
を媒介と
して営
なまれる。
子どもは、
自分で
適応行動
や問題
解決行
動によ
って生活
に必要な知殺
を習得し、
あるいは
、 大人から生活
に必要な知識を教
えられ
る。
知識に
つい
ても、
「反復的
使用
によ
る能率化|情性化」
の傾向
がみ
られる。
技
術 的行
為のぱあ
いには、
知識
の能率的
使用の傾
向が比較
的に大である。
しかし
、社
会 的行
動にお
いては
、知
識の定
型的固定化の傾向が
大である。
伝 統
のつ
よく支
配する、
そし
て比
較的単調な生活集
団にお
いては
、
技
術的行為
にか
んする
知識さえも慣習的に固
定化
されやす
い。
実は、
文明
社会に
おい
℃も
、
知識が固定化され、
M信念
化d
される
こ
とが
多い。
人
聞は思
考の努力を
m節約d
し、
持合わ
せの
知識
によ
って状
況に
対処しが
一O
三
( 一ー
ノ、一一一、--'
教育の人間
学的攻究
ちだ
からでゐ
り、
フラン
シス
・ベイコン
のい
う
「偶像」
的信念
に生活の
観念的拠点をもと
めやすいからである。
わけ
でも、
自分
で考えて新しい
状況
に立
ちむかう
能力
に
とぼし
い子
どもは、
呪術的行動
や迷信的思考に
おも
むき
がちである。
また
、
大人が子ど
ものかかる心
性を助
長する
こと
も少なく
ない。
一般
に生
活のなか
で学習さ
れる具
体的知識、
生活と
一体化された知識
(坐
活的知識)
は、
即 物 的 具
体性を色
った
ものも、
呪 術 性
・迷信性をも
った
ものも、
それぞ
れ人格形成
に多大
の影
響
をあたえる。
伺価
値体系
の内
面化。
人間
は要
求達成的行動
の体験を
つう
じて、
価
値学
習をす
すめる。
(要求達成行動
による価
値習得
の原理)
。羽田
償形成
や知
識 学 習
にも
、
要 求
達成
の努
力と満足
にと
もなう
主体の悩値滋が
ふく
まれて
いる。
いわんや心
情
・態 度・
関心は本
質
的に価
値関係的
であ
り、
なんらか
の程
度に意
識的な価値作用
(価値判断)
をふく
んでいる
。
価値学習
(あるい
は価値
怠識の発
達)
にも、
二つ
の
相反
する
傾 向
がみ
られる。
一つ
は
望ま
しい
意
味で
の
「価値の
心情化」
冊目♀ぢロ丘町田陣gロ
(或は
心情化)
でゐ
り、
他 方
は望ま
しから
ぬ意
味における
「価値-の固執
化」
852SZロ
(偏執化)
である。
一般
的にい
って
、
技術的行為
のば
ゐいに
は、
素材
・道
具・
作用
の価
値は、
技 術 的 能 率
の大
小によ
っ て規定
され
る傾向が
大であるから、
即物的価値意識が成
立しやす
い。
これに
反
して、
社会的行為
のば
あいには
、
慣習的
・伝統的な価値体
系によ
って
価
値学習が
つよ
く規定さ
れる。
右に述べ
た習慣
形成、
価値学習
のう
ち
文化的
・社
会
知識学問問、
一O
四
ご六
四)
的人格形成にも
っと
もつよ
い規
定力を
もつのは
、
いう
までも
なく
価
値
学
習であ
る
G
伝
統
の
つよ
く
支配
す
る
生活集
団
は
、
固定
的
価
値体
系
をもち、
それ
が絶
対化され
ている
心
かか
る集
団
においては
、社会的文
化の系列に日間一
す習慣や知識
はむろん
のこ
と、
技術
的文化に属
すも
の
さえも、伝
統的価値
体系
の
有機的
一環
をかたちづ
くっ
ており
、表
現的
文
化
(
宗教
や
芸術な
ど
)
が
この
価
値
体
系
を
、
象徴的次元
に
おいて
、
成員
の心
情に直
接ひびく
生し々
きで、
表現
して
いる
G
子どもは集
団
におけ
る所定的地位と結
び
つい
た役刻をはたす
こと
によ
って
、
し
ぜ
んに
、
あ
る
いは
大
人
に教
えら
れ
て、
そ
れら
の
文
化
を
学習
し
、
柴田
の
価値体
系
を内面
化する己
子どもは、
単に集 団の
成員に共通な川
口慣や
知識
だけでなく
、
共通
な 価
値 体
系
を
学
習
して
、
共通の態
度・心
情・
関心
をも
って行
為す
る主
体にな
った
とき、
集団
の十
全な成
長
とし
て承
認されるι
(前記
ホ
ワイティ
ン
グの
描写
を参照)
前近代
的
批会
では
、
柴田
が
個
人
の
自由
をつよ
く
拘束
し
社会
的
・
象徴的
文化が、
個
人の
要求
充足
に
か
か
わ
る技
術
的文化
さ
え
も規
制
す
る
。
近代
的
社会に
お
いては
技術をは
じめ
個人の要
求充
足にかかわ
る文化が発展し
は礼会統制
的文化
の圧
力
が
相
対的
に
減少
す
る
c
む
ろ
人々
の社
会的関係と
行為、
地位と
役討を規
定
するなん
んそ
こ
にも
、
らか
の規範文化
(慣刊
・辺
徳・法
律)
はそん
ざ
いす
る乙
人々
の生存確保の
要求を充足する広義の
技術的文化
しかし
、
反市、
(衣食住
・交
通
-保
全その他にか
んする文化、
生産
・交 換・
消托
にか
んする文化)、
、、、、、
人々ω
人格的
個性を表現する表現
的
文化
(芸術、
思想
、
哲学
、宗
、、、、、
教)、
仲谷川附的事実
認識の
努力
と成果
としての
認識的文化
(さまざまの
科学)
が発
展し、
人々
の新し
い要
求を
生み、新
しい
価値立識を
形成す
るJ
ての基
底には、集
団の
多面的分化、
全体社会
の内
部的対立
・緊
張・
矛盾、
それにもとづく
人々
の生活の経験
・休験
の
異質化、
さらに、
' 目
然的
・制度的教育
の影
響などが
ひそんで
いる
G
かくし
て価
値体系も
集団
により
、
個人によ
って
、
異質性を
つよ
め
てく
る。
現代社
会の人
格形
式は、
個性的
な面にかんして
も、
社会的
な面にかんし
ても、
前
近
代
社
会
と
は
比較
で
き
ないほ
どに
多
様化し
複雑
化し
てい
る
c
そして
さら
にマス
・ソ
サエテ
ィ
!の諸
要因が、
人格の
個性面と社会面を、
ますます、
リ!
ス
マン
担g呂田口
のい
わ
ゆる
孤独な
る群衆
宮口巳
可
(注目巴
たらしめ
る傾向にあ
るc(この孤
独なる群衆に象
徴される現
20毛色由代的人
聞の
社会的
・精神的状況
と、
それの
歴史的背景
の究
明は、
別
の
険
会
にゆ
ず
る
ほかは
ない
c
)
(C
) 
塵史発展
と人
聞の生
成
川
と
ω
で
、
生活集
団における
生
活
文
化
い を
わ 煤
ゆ 介
る と
白 、 す
然 、 る
的、 人
間
ゴド、 の
制、 �I=:
度 、 成
につ
いて
、
概括的考察を試
みたο
それは、
的教育
の過程で
あった
。
一般の託
会科学
では、
階
にまで
追跡
してゆ
く
わけ
である
が
、教
育人間
学は
ここ
で
青
少年
期
右の
過程を成人
の段
第二章
自 成 的 教 育
と人間生成
、
、
、、
、
、
、、
の
立
図
的・
制度的教
育
の
考
察
に
向
わなけ
れ
ば
ならな
い
。
これ
が第
章の
課題
である。
しかし
次
章には
いるために
も、
また本館の
考案を
し
め
くく
るためにも
、
人類の史
的
発展
を
概
如
しな
け
れ
ば
ならな
い
。
そ
のつ
ど
指摘
したよ
う
に、
人間の役
会的
・文化的
生成は、
人類
の史
的
先
展
と切
り
放
すこ
とは
でき
ない
か
らで
ある
ο
とは
い
え
、
人類の史
的
発
展
の全
貌
を
歴 史
家
でな
い
私
の
手
でと
ら
え
るこ
と
は
と
て
もで
き
な
いし
、
またおそ
らく教
育人間
学の範
囲に
属す
ことで
も
ないで
あろ
うc
教育人間
学の展
開
に
必要な
かぎり
、
また人聞の生
成
に焦点をお
いて
、
類型論的手
法で大
まかな発
展
的展望を
試みるにとど
める
じ
) 1( 
先史人
と始源的社会
人類
の発生から
新右山市時
代に
いた
る百
「人間
存在の
基本的体制」
が確立
万年
ほどのなが
い歩み
のなかで、
(注目きされたQ
人類は
この
時代
に、
安口
語を
も
って
立
思を
交換し、
火や刃物
を使
い、芸
術と神話、
ならび
に生活
に必
要な知識
(技
術知)
などを
も
ち、
人間
的な集団
生活を
営
なむ
「人間
的」
な実
存様式を、
はっ
き
り
と獲
得した。
しかし
先
史人の
生活
は
、
自生
的に
成立
し
高
度に
閉鎖
さ
a れた
一つの
集団
のなかに
、全
く吸
収され
た生活であ
った
ο
その集
団(
始派
的社
会
集
団
)
は、
成
員
た
ちが
直接
に
接触
しうる範囲
に
と
ど
まった
。
この
狭
い生活圏
TL)巾口町昨日即日
が、
成口
氏たちに
とって
唯一の
「世界」
であ
り、
また
、すべ
ての要
求が
そこ
で充足される
「全体
社会」
であ
った
。
O 
五
(一
六五)
教育の人
間学的攻究
そこで
は
ウェ
lパ
!
のい
う
n文化u
(言語や神話など)
だけで
なく
、
素朴な
がら
H文明“
的な文化
(とくに
技術的文化
)
によ
って
自然との
関係、
集団
との関
係、
自身
との関
係
において
、
人々は
生活
を営
なんでいた
。
だ
が文明社
会ほど
に両
方
はは
っ きりと分化
せず、
原始的な
生活条件と
心的条
件によ
って
、
技術的文化
・社
会的文化
・
表現的文
化が、
有機的統合意
をかたちづ
くっ
てい
たc
すべ
ての文
化
は、れ
会の
停滞性と単調
性のゆえに
ト ぃ
ミ-
1F
L、h
z
イ;
1-
Lj
文化は、
H慣
淵円“
要求
充足の仕方
を能率化し
、
精神生
活を伺性化する
M道具u
である
より
も、
むしろ集
団の社
会統制的
・心理
統合的問
能をはたし、
荷的
集団生活の
H有機的“
統一
を保
証した
3
成田
氏たちは、
集団
の全
員に
共通な文
化によ
って
形成され
(リ
ントンの
基
礎的人格
型の形
成)
、ま
た、
性と年
令ならび
に特
定の能
力に応
じて集
団が指
定
する地
位にふ
さわし
い役
相を
宵得する
こと
(↓地
位的
人格の
形成)
を運命づ
け
ら
れて
いた
ω
これが
、
人間
としての生
成
のすべ
てで
あった
ω
成員は
すべ
て、
集団
の社
会
・文
化休
系のな
か
に、
それの有
機的な
一環
EF刊号円
(肢体、
手足)
として組
み込まれ
oFロ関口。色町円四回
たの
であるο
そこに
も若干
の個
人差はあ
った
にはせよ
、
集団
(一
つの
全
体は礼金)
の社
会文化的生活体
系と、
個人の
思念的
行為体
系との
あい
だに
は、
少な
くも本質的な対立
や矛盾は
なか
った
。
社会と文
化とは
有機的
に統
合され
(始源的
社A Y
AH始源的文
化)
、
高度に定型化され
一O
六
(一六
六
て
、人
々
の人
格もそれら
と
の三
一的
・有
機的連聞をな
し
てい
た。
(2) 
やがて
一万年ほ
ど以
前から
、
ある地
域
繋明
人と
奴隷制社会
では
民業が
はじま
り、
人々
は土地
に定
着す
る生活を
はじめ
たc
さら
に数
千年後の
前七千年か
ら二千
年にかけて、
有史時代
を特
徴づけ
る
高級な文明
の禁
明が、
支那
・イ
ンド
・パピロ
シ・
エジ
プトの諸
地域
で輝きはじめたc
そこに
いた
るまで
の社
会過
程の変
動は複雑で、
(ま
たして各
地域
に妥対する単
一の
法則が定
立
できるか
ど
う
か、
今のと
ころ
私にはわからない。
地域
によ
って
、
始源
社
会の内
的・
外的条
件
が、
自然的
にも、
文化的
・社
会的
にも、
ちが
って
いるから
である。
やや概
括的
にい
えば、
定着
によ
っ
て生活が安
定し、
家族生活が恒
常
化され、
小さな
村落的規
模の
生活集
団が形成さ
れてい
った
。
人々の
知識
(例えば栽
培と天候の
関係、
来来
に対する計画)
や、
技術
(例
えば
金属加
工
や濯税)
など、
P文明“
的系列
の文
化がし
だ
い
に進
歩
し、
生産力
が高 まり
、
人口数
が増
加した。
かくして集
団の生産
様式
や人
間関
係を
ふくめて、
生活
様式全般
が大き
く変
化した。
他方、
対
外的
には
、
集団相互
の平
和的交
易によ
る交渉の
緊密化、
異程
族の侵
入や征服な
どによ
る奴隷
化などがお
こなわ
れた。
右の
内部的
・対
外
的変動
によ
って
社
会的分業が進行し、
それと関
連して、
集団
の共
同
作業や闘
争におい
て指
導者
が出
現し、
やがて広
大な土地と多
数の住
民を
所有する
専制的な支配者
が出現した。
ここに
、
少数の
支配者
群
と多数の
隷属者群を
ふく
む
か国家u
的組
織が
でき
はじめ、
最後に巨
大な
古代
国家が成
立
した。
乙の
時
代に、
いわゆる有
史 時
代を特
徴づ
ける文明の
裂明が、
右の
諸地域
に輝きはじめ
た。
文化全
般にか
んしては
文字が、
比会的文化
の面で
は法律や暦
法が、
技術的文化
では
金属
加工が、
科学的
文化
で
は数
学や天文
学が、
表現的文化
では
神話
体系
が
つく
られ
た。
これ
ら
、、、、、
いず
れも
象徴的記号
の文
化形態
のすべ
てに
?っ
ずる著し
い特
徴は
を媒介と
して
構成
された文
化であ
るという
点に
もとめられるQ
乙
れ
は、
社会
過程の面で、
当時の社
会が始
源社
会の直
接的具
体
性を
乙え
て、
国家と
い
う媒介
的社会
組織にな
って
いたこと
と対応す
る。
そし
て、
乙の
媒
介的社
会組織
の頂
点
(支配層)
に位
する人
が々
、
かの文
明を
創造す
るとともに、
強大な権力を有す
る専制君主
への
民衆の隷
属を組
織だ
て
る媒
介的役割を
えんじ
た。
人は
乙乙に
、
H文明u
のも
つ明
暗ふた
つの
面
iカ
ントの
いわ
ゆる
(注目六)
開Zロ向田
をみる
で
あろ
う。
「輝か
しき
悲惨」
旦苦Ng骨
巨大な
古代帝
国はやが
て停
滞し、
そし
て崩
壊しはじめたQ
つづい
て、
紀元前の
約六世紀
の聞に、
ヤスペ
ル
(3) 
超越人
と封建制社会
れ� ス
る 草 の
オコ
ゆ
る
中
枢
前
代
かの
回大歴
史圏に
見
出さ
〉口町
田 叩ロNa仲
が、
古代
中国
には孔
子と老子
、
イン
ドに
はウパ
ニシ
ァ
ット
哲学と
仏陀
があらわれた。
イラ
ンに
は
ゾロ
アスタ
ー、
パレ
ステ
ィナ
にはい
第二章
自成的教育と人間生成
くたの予
言者
とキリ
スト
、
ギリシ
アに
は
いくたの詩
人
・哲
学
者・科
B 学
g 者
と があよ もりん わで h
L 、理 主:
る δ 九
これ
らの
人々
を中枢人
マンフ
ォー
ドは、
何回Mn-m-
和辻博士
はそ
のう ちの
いく人かを
「人
類の教
師」
とよ
んだ。
ヤスペ
ル
スは
、
中枢時代を文字ど
おりに人
類史の
「中枢
」
と考
ぇ、
それ以
前の文
化がそこ
に流入し、
それ以
後の枇界
史的諸民族が
(注目九)
そ乙
に起源を
もっと
述べ
て
いる
。
彼は
さらに、
転換
期にある現
代の
「人間存
在そのもの
を再
建す
る」
根源を、
乙の
中
枢時代
にもとめよ
(注五口)
うとするc
しか
しマ
ンフォー
ドには
、
それほど
積極
的な評価は見
出
されな
い。
両者
のちがいは
、
歴史と
人聞に対する
n信念“
のちがい
・
による
もの
で
あろうむ私は、
ヤスペ
ル
ス的
な信念(
信仰)
への
道もの
乙
、、
しな
がら、
しかし、今
はより
記述的な立
場で、
中枢
人の
かわ
りに超
越
、人件
同白ロ田Nmロ向田巾同岡田E
-2
冨巾ロ田口町
とい
う概念を採
用した
い。
「繁明人」
が人間の
世界
内存
在に精
神的に
も社会的
にも
象徴的媒
介的
次元をきり聞き、
近世の
「開妬人」
が世界の
技術的改造と科
学
的探
求に新し
い次元を開
妬したとするなら
ば
「超
越人」
は世界内
存在の
現象的
現実を
こえ
る超越
的絶対者
との関
係に
おい
て、
人類
の
新し
い精
神的文化
(とく
に宗教と哲学)
を創造したQ
当時は、
それ
ぞれの歴
史
圏で
いくたの
小国や都市が分立し、
抗争
をくり
かえして
いた
心
歴史圏の
内部
で諸
般の交
通が活滋に
なり
、
i日
一O
七
(一六
七)
教育の
人 間 学 的 攻 究
来の
せまい
穏族集団が崩壊し、
それを
超え
る大きな
「世
界」
が成立
しつ
つあ
った
。
人々は
社会的
にも
精神的にも、
たえ
ず不
安におびや
かさ
れてい
た
。
不安は先史人
の生活
にも
つ
きまと
って
いたが
、
すで
に。
歴史化
ι
され
てい
た古代
末期の
人々は
単に自然の脅威ではな
く、
自分が
それ
と一
体化され
てい
る伝統
の崩
壊と、
人間
的
世界その
もの
の脅
威によ
って
、
過ぎ去りゆく過去
の虚しさと、
現実の虚しさ
を覚え、
生活と精
神の安
定
(安心)
を永
遠なる
超越
的絶
対者
にもと
めた
G
人々
のか
かる
宗教的
・形而上学的要求
に、
偉大な
る反
省
・思
+宗・確
信によ
って
、
自らの
人格と信念
をも
って
応え
たのが
、
かの中
枢人
とい
われる人たちであ
った
G
彼らは、
種族的集
団の頂
点に
あ
っ
ユュ
ヴ7
ザ
それぞれの立
味で普
遍的な世界
性と人類
た英
雄と
帝王に
かわ
って
、
性を体
験し、自
覚せる魂の
指導者|「
人類
の教
師
一iと
して
立ちあら
われ
たので
あ
る。
宗教は端
的に民
衆の
心情に訴え、
哲学は上層
階級
に所
属する知識人
の理
性に
訴えるちが
いは
あ
ったに
せよ、「
中枢的宗
教と折
口学は、
人間の状
態にふさ
わしい
普
通的に
人間
的な価値
を求
〔注
五一)
め、
人間関係の
基礎を
拡
大したの
であるよ
例えば
キリスト
教の
変
と正義の
観念が当時の
n世界u
でも
った革命的忠義
は、
それを
雄弁
に物
語って
い
るじ
文明は、
中杭的宗教と哲
学にお
い
ても
また、
明暗両国をも
ってい
た。
たしかに
巾枢
人が霊感を得
それ
を人
格的
に
形態化
するま
で
一O入
(一六人)
の動
態には
F氷
遠“
ない
のち
が
動いて
いた
。
だが
、
その
教え
がひ
とたび人
の々
手
にわたり
、
社会的な
力をえ
てくる段
階にな
ると、
暗
い現
世の規
定を受
ける乙と
になる
Q
中枢人と
その
弟子
たちが、
彼ら
の信
仰を社会的現実と
政治的束縛
の彼
方で純
粋に
貫こ
うと
しただけ
に、
ひとたびそれが俗界
にはい
っ
てく
ると、
俗界の条
件に
支配され
て、
現状維
持のイデオ
ロギ
ーに
転化
するの
がつ
ねで
あった
。
当時は
あた
かも、
古代
国家
の崩
壊のあ
とに封
建制社
会が形成され
つつ
ある
時代
であ
った
。
時がた
つ
にしたがい、
中枢的宗
教と哲学と
が封
建制
のイ
デオ
ロギ
ーに再
構成さ
れて
いっ
たこ
とは、
周知の事
実であるQ
(4) 
古代社
会のあ
とに
人類の社
会過程は
開拓人
と現代
の問題
封建社会
へと
体制化さ
れてい
った
。
ヨーロ
ッパに
おいて
は
約千年の
問、
他の
歴史圏
にお
いて
はさ
らになが
く封建的社
会が存
続したο
封
建時
代における
H全体社会“
は、
先史時代
の始
源社
会にく
らべ
れ
ば
いちぢるしく
広大な生活
固にまでおよんだ
にせ
よ、
人々
の生
活はな
ぉ、
経済
的に
も社
会的
にも、
いちぢるしく
閉鎖的
であり
、
情性的
で
あった
Q
人々
の立
識も
また、
彼ら
がそこ
で生活をおくる
n世界“
を
(注吾一}
「一
つ
の憧
常な品川界」
巳s
zmFg向田町
当巳骨
であ
るかのよ
うに感
じて
いた。
人々は
そ乙に
いくたの変
化や無
常を目撃し
たにはせ
よ、
それが人間の手で
作り
変えられる
ものと
は考えなか
った
。
彼らが
日
の々
生活
をおく
つた
自生的
・閉鎖的な
一 次集団
の生
活体
験が、
乙
の
ような世界
関の母
胎であ
った
ので
は
なか
ろうか
右に概
観を試みた、
前近代的
な社
会文化的体
系を
支えた封
鎖的経
済生活と、
閉鎖的
な社
会生
活と思
想体
系を、
解体
した長
大の原
因は、
内・外
の諸
変化に
ともな
う資本主義経
済の発展であ
った
。
資本主義
経済は、
マル
ク
ス等
が明
かに
した
過程をたど
って
、
封建的支配関係
を崩
壊にみち
びき
つつ
、
労働者
と資
本
家の新し
い階
級関係を
成立さ
せ、
経済から
法律
・政
治におよ
ぶ社
会過程の
全面
にわた
って
、
新し
い段
階を実現
した。
新し
い社
会過程は、
"文明u
的系
列の文
化の進
歩とあ
いま
って
、
人間関係の
細部、
わけでも
人々
が新たな
る要求を
目的合理
的に実
現
するため
に形
成し
つづ
けた
目的集団
(二次
的諸集
団)
の人
間関
係のすみ
ずみにまで、
深大な影響をあたえ、
人間の生
成を大きく規
定した。
わけで
も交換経
済は、
コミュ
ニケ
イシ
ョン
に
かんする
技術的進歩
(交
通
、印
刷、
通信そ
の他
)
とあいま
っ
〈
、人
ますます広
範
囲にわた
って経
済的
・
人を
μ様子
“
化する
とともに、
社会的
・政治的
に関
係づ
けて
いっ
たc
かか
る社
会過程の
根本的変動
は、
人・々
の
日常
的生活体験
や思
想と
ふかく
結び
つい
た民
族的な立
識
-文
化と複
雑に
からみ
あい、
新し
い
世界
史的条件
のもと で、
近代田
家の
成立
を-つな
がしたG
いまや
国民国家的規模
の生
活聞が、
充実せ
るじ片
山味の
「全
体社
会」にな
った
の
であるc
乙の
全
体社
会によ
人々は
、
って
、直
接ある
いは
間接
に、経
済的
・政
治的に、
また社
会的
・文
化的
第二章
自成的と教育人間生成
花、
日の々
生活と、
人間とし
ての生
戒を、
大きく
規定さ
れる
ことに
旬 、 a
っ
こQ
J t
dふ
/
近代における人間の
生成は、
きわめて複
雑
・多
岐にわた
って
い
るο
かつて
シェ
l
ラi
は、
中枢時代
の
「理性人」
と「
宗教
人」
に対
して、
近代の
新し
い人間の
タイ
プを
「工
作人」
(ホ
モ
・フ
ァl
ベル
〉
とし
て特徴づ
けたο
これは
い事実
の
正しい
一面をとら
えては
いる
が、
しかし
右の
H古
典人“
に対して、
近代人を低く評価
しよう とする
彼
の精
神主義を、
背景
にして
いる
G
近代の新し
い人聞
は、
自然と
の関
係にお
いてだ
けでなく
、
社会と
の関
係、
人間と
しての自
身と
の関
係
にお
い
ても
、
開桁的
であ
った点に、
その
いちじるしい特
徴をしめし
ている
。
それは
「開桁人」
と呼ぶ
にふさ
わしいο
開拓人は、
梨明
人に
ささや
かな
源を発し、
しだ
いにその
幅を
ひろ
げた
n文明“
の流
れを、
劃期的
に拡
大
するとともに、
人々の
生活
へ
その流
れを細かく
流入
せし
めた。
開桁人!近代人
はまた、
中杭時代
から
伝統され
た古
典文化
の伝
統な
しに
は現われなか
った
で
あろ
う。
ヨーロ
ッパ近
代の
裂明を
つげ
るル、
不ッサン
ス
と
宗教改革が、
それを
雄弁に物
語って
い
るο
そこに
、
なが
い文化的伝統に
つち
かわ
れた人
間性
の
解放と自
覚が見られる。
だが
、開
拓人の本
簡は、自然の探
求的
・技
術的開拓、
新大陸
の開
拓、
そして経
済
・社
会・
政治をふ
くむ生
積極的な
活動をす
すめ
た点にある。
開拓的
活全般を開拓
すべく
、
一O
九
(一
六九)
教育の人間
学的攻究
活動
の主体は、
封建制
から
解放さ
れ自律
感にみ
ちた
市民階
級の
人々
であ
り、
彼らは新し
いレ
アリ
ズ
ムとサ
イエン
スに
よって
、生活を目
的合理
的に開
拓
しつづ
け
た。
この
よう
な独自の
主体
的態度は、
生活
全般ω
客観的
諸条件
の変
化と
あいま
って
、
新し
い人間性
をかたちづ
くって
いった
。
近代の歴
史がかたち
づくっ
た新し
い人
間 性
の特徴
は、
自主的
・積
極的
・合理的な開拓性
・企
投性
にある。
だがJ人
間性の
具体的
内容
は、
人々
が開拓し
た
生活諸
領域
の分化と、
開拓的主体の
個性的人格
一言
でい
え
ば、
の特性に応じ
て、
人に
よって
いちじるし
く異な
って
くる。
まに、
それを
認識する視
点も、
論者によ
って
ちが
って
い
る。
例えば
シ
ュプ
ラン
ガi
ω同Mgロ同叩『
は、
いわ
ゆる構
造心理学の立場から
右の
両面を
にらんで
理論的
・経
済
的・審
美的
・社
会
的・権
力的
・宗
教的の、
六の
生活形
式
開Hhvoロ田町252
(なら
びに
人間性の
個性的基本型
。Eロ含否。ロ)
を分
{注五
三)
類した。
・もちろ
ん古代
・中
世にお
いて
も、
人々
の生活体
系に
は
これらの
形式が
ふく
ま
れていた
c逆に近
代にお
いて
も、
これらの生
活形式
を前
近代
的な仕
方で生きた人々が
少な
くなか
ったで
あろう。
だが
開拓
人として
特
徴づけ
られる
タイ
プ
の人聞に
おいては
、
それらの生
活形式
は内容的
に古
代・中
世とはちが
って
いる
。
例えば
理論的生活領
域にお
いては
、
ギリシ
ァ的
な観照的理性人
では
なく、
近代
的・ガ
リレ
イ的な意
味で
の開
拓的な
「探求人」
、或
はカ
ント
の自分で
思 考
85白骨
骨ロ宮ロ
するという
意味
{注五四)
の「
思考人」
が出
現した。
美的生活
領域
に
おいては
、
フン
ボル
ト的な
(注五
六}
意味
の個
性的
「教養人」
、或
は逆に感
性的な 「享楽人」
があらわれ、
宗
一一
O
(一七
O)
教的生活領
域におい
ても
、
前代と
は内
的にことな
った
タイ
プの
新し
い
「宗教人」
があらわれ
た。
経済的生活領
域では
、
資 本 家
の側には
アダム
・ス
ミ
ス的
な意味の
「経済人」
H550
由gロogk口問、
或はむし
ろフ
ロム
(注五六}
のい
う意味
の
「市場人」
があらわれ、
そして、
生産
にた
す
きわる
人々
の
間に
はシ
ェi
ラ!的
な意味の
「工
作人」
があらわれ
た。
社会的生活領域
におい
ては
、
テニ
エ
スのい
うゲゼ
ルシアフ
ト的な意味の
「社会人」
が、
一方
ではカ
ント
的な意味の
「社交人」
として、
他方で
はシ
ュテイ
ルナl
的な意
味の
「主我人」
としてあ
らわれたと
いえる
かも
知れな
い。
政治
的生活領域に
おい
ては
、
一方
でルソ
l的な
「契約人」
が、
他 方
ではマキ
ヤヴ
ェル
リ的な意味の
「権謀人」
があ
らわれ、
さら
には
いくたの
「改革
人」
、
「革命人」
が出現した。
その
他な
お
、い
くたの
新しい人
聞のタイ
プを
枚挙する
こと
ができ
る
であろう
。
それ
らの近
代的 ・
開拓的な人聞の
タイプのよい
面を、
高い
抽象の
レヴェ
ルに
おいて
概括
したものが、
カン
ト的な意
味における
「自律人」
であ
り、
それを行
動ないし
生活と
の具体
的つ
ながり
においてと
らえ
たものが、
デュ
ウイ的
な意味の
「知性人」
と
いえ
るか
も知
れない。
それとあ
い表
裏する別の
一面
は、
おそ
らく、
へ­
(注五
七〉
ゲル
が市民社会を特徴。
つけた
意味
における
「欲望人」
、或
はエル
ヴェシ
ウス
などの思
想に
みられるよ
うな
「自愛人」
という
概念で表
わすことが
できるか
も知れな
い。
右にの
べた新
しいタイプの人
聞は、
資本制社会
の発
展、
わけでも
産業草命
以後の
飛躍的発展
によ
って
、
人々の
生
活条
件が大
きく変化
するにと
もな
い、
しだ
いに普
一羽化
されて
いっ
たο
とこ
ろで、
よい
意
味に
せよ、
わる
い怠
味にせよ
、
近代的
・開拓的な
人間の
生成条件が
普遍化
されはじめ
た正に
乙
の時
期に、
成立
の
当初か
ら資本主
義にひ
そんでいた
矛盾が、
その姿
を、
人々
の怠識に
のぼる
程度
には
っき
りと
露呈して
きた。
資本
主義の
構造的矛
盾そのものが
深ま
った
だけでな
く、
人々が
そ
の矛
盾を意
識しはじめた。
めざめ
た労
働者
をはじめ、
いく
たの人
々は
、
近代
生活の
w文明“
的発
展によ
って彼
らの
さまS
まな人間
的要求を
めざまされ、
助長され、
それを
積極的
に実現しょ
うとする願
望を
つよ
めたに
かかわら
ず、
資本制社
会では
それに応じ
うる
条件が十分に
はあ
たえら
れな
いこと
を、
意識
しはじ
めた
ので
あ
、、、、、
る。
乙れ
がマル
クス
等の
いう
「自己疎外」
の意
識された形
ではなか
ろうか。
人聞の
白己
疎外
の
現実と自
己疎
外
の意
識を
生んでい
る客間的
・社
会的条
件、
なら
びに心理的
・主体的条件
の立入
った
分析は、
人 ー
の私
の干には
負えな
い。
あらゆ
る社
会科学主人
間科学を動員し
ての分
析
が必要だからであるQ
むろ
ん人類の
史的社
会
において
、
なん
らか
の
自己
疎外
とその芯
識が
そん
‘ざい
しな
い時
代
は、
なか
ったであ
ろうQ
だが
、
現
代は、
人間
存在i
ただし人
の々
社
会的
・文化的生
活体系と
の不
可分な
つな
が
り
にお
ける全
的人間
存在ーが
、
全体
社会と経済的
-政
治的に、
文化的
・思想
的に、き
わめて緊
密に結
ぼれて
いる
じ
し
か
も全体社
会は文
字どおりに地
球的
包oz-
な規模に
まで
拡大され
第二章
白度的教育と人間生成
さらに
マス・ソ
サエテ
ィー
をかたち
づく
っ
てい
る
一切の条
件が、
個人
と、
民族
や人
類と
の結び
つき
を、
ます
ます緊密
化して
いる
。
し
かもまさに
この
生活的
・政治
的緊密化
が、
同時
に人
の々
心理的
・実
存的狐
立化と相
表裏し
てい
るので
あるο
そし
て階
般的諸条
件
が、
右
の諸
条件を社
会・
経済的か
つ政
治的
・思想的に規
定し
ている
ο
かく
して、
現代における人間の自
己疎外
は、
直ちに全
体社会
の経
済と政
治の問
題であ
り、
同時
にまた、
社会心
理と思
想の問 題で
ある。
しか
いさ
さか
性急な結
論を
あえ
て
問題は
一万
で、
政治 的社
会改
革に
よる
人閣の解
放に関
係
し、 他方で は、
広義の
教育実
践による正しい人間
の生成に関
係し
て
も問題は、
きわ
めて乙みい
って
い
るQ
いえ
ば
くる
む
そして
、
現代に
もとめら
れて
いる
新し
いタ
イプ
の人
聞は、
一 一 一 日
葉のも
っとも広くか
っ充
実せる
立味の
「生産人」
では
なか
ろうか。
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後
記
「教
育実践学」
の傾
域にか
んす
る研究は、
つい
に発
表する
乙とが
でき
なか
った
。
教育人間
学
の傾
域に
つい
て自
分
なりの見
解を
まと
めること
に、
意外
の時間を要し
たからである
。
乙の
論文で、 それにしても
、
田花教授
の退官
を記念した
いという
気持
で書いた
「教育実践学」
に言
及でき
なか
った
のは
、
心作成りであ
第二章
自成的教育と人間生成
るむ
教授の在
任中、
乙の
方
面にか
んする教授
の深
く広
い学識に
、私
は教えら
れると
ころが多か
った
からであ
るQ
教育
学史
の研
究を
背景
に、
教育学
プロパ
!の
問題
に
つい
て、
更に
集中的研究
をすす
める必
要を
痛感す
るよ
うにな
ったのは
、
全く
教授と
の遭遇
の賜
物である
。
ことに
衷
心から
感謝
の立を
表
したい
G
なお、
原稿
提出後の
研究
によ
って
得
た視点から顧み
て、
気づ
いた
若干の問題に
ついて
述べ
ておきた
い。
) 1( 
序章
では、
制度的教
育を意図
的教育
の下
位概
念とし
てあ
っか
った
が、
両者
の関
係は
再検
討を要
す
る。
教育実践学
にお
いて
は、
前
者に
つい
ては
広義
の教
育政策
学が、
後者
に
つい
ては
広義
の教育方法
学(
教育
技術学)
が、
かな
り異質
的な、
しか
し密接な関係をも
った
二つ
の制
域として、
展開
されなけ
ればなら
ない、
と考
えるに
いた
っ
た。
右の
視点
から顧みるとき、
第二章
は、おもに
教育方
法学
への
展開を予
想して
いる
(とく
に付にお
いて
)
。
しか
し教育政策学
(教
(2) 
育行
財政学
のほ
か、
自成的教育制度と
計画的
につ
くられ
る教育制度
の研
究を
ふくめる)
への
展望が十
分でないQ
とくに同
の再検
討が必
要であるc
一般
に、
制度
の限定をうけな
い人間生成は、
あり
えない
から
である。全体と
して拙
論を反
省し
てみ
ると
(3) 
「人間は世
界を必要とす
一
一一一
(一七
三)
教育の
人間学的攻究
一一
四
る」
という
狭義
の
n人
間学的u
な考え
方が優
勢
で、
逆に、
「世界が
人聞
を必要とする」
(とくに、
歴史的世界が
一定
の人
間生成を要
求
する)
という
事実を、
十分
な重み
では取
り上
げていない。
(同じ
乙
ドイツ
系
の哲
学的人間
学に
つい
てもいえ
るよう
に思える。
人
聞の、
単に
世界内存
在で
はなく
、
世界内存在が、
正しく
つかまれる
とは、
(教育
の政
策的な
らびに方
法的実践
をふく
め
て)
、
世界と人
聞の緊
張
・対
立、
矛盾から遂
行
される一
以
.
必要がある。
一般
に、
実践は
(4) 
田辺哲
学を
つよ
く規定し
ている
問
題意識を、
教育哲
そ乙に
、
学が
自ら
の問題意
識とす
べき
必然
性がある。
教育諸
科学を教育
実践
学に
媒介し
ようとする教育人間
学は
、
かか
る問
題意識をも
って
追求
される
教育理念
によ
って
、
人間
生成
の実
態と課
題を
究明しなけ
れば
ならな
い。
乙れ
は今後の
研究に期
すほ
かはな
い。
こ九
六O
年二月
一八
日、
追記)
(一
七四)
